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プロローグ



　見上げると、パンツがあった。



　その純白は、夜の闇やみのなか輝くようにオレの目に飛び込んできた。

　……待ってくれ。

　違うんだ。

　オレは別に覗のぞき行為を働いてるわけじゃない。

　どんなに見たくても、故意にパンツを覗くなんて卑ひ劣れつなことはオレはしない。

　家の近所の自販機。

　そこにお金を投入しようとしたら落としてしまい、自販機の下に転がってしまった。

　それを取ろうと、しゃがみ込んで手を伸ばしていたそのとき。

　いきなり背中を踏んづけられたんだ。

　そうなりゃ誰だれだって、何事かと上を見て、状況を確認しようとするだろ？

　そしたら、スカートの中の白い布地とご対面ってわけだ。

　つまり不可抗力。オレのせいじゃない。

　ってわけで……合法的にパンツ見放題だぜバンザイ！

「あら、ごめんなさい」

　パンツが──いやいや、パンツの向こうに見える女の子の唇が、声を発した。

　上品で、優雅で、でもちょっと偉そうな女の子の声。

　一言で言うなら、そう、いかにもお嬢様って感じの声だ。

「屋敷の絨じゆう毯たんと同じ色なので、間違えて踏んでしまったわ」

「んなわけあるか！」

　オレは思わず声を上げる。

　確かにオレ今赤いパーカー着てるけどさ。

　こんな立体感溢あふれる絨毯があってたまるか。

「……まあいいや。間違いに気づいたんなら、足を退どけてくれないか」

「いやよ」

「…………」

　即答だった。

　それどころか、相手は体勢をずらして、さらに体重をかけてくる。動けん……。

　そのおかげで、彼女の服と顔が自販機の光に照らされてはっきり見えるようになった。

　パンツはまだ絶賛公開中。彼女はそれに気づいてない様子。

　彼女はオレと同じ高校の女子ブレザーを着てる。

　リボンの色から、学年も同じ一年生だと分かった。

　けど、彼女が何を着てても、オレはそれが誰だか分かっただろう。

　何しろ彼女はオレと同じクラスで。

　たとえそうでないとしても、彼女は校内で一二を争う有名人なのだから──。



    

  
    
      


１　シツジと魔法とお嬢様



　いきなりだけど、時間は少し前に戻る。

　具体的には二週間ほど前。

　入学式の朝のことだ。



「これ、あなたのではありませんか？」



　玄関前に置かれた掲示板の前。

　式の前に集合する教室が何組かを探していたオレに、後ろからそんな声がかけられた。

　上品で優雅で、お淑しとやか。

　こんな、ごく普通の公立高校には不釣り合いだとさえ思ってしまいそうなその声に振り向くと、お嬢様が立っていた。

　一目見て、お嬢様だと思ったんだ。

　着ている服は、周りの女子と同じブレザーなのに、発している雰囲気がまるで違った。

　腰まで届くゆるふわウェーブの金髪に、ぱっちり大きな青色の両目。

　驚くほどに小柄な身体と、そこから伸びる信じられないくらい細い腕と脚。

　まるで、異国の人形師が作り上げ、魂を吹き込んだドールみたいだった。

　そんな彼女が、不思議そうに首をかしげて初めて、オレは自分がその子に見とれていたことに気づいた。

　見れば、彼女は右手をこちらに差し出している。

　そこには、一冊の生徒手帳があった。

　表紙には、オレの名前と顔写真。

「校門のところに落ちてましたわ。きっと、受付で渡す案内状を取り出したときに落としたのね」

　そう言って、ふふっ、と笑う彼女。

　それはびっくりするくらいに優しげで。

　オレはただポカンとしたまま生徒手帳を受け取った。

　一瞬遅れて、慌てて、

「あ、ありがと……」

　なんとかそれだけを発した。

「どういたしまして」

　そう言いながら彼女は、オレから視線を、組分けが書かれている掲示板に移した。

　そして、

「あら……」

　ちょっと驚いたように呟き、再びオレに目を向けると、

「仙せん堂どう志し津つ二じくん」

　いきなりオレの名前を呼んだ。

「え、な、なんで……？」

　なんでオレの名前を知ってるんだ？

　生徒手帳に書かれていたからだとオレが思い至るより早く、彼女は一層魅力的な笑みを浮かべて。

「同じクラスですわね。一年間、よろしくお願いします」

　そう告げると、玄関へ歩いていった。

　オレは熱に浮かされたようにぼーっとして、舞うように立ち去る彼女の後ろ姿を、ただ眺めていた。



　彼女の名前を知ったのは、入学式、新入生代表の挨あい拶さつで彼女が壇だん上じように立った時だった。

　鷹たか宮みや姫ひめ乃の。

　彼女が名乗ったその名前を聞いて、オレは驚くと同時に、納得がいった。



    

  
    
      



    

  
    
      

　一般人離れした雰囲気を発してるのも当然だ。

　鷹たか宮みや家。

　それは、国内外に巨大企業を幾いくつも擁ようし、政界にも強い影響力を持つ名家中の名家だ。

　その凄すごさは、オレみたいな、セレブな世界になんの縁もないただの高校生でも名前を知ってることからも分かるだろう。

　そのご令嬢、だったわけだ、彼女は。

「…………」

　壇だん上じようで。

　淀よどみない口調で挨あい拶さつを続ける彼女の姿を見て、オレは。

　玄関前での、熱に浮かされたような気分が、かえって冷めていくのを感じた。

　超が付くレベルの名家のご令嬢。

　そんな彼女と、いくら同じクラスになったところで、親密になれる気がしない。

　事実、今壇上に立つ彼女の姿にも、オレは「住む世界が違う」という感想を抱いてた。

　高貴、華麗、典雅……そんな、オレとは無縁な単語が浮かんでは消えた。

　そもそも、なんでそんな人間が、こんな公立高校になんか入学したんだろう、なんて疑問も、そのときは浮かばなかった。

　ただ、オレは何を期待していたわけでもないのに、諦あきらめにも似た感情を抱きつつ、鷹宮姫ひめ乃のの演説姿を眺めていた。



　……とはいえ、まあ。

　ぶっちゃけた話をすると。

　たとえ彼女がお嬢様ではなかったとしても、オレがそういう想おもいをあれ以上膨ふくらませることはなかったんだろうけど。

　なぜなら、彼女は外見的に一ヶ所、かんっぜんにオレの好みと正反対な部分があった。

　隠してもしょうがないのではっきり言おう。

　鷹宮姫乃は胸が無い。

　小さいって言うより、無い。

　小柄な身体にマッチしてミニマムサイズの彼女の胸は、ブレザーを着るともう、視認不可能なレベルだった。

　そして明言しよう。

　オレは巨乳が好きだ。大好きだ。

　大きな胸を見ればそれだけで幸せいっぱい。「おっぱい万歳！」って叫びたくなる。

　もちろん異論はあるだろう。

　人の価値は胸の大きさでは決まらない。

　付き合うならスタイルより性格が重要だ。

　そんな意見を否定するつもりはない。

　けど、オレはオレの理想を捨てる気もない。

　彼女を作るなら巨乳、結婚するなら巨乳。死ぬときは巨乳に抱かれて眠るように窒ちつ息そく死したい。

　そう、例えば、鷹たか宮みや姫ひめ乃ののあとに壇だん上じように立って、在校生代表の挨あい拶さつをした生徒会長みたいのがオレの理想で……。
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　けど、素晴らしい巨乳生徒会長のことは今は置いておこう。

　入学式から二週間後の現在に戻って。

　時間は夜。

　場所は道端の自販機の前。

　オレは相変わらず地面に倒れ伏し、背中を踏みつけられている。

　もう分かったと思うけど、その相手というのが、鷹宮家のご令嬢にして、なぜかオレと同じクラスに在籍しているお嬢様。

　鷹宮姫乃、なのだった。

「……」

　しかしおかしい。

　学校では常に可か憐れんにして優雅な彼女が、この態度はどうしたことだろう。

　スカートからスッと伸びた白い脚は、オレの背中から退どけられる様子がない。

　腕を組み、オレを見下ろす彼女の顔は、禽きん獣じゆうのように獰どう猛もうな笑みを浮かべている。

　まるで、獲物のネズミを発見した鷹みたい。

　……何オレ食われるの？

　どうしよう。

　パンツ見えてるよって言ったら退けてくれるかな。

　ちょっともったいないな……。

　なんて悩んでると、

「間違いがあると困るので、一応確認しておくわ」

「はぁ？」

「あんたは仙せん堂どう志し津つ二じ、十五歳。明あき原はら高校一年四組の生徒。そうよね」

「あ、ああ……」

　そんなもん、踏む前に確認しろよ。

「父親、母親、あんたの三人暮らし。ただし両親ともに会社の商談でヨーロッパに長期出張中。現在は一軒家に一人で暮らしている」

「…………」

「今は、夕飯を終えたあと喉のどが渇かわいたので、飲み物を買いにこの自販機までやってきた。そしてお金を入れようとして落としてしまったので、それを拾おうとしていたところね」

「……そう、だけど」

　なんだなんだ？

　このお嬢様、オレのことストーキングでもしてるのか？

　と思ったら、もっと意外な言葉がお嬢様の口から飛び出した。

「なんでお金を落としたの？」

「へ？」

「なにか──黒い変なものにまとわりつかれたんじゃないの？」

「!?」

　その一言に、オレの警戒心が一気に跳はね上がる。

　確かに彼女の言うとおりだった。

　オレは、真っ黒に染め上げたマリモみたいな変なものに目の前を横切られて、そのせいでお金を落としてしまったんだ。

　けど──けど、アレは。

「アレは、オレにしか見えないはずだっ！」

　オレは相変わらずお嬢様に踏まれたままで叫んでいた。

　真っ黒い変なモノ。

　オレはずっと昔から──もしかしたら生まれたときから、その妙なものが見える。

　それは大抵は、黒いマリモとでも言うような外見で、サイズも手のひらに乗るくらい。

　何度か、それが集まって、人の手みたいな形になって地面から生えてるのを見たこともある。あれは気味悪かったな……。

　いずれにしろ真っ黒。

　なんなのかは分からない。

　当然オレ以外に見えてる人なんて、今までひとりもいなかった。

　それが──このお嬢様には見えている？

　お嬢様は相変わらずオレを踏みつけたまま、ニヤリと笑った。禽きん獣じゆうの笑み。

「そう──やっぱり見えるのね。これはアタリだわ……」

　そして何やらブツブツ言ったあと、



「あんた、私の執事になりなさい！」



「──へ？」

　あまりにも脈みやく絡らくのないその発言の意味を、オレが理解するより早く。

　お嬢様が、組んでいた腕をほどいてオレの方に差し出し──手のひらを向けてくる。

　直後。

　ドン！

　と謎なぞの衝撃に襲われて、オレの意識は飛んだ。

　白いパンツの眩まぶしさだけを、脳裏に灼やきつけて──。
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「!?」

　目が覚めた。

　気絶なんて、生まれて初めてだ。

　あの衝撃はいったいなんだったんだろう。まるでお嬢様の手のひらから、何かがオレにぶつけられたみたいな感じだった。かめはめ波とか波は動どう拳けん的な何か……。

　なんてアホなことを考えながら身を起こして周りを見回し、

「──どこだよここ！」

　思わずオレは叫んだ。

　いやホントどこなのここ？

　まずオレが寝かされてるベッドが常じよう軌きを逸いつしてる。

　キングサイズとでも言えばいいのか。とにかくデカい。

　しかもレースカーテンの垂れた天てん蓋がい付き。

　そして部屋も、そんなベッドにふさわしい感じだ。

　やたらに装飾過剰なタンスや鏡台。

　白い壁にはムダに豪華な額縁の絵画が飾られ、暖だん炉ろまでありやがる。

　いかにも「上流階級の居室」といった光景に戸惑っていると、ガチャリと扉が開いた。

　入ってきたのは、予想どおりお嬢様──鷹たか宮みや姫ひめ乃のだった。

　ゆるふわウェーブの金髪に、人形みたいに華きや奢しやで小柄な身体。

　見慣れた制服が、ここではとんでもない違和感を放っていた。

「起きたわね」

　彼女は青い両目でオレを捉とらえると、そう言いながら歩み寄ってきた。

「どこだよここ」

「私の……屋敷よ」

　まあそれはなんとなく分かる。

「なんでオレはこんなところに連れてこられたんだ」

「私の執事にするためよ」

　そういやさっきもそんなことを言ってたような──って！

　ギョッとした。

　お嬢様が、獲物を捕らえようとするかのようにオレに飛びかかってきたのだ。

　ギイィと軋きしむキングサイズベッド。

　ボヨンボヨンと弾はずむオレの身体。

　そしてオレは──お嬢様に組み伏せられていた。

　え、なに？　なにこれ？

「ちょ、ちょっと……っ？」

「観念しなさい。逃げ場はないわ。服だってそんなに似合ってるんだし、いいじゃない。執事になりなさい」

「え？　……あ！　いつの間に！」

　見れば、オレは執事服に着替えさせられていた。ワイシャツにリボンタイ、黒いスーツにスラックス。どこからどう見ても執事だ。

　……意外と似合ってんじゃね、とか思ってしまった。

　ここでオレの妄想が急発生したって、誰だれも文句は言えないよな。

　なにしろ相手は優雅で華麗なお嬢様。執事になるってことは、そのお嬢様と同じ屋敷で暮らすってことだ。金払ってでもその立場になりたいってヤツもいるかもしれない。

　──朝、お嬢様の部屋に赴おもむくオレ。まだ眠たげなお嬢様を揺り起こし『ふあぁ……まだ眠いわ』『ダメですよお嬢様。お父上に叱しかられてしまいますよ』なんて会話を交わしながら着替えを手伝ったりするんだぜ！　もちろん下着からな！

「──いやいやいや」

　オレは慌てて妄想を追い払う。

　危ねえ。思わず「お嬢様、執事がしたいです！」って叫ぶところだったぜ。

　こんな都合のいい話があるわけないだろ。冷静になれ自分。

「……っていうか、この服。誰が着替えさせたんだ？」

「私に決まってるじゃない」

　決まってるのか？

「ってことはなに……お前オレの服脱がせたわけ」

「当たり前でしょう。脱がせなきゃ着せられないじゃない。そんなことも──っっ!?」

　とそこまで言ったところで。

　お嬢様はいきなり顔を真まっ赤かにして、頭からボフンと湯気を噴き出させた。

　え、なに？　今さらそれに気づいたの？

「こ、ここここの、変態！　エロシツジ！」

「オレのせい!?　あと執事になるって言ってないからな！」

「なによ！　あんたシツジでしょ？」

「いや、そうだけど、そっちのシツジじゃなくて……」

　ええい、くそっ。ややこしいな。

　……まさかとは思うが「こいつ名前が志し津つ二じだから執事にしてみよーあはは超ウケる」とかいうお嬢様のお遊びに巻き込まれてるんじゃないだろうな。

　オレは、オレの上に馬乗りになっているお嬢様を見る。

「執事なら専門の人間を雇えばいいだろ。なんでわざわざオレを執事にするんだ」

　誘ゆう拐かいみたいな真ま似ねして、気絶してる間に人を着替えさせてまで。

　お嬢様は、未いまだに赤い顔を逸そらして、オレと目を合わせようとしない。

　……そんなに恥ずかしがるなら、やる前に気付こうぜ。

　このお嬢様、意外とアホなのかも。

「──あんたじゃなきゃダメなのよ」

　いきなり、妙にマジメな口調になってお嬢様は答えた。

「……はぁ？」

「あんた、『見える』でしょう？」

「──！」

　瞬間、表情が引きつったのが自分で分かった。

　そうだった。

　オレは気絶する前、自販機のところでの会話を思い出す。

　オレにしか見えないと思っていた真っ黒な何か。

　あれが、このお嬢様にも見えているらしい。

「──お前、あれがなんなのか知ってるのか!?」

　思わず話に喰くいつくオレ。

　するとお嬢様の表情が一転。獲物の隙すきを発見した鷹みたいな笑みを浮かべやがった。

「知りたかったら私の執事バトラーになることね」

　くくく、という感じで笑いながら言ってくるお嬢様。

　訂正訂正！　意外とアホとかとんでもないわ！

　なんだこの腹黒娘。学校での完かん璧ぺきお嬢様と全然キャラ違うじゃねえか。

「入学式の日に見たときから気になってたのよ。たくさん持ってるなって。思ったとおりだったわ。あんた、とんでもない逸材よ。あんたを執事バトラーにすればあの牛女にだって負けないわ……」

　とお嬢様はブツブツ言ってくる。

　さっぱり意味が分からない。

「いったいなんの話だ！」

「知りたければ執事になりなさい」

「イヤだよ！」

　順番が逆だろ。説明責任ってもんを知らないのか、このお嬢様は。

　さっきは妄想にそそのかされて危うく首を縦に振りそうになったけど、これはヤバい。どんなに仲がいい友達に頼まれても絶対にサインしちゃいけない書類と同じ臭においがする。

　オレはお嬢様を振り落とそうと身をよじる。

「あ、こら、逃げるなっ」

「ちょ……放せよ！」

　がしっとオレの手を押さえつけてくるお嬢様。

　しかし、こんな小柄な身体じゃ大した効果はない。

　オレだって大きい方じゃないが、それでも男子だ。わりと簡単に押し返せる。

「この、抵抗すんな！」

「ムチャ言うなっ」

　お嬢様はムキになってオレをベッドに押し付ける。

　そうやって身体を動かすたびに太ももの柔らかい感触がオレの横っ腹を刺激するのでいいぞもっとやれ──じゃなくて勘弁してくれ。しかもまた夢中になって気づいてないし、このお嬢様。やっぱりちょっとアホ──

「このっ！」

「わっ」

　振り下ろされたお嬢様の左手が、オレの右手にぶつかった。そのままオレたちの手はベッドの上で、まるで恋人同士のように握り合わさった。うわ、柔らかっ。

　もちろん偶然だ。

　奇跡と言っていいくらいの、ありえない偶然。

　けど、偶然がすべての始まりになってしまうなんて、よくある話で。

　これもつまり、そういう話だった。

　放たれたのは光だ。

　握り合わさった、オレとお嬢様の手のひらの隙すき間まから。

　まるで太陽が生まれたみたいにまばゆい光が、豪ごう奢しやな部屋の隅々にまで降り注いだ。

　あまりの眩まぶしさに、オレは目を背ける。

　そして、慌ててお嬢様の手を振り払った。

　その柔らかさやスベっとした感触に、意識を向ける余裕もほとんどなかった。

「な、なんだっ？」

　光はすぐに消えた。

　オレは恐る恐る自分の右手を見て──息をのんだ。

　手のひらに、紋章みたいな模様が描かれていた。

　とっさに頭に浮かんだのは、魔法陣とか錬成陣とかいったファンタジーな単語だ。

　淡く金色の光を放つそれはそういうものにしか見えなかった。

「あ……」

　謎なぞの紋章はそして、オレの手のひらに吸い込まれるように消えた。

「お、おい。何なんだよこれ！」

　オレはお嬢様に問いかける。

　彼女はオレの上に馬乗りになったまま「もう逃げられないわよ」とばかりに勝ち誇った笑みを浮かべていた。スカートがめくれて、またパンツが見えてる。

　うっかりそっちに気を取られてしまったオレの耳に、お嬢様の声が響く。

「これであんたは私の執も事のよ」

　そう宣言しながら差し出してくる彼女の左手には、オレのと全く同じ、金色の紋章が描かれていた。
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　十分後。

　オレは屋敷の廊下を雑ぞう巾きんがけしていた。

　なんで順応してんだと自分でもツッコみたかったが、仕方がなかったのだ。

　わけが分からずパニクって、逃げようと屋敷を出たオレの前に広がっていたのは、鬱うつ蒼そうと茂る深い森と、細い獣道。遠くからはホーホーと、ふくろうの声まで聞こえてた。

　ここがどこなのかすら分からない。人家がある場所まで歩ける距離なのかも不明。

　さすがに一歩を踏み出す勇気はなかった。

　ガックリと肩を落として屋敷に戻るオレに、お嬢様は甘い言葉を囁ささやいてきた。

『そんなに心配しなくても、明日にはちゃんと学校に連れていくわよ。そして放課後にはあんたが知りたいことを、教えてあげるわ』

　その言葉にオレは屈することにした。

　一日だけだ。

　明日の放課後までこのわけの分からん状況に耐たえよう。お嬢様の執事を演じてやろう。そして明日、知りたいことを知ったらさっさと逃げ出してやる。なに、学校に行ってしまえばこっちのもんだ。お嬢様なんか無視して自分の家に帰ればいい。

　そう決心した。

　そして命じられた雑ぞう巾きんがけを、表向き従順にこなしてるってわけだ。

　間違っても「もっとパンツが見れるかも」とか「もしかしたら着替えを手伝えるかも」なんてよこしまな願望に屈したわけじゃない。じゃないよ！

　ちなみにお嬢様は「夕飯を食べてくる」とか言ってどっかに行ってしまった。どうせ豪勢な食堂で、オレが見たこともないような料理をお召し上がりになってやがるんだろう。

「しかし汚いな……」

　オレは思わず呟く。

　一拭ふきしただけで雑巾が真っ黒になる。

　そこらじゅう髪の毛やら、靴から落ちた泥やらで汚れている。

　隅の方にはホコリの塊がいくつも落ちている。

　まるで何ヶ月も掃除をしていないかのような惨さん状じよう。

　この屋敷の管理人とか使用人は何をしてるんだ。

「…………」

　気づけばオレは夢中になって掃除をしていた。

　いや、別に適当にやったっていいんだけどさ。

　無理やり命じられたとはいえ「分かった」とうなずいた以上は、ちゃんとやらないといけないだろ。

　なんていうか、中途半端は落ち着かないんだよな。

　そんなわけで、五回ほどバケツの水を替えつつ、床の汚れと格闘しているところに、

「──あらあら、執事バトラーにこんな仕事をさせているなんて」

　という声。

　鷹たか宮みや姫ひめ乃のじゃない。

　誰だれだろう、とオレが顔を上げると、

「──んむぎゅ!?」

　その顔に何かが押し付けられた。

　強盗!?　クロロホルム!?　眠らされてまた誘ゆう拐かい!?　そんな想像が頭をよぎるけど、そういうのとは明らかに感触が違う。

　すごく柔らかい。

　なのに弾力も豊か。

　オレの顔面を優しく受け止めつつも張り強く押し返してくるこの夢のような感触はまさか──！

「あら、ごめんなさい」

　そんな声と共に、素晴らしきボリューム感はすぐにオレの顔を離れてしまった。

「部屋の抱きまくらと間違えて、つい」

　んなわけあるか！　と声を上げる──はずがないだろ。

　むしろ、何度でも間違えてくれと満面の笑みで答えるべきシーンだ。

　なにしろ……。

　前を見れば、思ったとおりのものがそこにあった。

　巨乳である。

　それはそれは見事な巨乳だ。

　制服のブラウスとブレザーをはちきれんばかりに押し上げている。

　実を言うと、その素晴らしい二つの果実を見ただけで、オレはそれが誰だれなのか分かったんだけど、念のため姿を確認する。

　獅し子しのたてがみを思い起こさせる、ストレートのレッドヘア。

　こちらを見るのは、意志の強そうな金色の両目。

　まるでモデルのような、高校生とは思えないザ・グラマラス・プロポーション。

　間違いなかった。

　鷹たか宮みや朱あか音ね。

　姫ひめ乃のと同じ鷹宮家のご令嬢（たしかイトコだったはず）にして、ウチの高校の名物生徒会長だった。

「……会長」

　さっきの感触がまだ顔に残っていて、ぽやんとした頭でオレはそれだけを呟く。

「あら、わたしのことを知っているのね。嬉うれしいわ」

「えっと、その……入学式のときに見て、それで……」

「そう、ありがとう」

　うふふ、と微笑ほほえんで小首を傾かしげる会長。それだけで、二つのお胸様が柔らかさを主張するようにたゆんと揺れた。

　オレの頭は急激に熱せられる。

　そう、彼女こそが、オレの理想の巨乳──もとい、女性だ。

　入学式の日、新入生歓迎の挨あい拶さつで壇だん上じように立った彼女（の胸）を見て、オレは釘くぎ付づけになった。そしてそれ以来、校内で気づけばその姿を捜しているオレがいた。

　これは恋かもしれない。そう思った。

　中学からの友人であるクラスメイトに話したら「そりゃオメエ、あの巨乳が気になってるだけだろ」と言われたけど別に巨乳から始まる恋があってもいいじゃないか！

　とはいうものの、上級生で生徒会長で良家のご令嬢である彼女に簡単に話しかけられるはずもない。

　きっと彼女は単なる憧あこがれの存在で終わるのだろうと思っていた……んだけど。

　その会長が、今オレのすぐ目の前で、ニッコリと微笑ほほえんでいる！

　会長の胸がふにょんふにょんと揺れ動くのを見てるだけで、オレの頭はどんどんヒートアップしていく。

　このおっぱいの動きを目に焼き付ける！

　好きなときにいつでも脳内で再現可能にしておかねばっ！

　なんて考えてると、突然。

　朱あか音ね会長がオレに擦り寄ってきた──っていうか、両手をオレの腕に絡めてぎゅっと抱きしめてきた！

「ちょ、え、な、なんですかっ？」

「うふふ、照れてるの？」

　いえ、混乱で脳細胞がブレーカーを落としそうなんです。

　一方、会長はあくまでマイペース。一つ歳上なだけとは思えない妖よう艶えんな笑みを浮かべながら、身体をオレの腕に押しつけてくる。

「うぉっ!?」

　オレの二の腕が、豊かな実りの間に挟はさまれていた。

　柔らかさと弾力がほどよくミックスされた球体が、オレの腕を両側からキュッと圧迫してくる。



    

  
    
      



    

  
    
      

　この感触──脳に永久保存決定！

　オレの身体のあらゆるパーツが、自分にもその感触を味わわせろと叫んでる！

　やばいやばい、理性が吹っ飛びそう。

　会長はそんなオレの耳元に顔を近づけ、息を吹きかけるように囁ささやいた。



「わたしの執事になってちょうだい」



「っ!?」

　一気に頭の熱が引いていった。

　それはさっき鷹たか宮みや姫ひめ乃のにも言われた言葉。

　そしてそのあとに何が起こったか、忘れるはずもない。

　オレは慌てて腕を振り、会長の身体を引き剥はがそうとする。

　が、遅かった。

　さっきと同じだ。

　光が放たれた。

　オレの左二の腕と、会長の胸の谷間が密着した辺りから。

　まばゆい光が廊下の四方八方へと降り注いだ。

「まさか……！」

　オレは上着を脱いだ。ワイシャツの袖そでをまくろうとしたが、必要なかった。

　薄い布越しならハッキリ分かる。

　オレの二の腕に、淡く赤い光を放つ紋章のような模様が描かれていた。

　さっきとは形が違うようだ。

　見れば、会長の胸元にも、ブラウス越しに同じ模様が輝いているのが分かった。

　もう胸どころじゃない──っていうのは嘘うそだけど、それでもオレは胸よりも優先して会長の顔を見る。

　会長は、女王様みたいに優美に微笑ほほえんでいた。

　獲物を捕らえた獅し子しみたいな笑みだった。

「うふふ」と会長は腕を組んで「これであなたはわたしのものね」と姫乃と同じようなことを言う。

「いったい……」

　なんなんだ？

　何が起きてるんだ？

　あんたたちは何者なんだ？

　温泉の源流みたいに続々と湧わき出てくる疑問をオレが口にしようとしたときだ。

　廊下の突き当りのドアがバァン！　と聞いて、姫ひめ乃のが飛び出してきた。

「ああああ────!!」

　やかましい声を上げ、威い嚇かくするネコみたいに目を吊つり上あげながら歩み寄ってくる姫乃。

　オレは──そんな場合じゃないってのは分かってるんだけど──ついつい、朱あか音ね会長と姫乃を見比べてしまう。

　この地上に降りた巨乳の天使みたいな生徒会長と比べると、姫乃は……えっと……。

　口にするのが可哀かわい想そうになるが、ハッキリ言おう。

　どんなに可愛かわいくても。

　優美で可か憐れんな完かん璧ぺきお嬢様だとしても。

　巨乳でなければただの人だ。

　恋愛対象にも、興奮対象にもなりえない。

　……いや、さっきパンツ見て喜んでたのはあれですよ、普段見慣れないものを見たんで物珍しかっただけですよ。

　こんな子供みたいな体型のヤツのパンツなんか見ても嬉うれしいもんかよ！

　そのお子様なお嬢様は朱音の前に立つと、指を突きつけ、

「ちょっと朱音！　なんであんたがここにいるのよ！」

「あら、ここは鷹たか宮みや家の敷地なのよ？　鷹宮家息そく女じよのわたしがいて、何かおかしなことがあるのかしら？」

「ぐっ……」

　……おい。威勢よく行ったわりに、あっという間に言い負かされんなよ。

　まあ会長の言い分は間違ってない……けどなんか妙な違和感を憶おぼえる言い回しだったような……？

　オレの疑問は、しかし姫乃の怒声に吹き散らされる。

「そんなことより、今の光はなに？　朱音、あんたまさか……」

「ええ。彼と仮契約を結んだわ」

「な……なんてことするのよ！」

「あら。あなただって本契約テスタメントはまだなのでしょう？　だったら彼とわたしの契約に口を出す権利はないのではなくて？」

「コイツは私が見つけたのよ！」

「そんなことは知らないわ。わたしだって目をつけていたもの」

「私が頑張ってここまで運んだのに！」

「わたしのためにわざわざご苦労様」

「ぐぐぐ……」

　なんの話をしてるのかさっぱりだが、この二人はオレを取り合ってるっぽい。

　そして口では姫ひめ乃ののほうが完全に負けてる。

　イトコ同士っていうより、普通に姉妹みたいだ。もちろん姫乃のほうが妹な。

　言い返せない姫乃に「ふふん」と鼻を鳴らすと、朱あか音ね会長はオレの腕を取る。

「こんなところにいつまでもいないで、わたしと一緒に行きましょう。わたしの執事バトラーになれば、廊下の掃除なんてやらなくて済むわよ。最高級の待遇を約束するわ。それに──あの貧相な平原娘とわたしと、どっちが好みなのかしら、あなたは？」

「それは……」

「迷ってんじゃないわよこのバカシツジ！　そんな牛女のどこがいいのよ！」

　いや、迷っちゃいないぞ。外見で選べと言われたらオレは十対〇ジユウゼロで朱音会長を選ぶ。

　ただ、状況が全く見えないので、自分から動くのを躊ちゆう躇ちよしてしまっただけだ。

　もちろん、そんなこと口にしたりはしないけど。

　そして、口に出す暇もなかった。

「この赤牛！　ソイツを放しなさい！」

　そう叫んで姫乃は、手のひらをこちらに──オレと朱音会長に向けてくる。

　その手のひらから、

「!?」

　ゴウ！　と風が吹きつけてきた。

　それもただの風じゃない。

　まるで、空気を丸く固めてボール状にして、それを射出したみたいな衝撃。

　オレはさっきの自販機前でのことを思い出した。

　姫乃がオレにぶつけてきた衝撃波みたいのは、これだったんじゃないか？

　もっとも今回は、あれよりずいぶんサイズがでかい……。

「わっ」

　朱音がオレを突き飛ばした。

　衝撃波のような風は、オレと朱音の間を通り抜けていった。

「っ……相変わらず、威力だけは立派ね」

「悔しければあんたもやってみなさいよ」

　初めて、ふたりの優位が入れ替わった。

　得意げに笑みを浮かべる姫乃に、朱音は舌打ちでもしそうな苦い顔をしている。

　……が、会長はすぐに余裕を取り戻した。

　オレに視線を向けて言ってくる。

「突然だけど、さっそく執事バトラーとして働いてもらうわね」

「え？」

「大丈夫。あなたは何もしなくていいから」

　矛盾するようなことを言って、朱あか音ね会長は姫ひめ乃のに向かって手のひらを向けた。

「あぐッ!?」

　いきなり。

　オレの二の腕に熱が走った。

　見れば、さっきの赤い紋章が再び光を放っている。

　そして、朱音会長の胸元の紋章も、さっきの二倍以上の強さで輝きを放っている。

「うふふ……すごい。素晴らしいわ。あなた、最高の執事になれるわよ」

　昂たかぶりを抑えられない、といった感じで笑う朱音。

　そして、次の瞬間。

　オレは自分の目を疑った。

　炎が走った。

　朱音会長の手のひらから、会長の見事なレッドヘアよりも赤い炎が、まるで火炎放射器みたいな勢いで姫乃に襲いかかった。

「このっ！」

　姫乃はそれを壁際に避よけてかわす。

「あらあら残念。お肉の足りない焼き鳥にしてあげようとしたのに」

　再び余裕を取り戻す朱音。

　対して姫乃は、

「だったらあんたはそのバカでかい錘おもりで沈んで溺おぼれなさい！」

　再び手のひらを朱音に向ける。

　そして、

「うっ……！」

　今度は右手のひらに熱が走った。そしてまた紋章が光を放つ。今度は、金色の輝き。

　姫乃の左手のひらで、同じように紋章が輝いている。

　そして彼女の手からは、今度は大量の水が、ダムの放水みたいな勢いで噴き出した。

　水は朱音にぶち当たり、凄すさまじい圧力で彼女を壁に押し付ける──かと思ったら、朱音は炎を壁状に出現させて水を防いだ。

　そして再び炎で攻撃。

　それを姫乃は風で押し返しつつ、サーフィンみたいに水に乗って天井近くを移動、朱音に上から襲いかかる……。

「なっ……なんなんだ…………」

　オレはもう呻うめくしかなかった。

　もうごまかしようがない。

　見間違いとかトリックとか、そんな可能性は一瞬で消え去った。

　今、オレの目の前で二人のお嬢様が、なんか魔法みたいなもので戦っている。

　そして、二人が炎やら水やら風やらを放つたびに、オレの右手のひらと左二の腕の紋章が強く光り、そこからフッと何かが抜けていくような感触があった。

　まるで、生命エネルギーを吸い出されているみたいな。

「…………く」

　なんだか、ぐったりと疲労感が襲ってきて、オレは思わず床に膝ひざをついた。

　そして、それが合図だったかのように、二人のお嬢様は非現実的な戦闘を終えた。

「……ふんっ」

「……はぁん」

　それぞれに鼻を鳴らし、向かい合うふたり。

　その服装にはまるで乱れがなくて、廊下の惨状とは正反対だった。

　水浸しの床。

　あちこちが焦げたり煤すすけたりしている壁。

　カマイタチみたいなもので切り裂かれた天井。

　酷ひどい有様だ。さっきまでのオレの努力を返せ。

　しかしお嬢様たちは、そんな状況がなんでもないことのように口を開く。

「相変わらず、あんたの魔法はせせこましいわね」と姫ひめ乃の。

「繊細と言って頂ちよう戴だい。あなたこそ、バカみたいに派手な魔法しか使えないのね」と朱あか音ね。

　そのあとも、なんだかんだと言い合いしながら睨にらみ合あっていたが、

「──まあいいわ。これで彼の執事バトラーとしての優秀さは証明されたのだしね。今日のところはこれで勘弁してあげる」

「それはこっちのセリフよ！」

　そう言葉を交わすと。

　朱音は廊下を去っていった。

　まるで、今のは日常的な出来事なんだとでも言うようにアッサリしてた。

　朱音の姿が見えなくなると、姫乃は、

「あー腹立つあの牛女っ！　人が狙ねらってたもの横から掠かすめ取ろうとして！　あんたも！　ホイホイ仮契約してるんじゃないわよこのシリガルシツジ！」

　地じ団だん駄だを踏む、って言葉の見本みたいに暴れ出す。

　しかしオレのほうは困惑してて、マトモな反応ができない。

　ただ、姫乃の姿が「お姉ちゃんにアイスを食われて怒ってる妹」に見えるなぁ、とかそんな場違いなことを考えてた。

　どうにか口にできたのは、最低限の疑問の言葉だけ。

「お前ら……何者なんだ？」

　そしてそんな問いに姫ひめ乃のは、乱れた金色の髪を整えながら不機嫌そうに答えた。

「……私は魔法使い。あんたは魔法使いの執事バトラーになったのよ」

　その言葉が、一般的な意味の執事でないことくらいは。

　いい加減、オレも分かっていた。



    

  
    
      


２　シツジと魔物とお嬢様



　その真っ黒い何かが自分にしか見えないことに気づいたのは、小学二年のときだったと思う。

　どんなきっかけか忘れたけど、一緒に遊んでた友達にオレは、その話をしたのだ。

　最初は、冗談を言ってるんだと思われたっぽい。みんな笑ってた。

　けど、オレがあんまりしつこく主張するもんだから、態度が変わっていった。

　オレは「嘘うそついてんじゃねえよ」「気持ち悪いんだよ」そんな罵ば声せいを背に浴びながら、逃げるように家に帰った。

　そして、父さんと母さんにも、それについて話した。

　ふたりは「嘘つき」とも「気持ち悪い」とも言わなかったけど、困惑した顔でやっぱり「見えない」と言った。

　そして「あまりその話を人前でしないほうがいい」とも。

　だからオレは、もう誰だれにも言わないことにした。

　おかげで友達とは仲直りできたし、両親の困惑した顔ももう見なくて済んだ。

　けど、オレの目にそれはずっと映り続けてきた。

　十五年間、ずっと──。



「…………」

　なんかイヤ～な記憶を、夢で思い返してた気がする。

　オレはそれを振り払うように頭をかき回した。

　それから、朝日の降り注ぐ部屋を見回す。

　いつもの自分の部屋──じゃなかった。

　無駄に豪華で広い、洋館の一室だ。ベッドの正面に飾られた額縁入りの絵画を見て、オレは昨日の出来事が幻じゃなかったことを思い知る。

　身体に付けられた二つの紋章。

　それは執事バトラーとやらの仮契約とかいうものらしい。

　そして、ふたりのお嬢様の魔法バトル。

　何がなんだか分からない。

　姫ひめ乃のは、詳しい話は明日（もう今日か）の放課後と言って譲らなかったし、朱あか音ねは屋敷のどこにも姿が見えなかった。オレは状況が分からないまま、一晩をこの何ど処こにあるかも不明な謎なぞ屋敷で過ごすハメになったのだ。

　……まあいいさ。

　どうせ、今日の放課後には逃げ出すんだし。

　そう思いながら起き上がろうとして。

「……ん？」

　腕に妙な重さを感じて、オレは隣を見やる。



　朱音会長がスヤスヤと寝息を立てていた。



「──ふおおおお!!」

　思わず叫び声を上げるオレ。

　だって……だってパジャマのボタンが三つも四つも外れてて！

　その間から肌色の神秘が今にも飛び出してきそう！

「ん……んう？」

　身をよじりながら会長が目を開ける。

　寝起き特有の、どこか色っぽいトロンとした目付きでオレを見上げ、

「あらぁ？　……入るベッドを間違えちゃったわ」

「間違えすぎだろ！」

　昨日の抱きまくらといい、なに、オレ人に誤認識させる能力者とかなの？

「うふふ……じゃあ間違いじゃないってことにすればいいじゃない」

「え？　どういうこと？」

「だから──わたしもここでシツジくんと一緒に寝ればいいの。ね？」

「う……」

　トロンとした目付きのまま、笑みを浮かべる会長。

　オレの心臓は、ばくんばくんと破裂しそうなほどに高鳴る。

　会長は、今はパジャマしか着てない。ブレザーや下着の拘束を受けていない胸は今にもはち切れんばかりの迫力を伴っている。そこには夢と希望が詰まっている。

　オッパイ・オン・マイハンド！　この手で夢と希望をつかめ！

「まだ早いわ。もうちょっと一緒に寝ましょう？」

　そんなことを言われて逆らえるわけがないじゃないか！

　オレは、街灯に誘われる羽虫みたいにフラフラと会長に近づいていく。

　ギュッと魅惑の谷間に挟はさみ込まれるオレの腕。奇跡の感触がオレを包む……。

「ね、一緒に寝て──契約テスタメントしましょう」

「っ！」

　途端、飛び起きた。

　腕を引き剥はがし、逃げるようにベッドから離れた。

　警戒心マックスのオレに、会長は苦笑しながら身を起こす。

　う……頬ほおや肩にかかる赤色の髪の毛がメチャクチャ色っぽい……。

　離れたことをちょっと後悔──いやいやいや。

「──ざんねん。寝ぼけている間に契約しちゃおうと思ったのに」

「悪徳セールスかあんたは！」

「あら、酷ひどいことを言うのね。では、ちゃんとこう言えばいいのかしら？」

　ぷちり、ぷちり、と。

「え？　──ちょ、ちょ、ちょっと!?」

　会長はパジャマのボタンを外していく。

　肌がどんどん露あらわになっていって……。

「契約してくれたら──わたしのこと、好きにしていいのよ？」

　ついに全てのボタンが外された。

　身体の真ん中部分は丸見えだ。

　魅惑の陰を作る胸の谷間。無駄も隙すきもなくなだらかなお腹なか。形よく窪くぼんだおへそ。

　オレはそのミルクみたいな白い肌に視線を吸い寄せられていく。

「……どう？」

　朱あか音ね会長が訊きいてくる。

　誘うように微笑ほほえむ唇。

　一方で、かすかに赤らんで見える頬ほおが、色気を倍増させていた。

　もう……どうでもいいんじゃないか？　これを、この巨乳を好きにできるんだぜ？

　どこに悩む理由があるっていうんだ？

　オレは星の重力に引き寄せられる隕いん石せきみたいに朱あか音ね会長に歩み寄る。

　両腕を持ち上げ、胸へと伸ばす。

　あと数センチ……あと一歩踏み出せば魅惑の乳がオレの手の中に……



　──あーたーらしーいー、あーさがーきたー♪



「！」

　いきなりオレのケータイから歌が響き渡った。

　夏の朝を思い出させる音楽が、オレを正気に戻す。

　オレは逃げるようにベッドから離れた。

　っぶねー。いつの間にかよく分からん契約を結ばされるところだったぞ。

　寝る前に必ず目覚ましをセットする習慣に、こんなに感謝したのは初めてだ。

　くそっ、この人明らかにオレが巨乳好きだって分かってるな。

　自分の身体が、オレにとって核兵器並みの破壊力だって理解しててこんなことをしてきてるんだ……そのとおりだよちくしょう！

「どうしたの、シツジくん？」

「えっと、ひ、姫ひめ乃のを起こさなきゃいけないからっ！」

　そう叫んで、オレは逃げるように部屋を飛び出した。





　実際逃げ出したのだ。

　あのまま朱音会長と同じ部屋にいて、誘惑に抗あらがい続ける自信はなかった。何しろ、あの憧あこがれの巨乳があんなに間近に迫ってくるのだ。

　会長の甘い言葉にホイホイ乗るわけにはいかない。

　契約、というのがなんなのか分からない。

　なんだか分からない契約を結ぶことの危険性くらいオレにだって分かる。

　しかも「魔法使い」なんて言葉とセットだと、もう悪い予感しかしない。

　巨乳が手の届くところにある。

　けど、手を出すわけにはいかない。

　なんてことだ。生なま殺ごろしじゃないか。

　これならいっそ、ずっと遠い存在のままでいてほしかった。

「……はぁ」

　朝から言いようのない疲労を感じつつ、オレは姫ひめ乃のの部屋に向かう。

　会長に言ったことは、一応ウソではない。昨日寝る前、姫乃に『執事なんだから、ちゃんと朝は起こしにくるのよ。六時半ね』と言いつけられたのだ。

『目覚まし時計くらいないのかよ』と訊きいたら『あんな野蛮なもの人間が使う道具じゃないわ』などと宣のたまった。さらには『人に優しく起こしてもらうのが一番いいでしょ』とも。

　まったく、これだからお嬢様は……。

　まあいい、まあいい。どうせ一日限りの執事なんだ。

　コンコン、と姫乃の部屋をノック。

　返事がないので、そっと扉を開ける。

「おい、お嬢様。朝だぞ──」

　見れば、キングサイズベッドの奥のほうで、お嬢様は丸くなって眠っていた。

　カーテンの隙すき間まから差し込む光に、金色の髪がキラキラと輝いている。

　布団に身体を潜りこませ、顔だけチョコンと出して寝息を立てる彼女は、まるで子猫のようだった。

「……っと」

　思わず見とれてしまった。

　こうやって見る分には、コイツはとても可愛かわいいんだよな。

　それはきっと百人いれば百人が認める事実だろう。

　ただ、まっ平らな胸は、やっぱりオレの好みの対極だ。

　可愛いって言っても、子供や小動物を可愛いって思うのと同じ感覚。

　だいたい、人を足で踏みつけたり、勝手によく分からん契約を結んだりするような本性を知ってしまっては、間違っても恋愛方向のときめきなんか感じるはずがない。

「おい、お嬢様。起きろよ」

「ん……んん…………」

　肩を軽く揺すると、姫乃は目を覚ました。

　ぽやんとした顔で数度まばたき。布団から手を出してクシクシと目をこする。それからふわ……と小さい口を大きく開けてあくび。いや、マジでネコかお前は。

「ふぁれ？　……シツジ……？」

　姫乃は、それからようやくオレのほうを見ると、寝ぼけた声で言ってくる。

「なんで……あんた、ここに……？」

「なんでって……お前が起こせって言うから起こしに来たんだけど。自分で言っといて忘れたのかよ」

「…………」

　姫ひめ乃のはぽかんとした顔でオレを見つめている。

　オレの言葉がなかなか脳みそに到達しないようだ。頭はまだ睡眠中らしい。

　……と思ったら、なにやら急に焦った声で、

「ほ、ホントに起こしてくれたんだ……」

　なんて言いながら、落ち着かないように布団の中でもぞもぞ手足を動かしている。

　しかもなんか、うっすらニヤけたりしてる。

　大丈夫かコイツ？

　実はまだ寝てて、夢の中なんじゃないだろうな。

「ホントにって……オレは言われたとおりにしただけだけど？」

「わ、分かってるわよ。た、ただ……こんなふうに起こしてもらえるのなんて、すごい久しぶりだから……その……」

「へ？　それってどういう──」

　と聞き返した、そのとき。

　姫乃が手足でもぞもぞと押しやっていた掛け布団がトスンと床に落ちた。

　で、現れたその姿を見てオレは固まっていた。

　いや……だってさ。このお嬢様、パンツしか着てないんだぜ。

　純白の布地と、眩まぶしいくらいの白い肌が、まるで雪原のような一体感。

　おおおおお！　とオレはテンションを上げかける……が、ある一点を見て急降下。

　どこって、言うまでもないだろう。胸だ。

　雪原のごとく真っ平らとは言わないけど、せいぜいちょっとした丘程度の盛り上がり。

　さっき朱あか音ね会長の半裸を見た直後だけに、その気持ちはよけい強かった。

　だからオレはこれといって興奮しなかったんだけど……。

　姫乃の方はそうはいかなかった。

　オレを見上げて固まった顔が、一気に赤く染まっていく。

　まるでインクでも流し込んだみたいだ。

　そして次の瞬間。

「──ひゃあああああっ！」

　悲鳴を上げながら掛け布団を引っ張り、すっぽり身体を包んだ。

　そして、ぴょこんと顔を出しオレを睨にらみつけて、

「ななな、何してくれてんのよ、このエロシツジ！」

　ええー？　理不尽だろそれ。

「なんでオレが怒られるんだよ。お前がそんな格好で寝てるのが悪いんじゃないか」

「そ、そうだけど……っ。あんた今、すごい見てたじゃない！　ジロジロ見てた！　舐なめ回すように！　変態！　ヘンタイシツジ！」

「んなっ!?」

　それは聞き捨てならないぞ。

「そんな見てねえよ！　大して見たくもないし」

「なななな、何それっ？　言い訳にしても苦しすぎるわよ」

「言い訳じゃないって。お前の下着姿なんて興味ないんだよ。昨日だって二回もパンツ見たけどなんとも思わなかったし」

「………………え？」

　しまった。

　思わず余計なことを言ってしまった。

　姫ひめ乃のが睨にらんでくる。ギラギラとしたその瞳ひとみには、子猫とは程遠い猛獣のような輝きが。

「……どういうこと？　あんたまさかお風ふ呂ろを覗のぞいたとか……！」

「ち、違うって！　あれは不可抗力で……う」

　オレはなおも言い訳しようとしたけど、やめた。

　睨みつけてくる姫乃の目にじんわりと涙が浮かんだように見えて、ちょっと罪悪感。

　オレは素直に、昨日姫乃のパンツを目撃してしまった状況を、説明したのだった。
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　どう考えてもオレは無実だ。

　どっちかって言うと被害者だ。

　しかし、朝ごはんを食べる姫ひめ乃のはずっと無言のままで不機嫌そう。

　オレはその横で気まずげにパンをもそもそ食べている。

　ちなみに朝ごはんは、豪華なキッチンでオレが適当に作ったものを運んで、姫乃の部屋で二人で食べている。

　なぜ料理人に作らせないのだろう。

　ひょっとして住み込みではなく通いで、夜だけ作ってもらっているとか？

　そして相変わらず、姫乃以外の住人や使用人の姿を見かけない。

　朱あか音ね会長もいつの間にか姿を消していた。いったいどうなってるんだ、この屋敷は。

　なんて思いながら食事をしていて、ふと姫乃を見ると、手が止まっている。

　ミルクの入ったカップを手にしたまま、ジッと床を見つめているのだ。

「おい、どうした？」

「──忘れなさい」

　ボソリ、と姫乃が言った。

　まるで研とぎ澄すまされた氷の刃みたいな冷たく鋭い声で。

「へ？」

「あんたは何も見てない。昨日も、さっきも。それで許してあげる。だから──忘れるのよ。分かった？」

「いや、まあそりゃ……」

　オレとしちゃ、それでこの気まずい空気が終わるんならそのほうがいいけどさ。

「でもお前はそれでいいのかよ。さっきは泣くほど──」

「にゃ！　にゃいてなんかいないわよっ！」

「わ！」

　いきなり大声を出して立ち上がった姫乃に、オレは目を丸くする。

　なんだなんだいきなり。すげえ噛かみ噛みだし。

「忘れなさいって言ってるでしょうっ。意味分かってるのこのアホシツジ！　忘・れ・る・の！　ぜ・ん・ぶ！」

　がるる、と威い嚇かくするみたいに唸ってオレを睨にらんでくる姫乃。

　いきなりヒートアップしたその声は、怒ってるのは分かるんだけど、いまいち迫力がなかった。警戒心の強い子猫みたい。いっそ可愛かわいいくらいだ。

　獲物を狙ねらう鷹みたいな鋭さはどこ行った。

「わ、分かった。分かったよ」

　オレは慌ててうなずく。

　このままだと、また涙目になりかねない。

　姫ひめ乃のはしばらくオレをジッと見み据すえていたが、やがて、

「…………ホントに分かったのかしら」

　と不満げながらも座り直した。

　ふぅ……。どうやら多少の納得はしてもらえたらしい。

　さっきまでの気まずい空気も消えたようで、オレは息をつく。

　それにしても……。

　裸よりも、泣きそうになったのを見られたことを気にしてたなんて。

　お嬢様のプライドは、常人には理解できないな。
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「なあ。オレの制服ないんだけど……」

　時刻は七時半。

　屋敷の玄関で、すでに制服ブレザーに着替えて待っていた姫乃にオレは言う。

　当然だ。

　オレは昨夜、自販機に飲み物を買いに出て、そのまま姫乃に拉致されたのだから。

　すると姫乃は、不思議そうに首をかしげて言ってくる。

「何言ってるの？　その執事服でいいじゃない。あんた執事バトラーでしょ」

「はぁ!?　マジで言ってんの？」

　オレは自分の服装を見下ろす。

　黒スーツにスラックス。ワイシャツの首には赤いリボンタイ。

　パッと見ただけで執事だと分かる。

　こんな格好で学校に行ったら、次の日からあだ名がセバスチャンになるぞ。

「勘弁してくれよ。クラスのみんなに何言われるか分かんねえだろ」

「私の執事として雇ったって言えばみんな納得するわよ」

「まあ納得はされるだろうけどさ！」

　姫乃が鷹たか宮みや家のお嬢様だというのは、学校ではみんな知っている。

　けど、そういう問題じゃない。

　なんで執事になったの？　っていう当然の疑問が発生するだろ。

　間違いなく質問攻めに遭あう。

　今日限りで退職する（予定）ってのに、それはちょっと面倒くさい。

「……あ！　カバンないじゃん！　オレのカバン！　いやー困ったな。勉強道具ないと学校に行く意味ないもんな。そうだ、オレの家に取りに行っていいかな？」

　そしてついでに制服に着替えてしまおう──

「あんたのカバンならあるわよ。ほら」

「なんであるんだよ！」

「あんたをここまで運ぶときに、家から一緒に持ってきたのよ」

「だったらついでに制服も持ってきてください！」

　いや違うぞ、ツッコみどころはそこじゃない。

　なんでこのお嬢様、オレの家の場所知ってるの？　そしてなんで当然のように家宅侵入してるの？　お嬢様のくせにアグレッシヴすぎる。っていうかそれもう犯罪じゃね。

「そんなことより」

　そんなこと、で一いつ蹴しゆうされた。

「タイが曲がってるわよ」

「え？　……うぉ?!」

　急に顔を近づけられてギョッとした。

　洗顔フォームだろうか。爽さわやかな石せつ鹸けんの匂いが鼻をくすぐる。

　それに、ゆるふわウェーブの金髪からも、フローラルな香りが漂ただよってくる。

　姫ひめ乃のはオレの戸惑いになどまるで気づかない様子で、オレの執事服のリボンタイを綺き麗れいに結び直す。

「これでよし、と」

　自分の仕事に満足するように笑みを浮かべ、それからオレの顔を見上げて言ってくる。

「あんた仮にも私の執事バトラーなんだから、だらしない格好しないでよ」

「…………」

「ちょっと、聞いてるの？」

「あ、ああ。悪い……ありがと」

　思わず謝って、しかもお礼まで言ってしまった。

　おかげで執事服での登校やら不法侵入やらの件はウヤムヤになってしまった。

　仕方ないだろ。

　あんな嬉しそうな笑顔を見せられたら、どんな不満も一瞬きれいサッパリどっかに行ってしまうって。
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　騙だまされた。

　屋敷の所在地の話だ。

　昨日の夜は、鬱うつ蒼そうとした森の奥深くに建ってるとしか思えなかったのに、裏に回ってみれば民家のすぐ近くだったことが分かった。

　徒歩十分で最寄りのバス停。

　そこから四十分ほどでオレたちが通う市立明あき原はら高校。

　そんな立地の物件だったのだ、この屋敷は。

「くそ、知ってればさっさと逃げ出したのに……」

　すぐ近くにある町を見下ろして悔しがるオレに、姫ひめ乃のは得意げに、

「甘いわね。フェイクは魔法使いの戦術の基本でしょ」

　と宣のたまった。

　いやオレ魔法使いじゃないですし。





　もちろん、これでオレの苦難が終わるわけじゃない。

　学校へ向かうバスの中では、かなり恥ずかしい思いをした。

　知らないヤツの場合はまだいい。



　──あれ、鷹たか宮みやさんの執事みたいね。

　──同い歳くらいよね。ひょっとしてウチの生徒？



　なんて囁ささやかれるくらいで済む。

　しかし、顔見知りと乗り合わせると最悪だ。



　──あ、仙せん堂どうおはよ……ってうわなんだよその格好!?

　──え？　なにその……なに？



　戸惑いの声をひたすら上げられた。

　オレはそれにいちいち「これには深い事情が」とか「実は亡くなった祖母の遺言で」とか言い訳を編み出そうとするんだけど、横から姫乃が優雅に微笑ほほえんで「仙堂くんは今日から私の執事になりましたの」と言ってしまうので、オレの努力は一瞬にして灰かい燼じんに帰す。

　鷹宮家のお嬢様に言われれば、誰だれでも納得するしかないのだ。

　ちなみに、わりと仲がいいと思ってたクラスメイトの工く藤どうと喜き国ぐにが他人のふりをして逃げてった。あいつら絶対に許さない。



　……これ以上自分の話をすると辛くなるので、姫ひめ乃のの話をしよう。

　鷹たか宮みや姫乃のクラスでのポジションは、良くも悪くも「特別扱い」だ。

　オレは昨日今日で、このお嬢様が意外と乱暴だったりアホだったりするところを見てしまったけど、学校にそれを知る者はいない（朱あか音ね会長はまあ例外だ）。

　オレだって昨日までは、優雅で可か憐れんで、そして親切で優しい完かん璧ぺきお嬢様だと思ってた。

　事実、鷹宮姫乃は完璧なのだ。

　入学試験はトップ──というか、全教科満点だったらしいし、体育の授業でも部活のレギュラー顔負けの運動能力を発揮してる。

　彼女が失敗したり、怒ったり泣いたりと感情を激しく動かす姿を誰だれも見たことがない。

　高貴で、育ちが良くて、生まれついてのお嬢様。

　……おい、ひょっとしてこれ、別人なんじゃね？





　なんて思ったりしたけど、姫乃は別に双子と入れ替わったりすることもなく、オレと一緒に一年四組の教室に到着した。

　姫乃が扉をくぐると、教室の空気が変わる。

　荒れ果てた草原が美しい花園になったかのように、華やかな雰囲気が満みち溢あふれる。

　誰も彼もが挨あい拶さつしてきて、お嬢様はそれに優雅に答える。

「ごきげんよう、みなさん」

　口調もまるで別人だ。

　みんな「今日も綺き麗れいだ」「素晴らしい」といった視線で姫乃を眺める。

　視線を一身に浴びながら、お嬢様は席に着く。

　何人かの女子が、お嬢様と話をしようとやってくる。

　すると、私も私もとみんなが集まってくる。

　しかし、わらわらと群れて取り囲んでは失礼だとばかりに、みんな整然と列を作る。

　それが、この一年四組の日常化した風景だった。

　まるで拝はい謁えつ式しきだ、と扉のところからその光景を眺めてオレは思った。

　今までは、特に疑問に感じたこともなかった。

　相手はお嬢様なのだから。

　超がつく名家、鷹宮家のご令嬢。

　だから、みんながこんな態度で接するのも当然──そう思ってた。

　けど、クラスメイトに対する態度としてはこれは異常だ。

　姫乃の素の性格を知ってしまった今、オレにはそれがクッキリと見えてしまった。

　けれど姫乃は、それを受け入れている──というより、自分からこの空気を生み出しているみたいだ。

　それはやっぱり、名家の人間としてのプライドみたいなものなんだろうか。

　……なんて考えてると、

「あら、カバンは……」

　と言いながら、姫ひめ乃のがキョロキョロしてる。

　どうやら女子の一人が宿題について質問したようだった。

　姫乃は成績がいい上に教え方が上う手まいので、そんなこともよくあるのだ。

　ちなみにカバンは、オレが自分のと一緒に持たされていた。

　オレは未いまだに教室に入れないでいる。

　やっぱこの格好恥ずかしすぎるだろ。

　しかし姫乃はそんなオレを目ざとく見つけ、無情にも声をかけてくる。

「あら仙せん堂どうくん、そんなところに。早くこちらへ来て、私のカバンを下さるかしら」

　その表情はにっこり笑顔で「しょうがないわね」と言ってるが、目だけはギラリと光って「何してんのよバカシツジとっとと持って来い」と脅しつけてくる。

　怖えよ。なにが「下さるかしら」だよ。

　もちろんそれに気づいてるのはオレだけだ。

　みんなの視線はオレに突き刺さってくる。

　ここで逃げるわけにもいかない。かえって目立つ。

　オレは諦あきらめて教室に入った。

　とたんにざわめくクラスメイトたち。口々に「どうしたのその格好？」とか「おいおい一人学校祭か？」とか言ってくる。うう……だから嫌だったんだ。

　オレは姫乃にカバンを押し付けて、隣の自分の席に座る。

　みんなの疑問は姫乃の「仙堂くんは今日から私の執事になったの」という有無を言わせない説明で解消されたけど、好奇と興味の視線は相変わらずオレに降り注ぐ。

　オレは机に突っ伏して、視界を闇やみに閉ざし──たかったけど、そうはいかなかった。

「あら？」

　カバンを開けた姫乃が声を上げた。

「ねえ仙堂くん」

「なんだよ」

「数学の教科書とノートが入ってないわ。どういうこと？」

「あ……」

　しまった。

　六時半に起こせという命令と一緒に、勉強道具の準備も押し付けられたんだった。面倒くさいなと思いながらも「はいはい」と返事をしたのだから、これはオレが悪い。

「……忘れてた」

「え、ウソ。それじゃ現代文も世界史もないってこと？」

「そうなる。悪い。オレの貸すから」

　オレは机の中に置いていってるので、こういうとき困らない。

　が、姫ひめ乃のは腹立ちが治まらない様子で、

「そういう問題じゃないわよこのバ──」

　と言いかけて、口を閉ざした。

　それからなんかモニョモニョと口を動かして、咳払いをひとつ。

「──忘れてしまったのなら仕方ないわね。じゃあ仙せん堂どうくんのノートを貸してくれるかしら？」

　お嬢様口調に戻って、そんなことを言ってくる。

　見事なまでの変身っぷり。いろんな意味で鳥肌モノだ。

　誰だれも、姫乃がちょっとだけ素に戻ってたのには気づかなかったらしい。

　オレみたいに知ってるならともかく、お嬢様姿しか見たことがなければそうだろうな。

　姫乃はオレのノートを受け取ると、

「それじゃ、今解いてみましょうか」

　と言って、解き方を説明してく。

　おい嘘うそだろ。オレそれ全部で一時間かかったぞ？　なんでそんな簡単に解けるんだよ。

　朝のホームルームが始まるころには、オレのよりはるかにシンプルな計算式の解法で、ノートのページが埋められていた。



　　　　　●



　そのあとは、姫乃が「お嬢様」の態度を崩すようなことはなかった。

　それは、オレが執事として甲か斐い甲が斐いしく働いた結果でもある。

　消しゴムがなくなったと言われては売店に走り、喉のどが渇かわいたと言われては自販機に走った。掃除当番のごみ捨ても代わりにやった。

　どうだよこの献身っぷり。オレマジ執事。

　ひょっとしてこの仕事向いてるんじゃないか。やりたくないけど。





　そんな感じで、あっという間に放課後。

　約束通り、あの真っ黒い変なものについて教えてくれると言うので、オレは姫乃について廊下を歩いていた。

　どこに連れて行かれるのかは知らない。

「まったく、言いつけられたこともマトモにできないなんて、このムノウシツジっ」

　教室では文句ひとつ言わなかった姫ひめ乃のが、今さらオレを責め立ててくる。

　おい、誰だれかこの二重人格お嬢様をなんとかしてくれ。

　ちなみに、放課後といっても、帰りのホームルームからはだいぶ経たっている。

　掃除当番の生徒もいなくなり、部活のある生徒はグラウンドやら体育館やらに移動している。一般の教室しかないこの辺りは、物もの哀がなしいくらいガランとしてる。

　それで姫乃も「完かん璧ぺきお嬢様」の仮面を脱ぎ捨ててるってわけだ。

「二度と今日みたいなことはゴメンだからね。あんたをバカシツジ呼ばわりしないように我慢するのも、けっこう大変なんだから」

「お前はちょっと、オレへの接し方を考え直せ……」

　教科書忘れた以外は、ちゃんと執事やってたじゃねえか。

　主人のパワハラだって訴えるぞ。

　まあ……どうせもうすぐ退職するからいいけどさ。

　で。

　到着したのは、廊下の端はしにある空き教室の前だった。

「……ここに何があるんだ？」

　オレは、なんの変哲もないドアを眺めながら問う。

「ここはね」と姫乃は言う。「生徒数が減って、ずいぶん前から使われなくなってて、今では資材置き場……というか不要品置き場になってるの。もう二度と使わないのに、もったいないから捨てられない道具をとりあえず保管しておく。そんな感じでどんどんものが溜たまっていく。こういう場所に『出る』のよね」

「出る？」

「この高校の周辺は、特に『出やすい』のよ。建物の構造やら方角、近くにある施設、地形、人……色々条件があるけど、調査では、過去にあった殺人事件が影響してるんじゃないかって考えられてる。人の悪意は、奴やつらが最も好むものだから」

「なあ、なんの話をしてるんだ？」

「イヴル──魔物よ」

「まものぉ？」

　思わず間の抜けた声でオウム返しにしてしまった。

　すると姫乃は不思議そうな顔で、

「そんなに驚くことはないでしょう。あんただって今も見えてるんじゃないの？　これとかあれとか」

　と姫乃は、近くを飛んでいた真っ黒いマリモみたいなものを指さす。

「…………」

　確かに見えている。

　見えないときなんてなかった。

　ずっとオレは、これが見える世界で過ごしてきたんだ。

　今だって、いくつも廊下を飛び交っている。それが日常の風景。

　ただし、オレにしか見えない風景。

　──のはずだったんだけど。

「──お前にも、見えてるんだな」

「ええ。魔法使いだもの」

　姫ひめ乃のはそう、事もなげに言ってのける。

「魔物とは、この世界に満ちている魔力が淀よどんだもの。人間の負の感情が生み出すと言われてるわ」

　そう言いながら、姫乃は宙を漂ただよう黒いマリモを指さして、

「これくらいなら害はないんだけどね。でも、これがもっと大きくなると、存在するだけで人の感情を乱すようになる。それは多くの悲劇や事件を生むのよ。『魔が差した』とか『原因不明』って言われる出来事の多くは魔物が関かかわっているわ」

「…………」

「さらに大きくなれば、人を傷つけたり、殺したりする。災害を引き起こしさえする。そして普通の人間は、魔物に対して防衛手段を持たない」

　そして、

「鷹たか宮みや家はそんな魔物を退治する魔法使い──退魔師プリーストの家柄なの」

「魔物を退治……」

　その言葉で、一つ気になっていたことに納得がいった。

「それじゃ……ひょっとしてお前がこの学校に入学したのって……」

「ええ。この地域に魔物が出やすいからよ」

　こんなふうにね、と言って姫乃は空き教室のドアを開け放った。

　その中の光景を見て、オレは思わず、

「ぎゃあ！」

　悲鳴を上げた。

　そこら中に真っ黒いヤツ──魔物イヴルとやらが犇ひしめいていた。

　ただし、廊下にいるマリモみたいのじゃない。

　腕と指が異様に細長い手みたいなものが、棚の隙すき間まや段ボール箱の口、古いとび箱の穴……そこら中から飛び出し、蠢うごめいている。

　まるで救いを──あるいは餌え食じきを──求める地獄の亡者の手のように、弱々しく、それでいて貪どん欲よくに動くそれらは、どれも真っ黒。

　まるで影そのもの、闇やみそのもののように黒いのだ。

　鳥肌を立てながら、オレは一歩退く。

　この、手みたいなヤツにも何度か遭遇したことはある。

　けど、こんなに大量発生してるのを見たのは初めてだった。

　ゾッとしているオレの横で姫ひめ乃のは、あくまで冷静な様子。

「ふん。結構いるわね。でもま、この程度なら楽なものよ」

「ど、どうするんだ？」

「言ったでしょう。私は魔物を退治する魔法使い、退魔師プリーストなのよ」

　どこか誇らしげにそう言うと、姫乃は手を前にかざす。昨日、朱あか音ね会長とバトったときにやっていたのと同じ仕草だ。

　そして同時に、オレの右手が昨日と同じように熱を帯びる。見れば、やはり紋章みたいな模様が浮き上がっていて、金色に輝いてる。

　落ち着いてみれば、熱はそれほど強くはない。

　けど、そこから自分の生命エネルギーが流れ出していくような感覚は同じだ。

「な、なあ。なんなんだこれ!?」

「それは魔法紋クレスト。あんたの体内にある魔力を、同じ形の魔法紋を介して私に供給するゲートの役目を果たすものよ」

「魔力……」

　思い出す。

　姫乃の左手のひらにも、全く同じ模様が描かれていたことを。

「そう。そして、供給された魔力を自分の中で紡ぎ、それを魔法クラフトとして──放つ！」

　裂れつ帛ぱくの一声。

　直後。

　ゴウ！　と音が響きわたって、姫乃の手のひらから強風が吹き出した。

「！」

　オレは目を丸くする。

　昨日は何がなんだか分からなかったが、今ははっきりと分かった。

　姫乃が放った「魔法」が、空き教室の中で吹き荒れる。

　空気が震え、流れを生み、渦を巻き、そして──魔物を吹き散らしていく。

「すごい……」

　音もなく形を失っていく真っ黒いモノたち。

　風に巻き込まれ、崩れ、千ち切ぎれ、姿を消していく。

「──ふう。こんなところかしら」

　姫ひめ乃のは息をつく。

　オレの右手のひらの熱が治まっていく。

　そして、次第に空き教室の中の風も勢いを弱めていった。

　渦は消え、流れは留とどまり、震えは停滞していった。

　魔物たちは──あれだけ蠢うごめいていた魔物たちは完全に姿を消していた。

　退治、したのだ。

「私が扱える系統は風と水。今のは風を使った攻撃魔法ね」

　そんな解説が、しかしオレの頭にはほとんど入ってこなかった。

　魔物イヴル。

　そしてそれを退治する魔法使い、退魔師プリースト。

　まさかそんな非現実的な回答が、オレの疑問に対して用意されてるなんて。

　困惑する頭で、それでもオレは訊きかなきゃいけないことを口にする。

「……オレの魔力をお前に供給する、とか言ってたよな。魔法紋とかいうので？」

「ええ」

「オレは魔力を持ってるのか？　それが、魔物が見える原因なのか？」

「そうよ」

　姫乃はうなずく。

「魔力というのは、この世界に満ちている『もう一つの空気』のようなものなの。それはどこにでもあるし、どんな人間の体内にもある。誰だれでも訓練次第でそれを見ることができるわ。魔力が淀よどんだ存在である魔物はよけいにね。あんたはその魔力量が異常に多い。それで、訓練なしでも魔物が見えたのね」

「魔力が多い……」

「気にすることはないわ。そういう人間はごくまれにいるものだから。まあ、それにしても、あんたみたいに魔力が多い人間なんて見たことないけど」

　だから、と姫乃は言う。

「だから私はあんたを執事バトラーにしたいの」

「執事……魔法使いの執事、か」

　姫乃は昨日、そんなふうに言っていた。

「そうよ。魔法使いというのはね、あくまで『魔法を使える人』のこと。体内に保有している魔力の量が少なくても、それを扱う技術を持っていれば魔法使いなの。というか、ほとんどの魔法使いは普通の魔力量しか持ってないわ」

「それで、よそから供給するのか」

「そうよ。勘がいいじゃない」

　色々と予習させられたおかげだっての。

　姫ひめ乃のは続けて、

「特に、魔物と戦うために攻撃魔法を使う退魔師プリーストは、大量の魔力を消費するわ。その供給源として、魔力の多い人間と契約を結んでパートナー──執事バトラーにするの」

「契約……それがこの魔法紋とかいうやつか？」

　オレは、今はそれが消えている右手のひらを見る。

「魔法紋の転写はまだ仮契約よ。そうやって魔力のゲートを作った後に、お互いの関係を認め合う言葉を交わす本契約テスタメントを結ぶことで、あんたは正式に私の執事になる」

「…………」

　姫乃の説明を頭の中で整理する。

　お嬢様は、実は魔物を退治する魔法使いで。

　その戦いのためには魔力が必要で。

　そのためにオレを執事にしようとしている……。

「じゃあ、オレは……単なる魔力の供給源ってことかよ」

「大体合ってるけど、半分正解ってところね」

　呻うめくように言うオレに、姫乃は否定の言葉を放つ。

「半分？」

「あんたは魔力供給源、兼私のお世話係、兼料理人、兼雑用。私の執事になるんだから、それくらいはやってもらわないと」

「それオレになんのメリットもねえじゃねえか！」

　それに全然半分じゃないだろ。

「え……？」

　オレの言葉に、姫乃は顔をポカンとさせる。

　青い両目をまんまるに見開いてオレを見る。

　と、その目がすぐに逸そらされて気まずそうに右へ左へ。

「え、えっと、それは…………たしかに」

　そして困惑しきった様子で、尖とがらせた唇からポツリとそんな言葉を漏らした。

　おいおい、マジかよ。

　このお嬢様、本気でオレのこと考慮に入れてなかったのか？

　しかし考えてみれば、相手のこと考えたら、誘ゆう拐かいなんかしないよな。

　きっとこのお嬢様は、随分と甘やかされてきたんだろう。

　自分の望みは大抵叶かなえられて、人に気を遣う必要なんかなくて。

　文武両道で、きっと魔法使いとしても優秀なんだろう。だからよけいに、誰だれも彼女のワガママに逆らったりしなくて、それで……こんなふうに育ったんだろう。

「はぁ……」

　自然と溜ため息いきがこぼれた。

　姫ひめ乃のが、なんか慌てた様子で言ってくる。

「わ、分かったわよ。そういうことなら、ちゃんと給料を支払うわ。待遇に不満があるなら検討してあげてもいい。だから──」

「……断る」

「え？」

　オレの拒絶の言葉に、姫乃は聞き返してくる。小さすぎて聞こえなかったか。いや……意外すぎて聞き取れなかったんだろうな。

「断るって言ったんだ」

　オレはもう一度はっきりと告げる。

「オレは執事になるなんて一言も言ってない。今まで付き合ってたのは、あの真っ黒いモノの正体が知りたかったからだ」

「え？　……ええ？」

　姫乃はわけが分からないといった様子で、声を漏らした。

　オレのほうを見る青い目が頼りなげに揺れて、ちょっと罪悪感。

　……いやいや、駄目だ。ここで甘い顔をしたら、押し切られてしまう。

　オレは、ぶんぶんと頭を振ってから言い放つ。

「と、とにかく。魔力の供給源ならほかを探してくれ。オレはワガママお嬢様の化物退治になんか付き合いたくない。お世話や食事なら、屋敷の使用人にやってもらうんだな」

「っ……」

　くっ、と息を詰まらせるように呻うめいて、顔をうつむける姫乃。

　オレはその横を通って玄関へと向かう。

　通りすぎるとき、姫乃が何か呟いたのが耳に残った。

　オレに聞かせるつもりもなかったんだろう。ひどく聞き取りづらいボソボソした声で、

「……いないわよ……そんなの…………」

　どういう意味だろう。

　オレの頭には一瞬、ロクに掃除もされていないあの屋敷が浮かんだ。

　ひょっとしてコイツ、あそこに一人で住んでるのか？

　……まさかね。

　コイツは超巨大企業を擁する鷹たか宮みやグループのご令嬢だ。

　ついでに言えば鷹宮家は代々、魔物退治の魔法使いの家系でもあるらしいし。

　そんなところのお嬢様が、使用人の一人も持ってないなんてことあるはずない。

　なんかの聞き間違いだろう。

　そう判断して、オレはそのまま玄関に向かった。
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「…………」

　家へ向かう下り坂を歩きながら、オレは考え込んでいた。

　具体的に言えば、ちょっと後悔していた。

　少しだけ──少しだけだぞ？　──言いすぎたかもしれない。

　確かに姫ひめ乃のはワガママで、人の迷惑を顧かえりみないお嬢様だ。

　けど、それは家族や環境が原因であって、アイツが悪いわけじゃない。

　いや、そんなことを言い出したらキリがないのは分かってるんだけどさ。

　でも……もうちょっとマイルドな言い方をしてやってもよかったかも……なんて思ってしまう。

　それに、魔物を退治するって言っても、べつにオレが戦わされるわけじゃない。

　オレは魔力供給源として、お嬢様の奮闘を端はたから眺めてりゃいい。

　それなら、執事バトラーくらいやってやってもいいんじゃないか？

「──いやいやいや」

　オレは慌てて首を振る。

　あぶねー、なんか心が傾きかけてたぞ。

　魔物が成長すると、人を殺したり、災害を引き起こすんだろ？

　そんなもんとの戦いに協力するなんて、あり得ないぜ。

　それに言ってたじゃないか、アイツは。

　魔力供給源、兼お世話係、兼料理人、兼雑用だって。

　冗談じゃない。せっかく一人暮らしをのんびりと満喫してるってのに、そんな働かされてたまるかっての。

　しかも相手はあのワガママお嬢様だ。こき使われるのが目に見えている。

　オレは、もうあのお嬢様とは関かかわらない。

　そう決心しつつ、オレは家の玄関扉を開ける。



　鷹たか宮みや姫乃が腰に手を当てて廊下に立っていた。



「遅いわよこのカメシツジ。待ちくたびれたじゃない」

　オレはその場で頭を抱える。

　いちど、よく目をこすって顔を上げる。

　ひょっとして幻覚なんじゃないかとちょっと期待したけど、金髪ゆるふわウェーブのちっこいお嬢様の姿は消えていなかった。

「なんでここにいるんだよ！」

「既成事実、ってところかしら」

「どういう意味だ？」

「あんたがいくら執事になることを認めなくても、一緒に住んでしまえば実質執事のようなもんでしょ」

「いや、それはだいぶ違うと思うけど……ってちょっと待て」

　なんか聞き捨てならない言葉が聞こえたんだけど。

「今、一緒に住むとか言わなかった？」

「言ったわよ」

「誰だれが。誰と」

「私が。あんたとよ」

「お断りだ！」

　なんで勝手に決めてんだよ。ここオレの家だぞ。

　しかし姫ひめ乃のは得意げに鼻を鳴らし、

「もう遅いわよ。私の荷物や家具はもう運び込んだから」

「なにぃ!?　いつの間に……」

「昨日あんたが廊下の掃除をしたり、そのあと寝てる間に」

「マジかよ……」

「あんたのご両親にも許可は取ったから。家賃代わりに、家のローンを全部払うって言ったら、快く認めてくれたわ。あんたのことも、好きなようにこき使ってくださいって」

「何考えてんだあのバカ親!?」

　どういうこと。

　なんかオレ知らない間に身売りさせられてるんですけど……。

　ガックリと身体の力が抜けて、オレはその場に膝ひざをついた。

　そんなオレに姫乃は、朗々たる声で言ってくる。

「そんなわけだから、さっそく仕事よ。早く夕飯を作りなさい」

「…………」

　オレはそれを聞きながら。

　さっき、ちょっと言いすぎたかも、なんて思ったことを激しく後悔していた。



    

  
    
      


３　アイ・コール・ユア・ネーム



　オレの家、仙せん堂どう家はごく普通の一軒家だ。

　ただし今はオレ一人で住んでるので、ちょっと広すぎる。

　両親はそろって長期の出張中。ヨーロッパで新たな商圏を開拓中である。

　オレの部屋の真下に客間があって、そこが姫ひめ乃のの部屋になった。

　というか、勝手になっていた。

　両親がいなくなってからは使ってなかったから、まあ困りはしないんだけど。

　大胆にビフォーアフターされた部屋は、あの屋敷の寝室とは随分雰囲気が違っていた。ごく普通の女の子の部屋って感じだ（見たことないのでイメージだけど）。あれは姫乃の趣味じゃなかったってことだろうか。

　オレとしては迷惑極まりない話だけど、何しろここの家主である親父おやじが許可してるので文句を言うこともできない。

　まったくもって理不尽な話だ。

　で、オレはあのあと夕飯を作らされて、風ふ呂ろにお湯を張って、お嬢様が入浴してる間に彼女のカバンの準備をして（また文句を言われたくないからな）、命じられるままに睡眠前のホットミルクを入れてやり、ぐったりして自分の部屋に戻るなり寝てしまった。

　え？　お風呂でばったりハプニング？

　ないよ、そんなもん。

　あってもオレは嬉うれしくない。

　あんな子供みたいなヤツの裸を見ても、全然興奮しないぜ。はぁ……。





　そんなわけで、翌朝。

　また姫乃に起こせと命じられたので、六時半の目覚ましで起きた。

　そして、今日は制服を着られるぞと思いクローゼットを開けると、

「……どういうことだよ！」

　学校の制服は姿を消し、代わりに執事服が五着、並んで吊つるされていた。

　姫乃の仕業としか考えられない。

　どういうつもりだ、アイツ……。

　オレは仕方なくまた執事服を着て、部屋を出る。

　一階に下りて姫乃の部屋に乗り込み苦情を申し立て──ようとして、ダイニングのほうから音が聞こえた。

　なんだ、もう起きてるのか？

　人に起こせって言っておいて。

　思いながらオレはダイニングへ向かう。

「おい姫ひめ乃の、オレの制服どこにやった──」

「あら、おはよう、シツジくん」

「──か、会長っ？」

　そこにいたのは、姫乃ではなく、わが校の生徒会長、鷹たか宮みや朱あか音ねだった。

　会長はブレザーを椅い子すの背にかけ、ブラウス姿で座り、優雅にコーヒーを飲んでいた。

「な、なんでこんなところに……？」

「あら。あなたはわたしの執事でもあるのよ？　だったらわたしだってあなたと一緒に暮らす権利があると思うのだけど」

「はあ……」

　確かに、この人もオレと仮契約──魔力を供給する魔法紋クレストの転写──とやらをしてる。条件は姫乃と同じなわけだ。

「……って、待て。オレはアイツの執事にも会長の執事にもなるなんて言ってないぞ」

　それに今とんでもないこと言わなかったか？

　一緒に暮らす、とか。

　朱音会長は「ふふ」と色っぽく微笑ほほえむと、

「だったらわたしの執事になればいいじゃない？　それを選ぶのはあなたの自由よ」

　そう言って、キュッと腕を組んでくる。

　ぬぉ……！　ブラウスの薄い布越しに、素敵な肌色の盛り上がりが透けて見える！

　直に見るのもいいけど、こうして出し惜しみされる感じもたまらないね！

　自然と、オレの視線はそちらへ向いてしまう。

「どう、シツジくん？　あの貧弱な無乳娘とわたしと、どっちと一緒に暮らしたい？」

「それは……」

　オレはごくりとツバを飲み込む。

　前も言ったけど、見た目を条件として提示されたら、迷う余地は一片たりともない。

　見た目っていうか、見た胸っていうか。

　この……素晴らしいお胸様を毎日拝めるなら、執事になってもいいんじゃないか？

　魔物退治に付き合うくらい、なんてことない……。

　と、そこへ。

　ガチャリ、とドアの開く音がして、オレは我に返る。

　見れば、姫乃が自分の部屋から出てきたところだ。今日はちゃんとパジャマを着てる。

「ちょっと、なんで起こしに来てくれないの？　せっかく待ってた……じゃなくて、ちょっと楽しみ……でもなくて！　とにかくっ！　なんで来ないのよ！」

　なんかひとりで騒いでるけど何言ってんだコイツは？

　そんなに自分で起きるのが嫌なのか？

　とにかく、オレのせいにされちゃかなわない。

　オレは理由を説明するべく朱あか音ね会長を示して、

「いや、だって下りてきたら──」

「ああああ────!!」

　オレが言い終わるより早く、姫ひめ乃のは朱音を見て大声を上げた。

　おとといと全く同じリアクションである。

「なんであんたがここにいるのよ！」

「わたしもここに住むことにしたの」

「冗談じゃないわ！　誰だれの家だと思ってるのよっ」

　それはオレがお前に言いたい。

「大丈夫よ。シツジくんのご両親に連絡して、許可はもらったから」

　あんたもかよ！

　ウチの親も節操ねえな！　今度はいくら積まれたんだよ。

「ちなみにわたしの部屋はそこね」

　と会長は、姫乃の部屋の隣──親父おやじの書しよ斎さいだった場所──を指さす。

「もともとあった家具は全部鷹たか宮みやの屋敷で保管してあるから安心してちょうだい」

「いつの間に荷物を運び込んだんだ……？」

「昨日、あなたたちが寝ている間によ」

「……」

　なんだろう。鷹宮家ってのは引越し業も請け負ってるのか。

「──ありえない！」

　姫乃が叫ぶ。

　むぐぐ、って感じに唇を噛かんで、悔しげに朱音を睨にらみつけている。

「せっかく鷹宮家を出てきたのに、なんであんたがついてくるのよ！　許せないわ！」

　ん？　なんか今妙な言い回しだったような……？

　しかしオレの意識はすぐに、一いつ触しよく即そく発はつなふたりのお嬢様に向けられる。

　朱音会長は椅い子すに座ったまま、優雅にコーヒーを飲みながら、

「あなたに許されなくても、わたしは別に困らないのだけど？　許さなかったら、いったいどうするっていうのかしら？」

「出ていきなさい！」

「いやよ」

「だったら、力尽くで追い出してあげるわ！」

「わー待て待て待て！」

　ぐっ、と右手を朱あか音ねに向けた姫ひめ乃のを、オレは慌てて止める。

　お前それあれだろ、魔法使う気だろ。オレの自宅で風吹き荒らしたり水吹き出させたりとかマジで勘弁して。もちろん炎もやめてほしい。

「なに！　邪魔しないで！」

　邪魔するよ！

「いいから落ち着け！　こんなことしてる場合じゃないだろ。遅刻するぞ」

　とオレは壁の時計を指さす。

　時刻は七時半。

　これから魔法のひと勝負……というほどの余裕はない。

「…………分かったわよ」

　姫乃は不満げに手を下ろした。

　オレはホッと息を吐く。

　が、直後とんでもないことに気づく。

　このふたりが同居すると、ひょっとして毎日こんな争いが起こるんじゃないだろうか？
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　その日登校するオレは、昨日以上に目立っていた。

　そりゃそうだ。

　昨日は姫乃に付き従っていた執事が、今日はふたりのお嬢様と一緒なのだから。

　ふたりとも、有名な鷹たか宮みや家のご令嬢だ。

　それでも、姫乃は入学したばかりなのでまだマシなのだが、朱音の方の知名度はもうマックスと言っていい。

　鷹宮朱音。

　去年九月の生徒会選挙にて、本来ならば二年生が就任する生徒会長に、一年生にして圧倒的な得票数で当選した才さい媛えん。その手腕は教師すら一目置くほどで、このまま行けば史上初の、二年連続就任も確実とか。

　その上、燃えるようなレッドヘアに、金色の両目。そして弾けんばかりの巨乳！　と目立ちに目立つこの容よう貌ぼう。注目を浴びないほうがおかしい。

　周りの明あき原はら高校の生徒たちは、まず朱音に気づき、その横の、負けず劣らずきらびやかな金髪ゆるふわウェーブのお嬢様に目を留める。そして最後に、そのふたりに挟はさまれるように歩く、なぜか執事服を着た男子、つまりオレに気づくってわけだ。

　完全にとばっちりである。

　……そういや、このふたりが学校で一緒にいるのって、今まで見たことがなかったな。

　今みたいに目立ってしょうがないからか？

　なんて考えてると、朱あか音ね会長が言ってくる。

「ねえシツジくん。わたし朝はいつも貧血気味なの。ちょっと支えてくれるかしら？」

「へ？　……うわっ」

　会長はオレの腕に自分の手を絡めてきた。

　これもう支えるってレベルじゃないよ！　しがみつくって感じだよ！

　当然オレの腕には、むにゅんむにゅんと柔らかい感触が押し付けられてくる。

　しかも歩くたびにそれが揺れて、離れたりぶつかったりして、なんていうかオレの腕がトランポリン状態。ただ密着されるのとはまた違った美お味いしさが……。

「ちょっと朱音！」

　それを見み咎とがめたのか、横から姫ひめ乃のが声を上げる。

「あんた貧血になったことなんてないでしょ！　適当なこと言ってるんじゃないわよ！」

「うふふ、今日は珍しくそうなのよ」

「さっきと言ってること違うじゃないっ」

　言い合いを始めるふたり。

　ノリ的には喧けん嘩かって言うより姉妹のじゃれ合いみたいな感じだ。

　これくらいで済めばオレも助かるんだが……。

　もちろん、済むはずがなかった。

　会長が、オレの腕をますます強く抱きしめてくる。

　ヤバい、理性が吹っ飛びそうな気持ちよさ。

「悔しかったらあなたもしたらいいじゃない？」

「じょ、上等よ！」

　ぐい、と今度は右側から、姫乃がオレの腕を引っ張る。

　おお、これは！　……えっと。

「ちょっと、ボケシツジ。何その微妙な表情」

「いや、だって……なんかスカスカしてるっていうか…………」

　全男子の憧あこがれと言ってもいいだろう「ザ・両手に花！」状態になったのに、片方に比べて片方の感触が、あまりに残念すぎる。

　なんていうか、メガマックと普通のハンバーガーを一緒に頼んじゃったみたいな気分。

　意外とガッカリ感が高いので、周りでこっちを睨にらんでるみんなはちょっと殺気を抑えてくれるとありがたい。あとカバンから取り出した辞書どんきもしまってほしい。そんな良いものじゃないんですよ！

　そして、姫ひめ乃のが真まっ赤かになって目を吊つり上あげてる。

「ひ、人が恥ずかしいの我慢してこんなことしてるのにあんたは……！」

「知らねえよ！　お前が勝手にやったんだろうが！」

「うふふ。やっぱり姫乃じゃ役者が不足しているようね」

　おいやめろ。

　そういうの、火に油を注ぐって言うんだぞ。

「この……バカ牛……っ！」

「お、おい。落ち着け姫乃」

　オレは宥なだめるけど、姫乃は聞いてない。

　今にも朱あか音ねに向かって魔法を放ちかねない。

　と、そのときだ。

「あ、鷹たか宮みやさん」

「ふゃわやぁ！」

　いきなり呼びかけられて、姫乃は二度と発生できなさそうな声を上げながら、オレの腕を放した。それはいいけど突き飛ばすことはねえだろ……。

　姫乃に声をかけてきたのは、クラスメイト──一年四組の女子だ。

　なかなかの巨乳だけど、朱音会長には敵かなわないな、うん。



    

  
    
      



    

  
    
      

「おはようございます、鷹たか宮みやさん」

　と、その女子は、他のクラスメイトにするのとは明らかに違う挨あい拶さつをする。

　姫ひめ乃のはちょっとだけ「あ、う……」と言葉を詰まらせたが、一瞬で態度を切り替えて、

「おはようございます」

　と完かん璧ぺきな一礼をしてみせた。

　そこへ次々と集まってくる女子たち。姫乃はあっという間に取り囲まれてしまった。

　その様子を見ながら、オレは納得した。

　姫乃が学校で朱あか音ねと一緒にいない理由。

　態度が違いすぎるからだ。

　朱音やオレの前で見せる素の性格と、教室での完璧お嬢様。

　同時にやれったって、無理な話だよな。



　結局、そのまま女子生徒たちに囲まれて、学校に向かった。

　いや、正確には、女子生徒に囲まれていたのは姫乃と、あと朱音会長の二人で、姫乃に突き飛ばされたひょうしに離れてしまったオレは、その後ろをトボトボとついていっただけなんだけどね。はぁ……。

　ま、男子生徒から殺意を向けられなくて済むからこのほうが気楽でいい。

　がっかりなんてしてないよ！
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　今日はちゃんと姫乃の教科書やノートを揃そろえておいたし、問題は起こらなかった。

　授業を受ける姫乃は、これまでどおりの完璧なお嬢様だった。

　オレさえも一瞬、こっちのほうが本性なんじゃないかって思ってしまうほどだ。

　こうなると、オレのやることは別にない。ただ、クラスメイトや教師の視線に耐たえながら、執事服で学校生活を過ごすだけだ……おい、これ別に着てなくていいんじゃねえの？



　……と疑問を抱きつつ、やってきた昼休み。

　オレは売店に昼食を買いに行くべく席を立つ。

　姫乃はいつも何人かの女子と一緒に食堂に行くので、久しぶりの別行動だ。

　なんていうか、ちょっと肩の荷が下りる気分。

　ちなみに食堂では、他のクラスの生徒まで集まってきて、姫乃と同席しようとするらしい。ご苦労なことだ。

　お嬢様の本性を知ってしまったオレには興味のない話……と教室を出ようとして、

「失礼するわね」

　と、オレが開けるより先に、教室のドアを廊下側から開けた者がいた。

　誰だれあろう、朱あか音ね生徒会長だった。

　彼女の姿を見るなり、ざわめき出す教室。

　当たり前だ。

　校内で知らぬ者のない有名生徒会長、鷹たか宮みや朱音。

　そんな彼女が、生徒会役員がいるわけでもない教室にわざわざやってきた……みんなが何事かと注目するのも無理はない。

　もっとも、オレはなんとなく予想がついてたんだけど。

「あら、シツジくん。ちょうどよかったわ」

　とオレを見て言う朱音会長。やぱりオレに用か……。

「ランチを一緒にと思ったのだけど、いかがかしら？」

「えっと……いや、オレは売店でテキトーになんか買うから……」

「つれないのね。そんなこと言わずに、行きましょう？」

　オレの腕を取る朱音会長。

　うわ、だからギュッとしたらマズいって！　理性が飛ぶんだって！

　教室内では、オレが生徒会長と普通に会話している光景に、みんな驚きよう愕がくしてる。

　本当なら、この申し出を断る理由なんかない。

　皆の視線を浴びつつ、この腕を挟はさむふにゅっとした感触を楽しみつつ、何も迷うことなく彼女についていけばいいんだろうけど……そうもいかない。

「ちょっと待ってくださる、朱音さん？」

　ほら、やっぱりだ。

　女子数人と一緒に食堂へ行こうとしていた姫ひめ乃のが、オレたちの方へとやってきた。

　顔には笑みが貼はり付つけられているけど、よく見ればその目は鷹のように鋭く尖とがり、輝いている。怖いよー。

　姫乃はオレを押しのけるようにして、朱音と向い合う。

「仙せん堂どうくんは私の執事です。勝手に連れていかれては、何かあったときに困るのですが」

「あらぁ？　でも、シツジくんは今一人で教室を出ようとしていたみたいだけれど？」

「ぐっ……い、今、声をかけようとしていたんですっ。ほらっ、仙堂くん。ちゃんとついてきてちょうだい」

　とオレに目を向けてくる姫乃。目が語っている。ツイテコナイトコロス。

　オレは二度三度と首を激しく縦に振った。

　すると姫乃はちょっと得意げに、

「分かったかしら？　朱音さんは一人で生徒会室でも行ったらいかが？」

　はぁ……また始まったぞ、姉妹喧げん嘩かが。

　今度もまた、じゃれ合いじゃ済みそうにない。

「でも、シツジくんはわたしと食事する方が喜ぶと思うわよ」

「ふん、今断られてたじゃない……ですわ」

「あなたがこうやって突っかかってくるのが鬱うつ陶とうしかったからじゃないかしら？」

「そんなことない！　……ですわ」

　姫ひめ乃のの口調がなんかアヤシゲになってきた。

　よく見ると、笑みを浮かべた唇の端はしがピクピク震えてるし。

　下手すると、おとといの夜みたいに魔法を使い出しかねないぞこのお嬢様。

　朱あか音ね会長はそれを分かってるのか分かってないのか、煽あおるのをやめようとしない。

「まあ、姫乃がなんと言おうと、先に声をかけたのはわたしだから。ね、シツジくん？」

　と、再びオレの腕に胸を押し付けてくる。

　感触を楽しみたいけど、それどころじゃない！

「！　このバカ牛いい加減に──」

「まあまあまあ！」

　ぶわっとゆるふわウェーブの金髪を逆立てる勢いで姫乃が上げた声を、オレは遮さえぎる。

「だったらみんなで食堂で食べようぜ！　な！　な！」

　オレは姫乃と朱音を交互に見て、押し切るように言う。

　冗談じゃないぜ。こんな衆人環視の中で魔法使われたりしたらたまらん。

　ぶんぶんとオーバーに両手を振り回すオレに、鬱陶しげな視線を向けてくる姫乃。

　けど、噴ふん火かしかけた火口はどうにか静まったようで、

「……はぁ。分かったわよ」

　と、ごく小声でちょっと気まずそうに呟く。

　そしてクルリと、様子をうかがっていたクラスメイトたちに向き直ったときには、姫乃は完かん璧ぺきお嬢様の微笑ほほえみを取り戻していた。

「──みなさん、朱音さんも昼食をご一緒していただいてもよろしいかしら？」

　もちろん、異存のある生徒なんかいるわけない。

　なにしろ学校が誇る二大お嬢様とお近づきになれるのだから。

　女子たちはキャアキャア言いながら姫乃と朱音を取り囲む。

　そして姫乃は朱音に、

「では、参りましょうか。朱音さん」

　優雅にそう告げるのだ。

　その見事な変身ぶりには、朱音ですらも少し引いていた。

　オレは安あん堵どの息を吐く。

　あの様子なら、そうそう素に戻ることはなさそうだ。

　あれだけ生徒に囲まれてたら、朱あか音ねも滅めつ多たなことはしないだろうし、大丈夫だろう。

　と、大勢の女子を引き連れて食堂へ向かう姫ひめ乃のと朱音を見て思った。

　……あれ？　『みんなで』ってオレは含まれてないの？　ねえ？



　　　　　●



　オレは結局売店のパンを一人で食べた。

　しかも時間が経たってたので、微妙な商品しか残ってなかった。

　まあしかし、食事を終えて戻ってきた姫乃たちを見たところ、食堂では問題は起こらなかったようなので、オレの努力も報われたわけだ。たくあんサンドとかいう、普段なら見向きもしないパンも味わえたことだし、良しとしよう（味についてはノーコメント）。

　そのあとは特に問題が起こることもなく、放課後を迎えることができた。



　で、今は、家へ向かう下り坂を、姫乃と二人で歩いてるところ。

　朱音会長は、生徒会の仕事があるそうだ。

　魔法使いをやって、生徒会長もやって、あの人も大変だな。

「…………」

「…………」

　オレも姫乃も、さっきから一言も口をきいていない。

　しかも、ただ沈黙してるっていうんじゃなくて、お互い相手の顔をチラチラ覗のぞき見みたりして、すごく落ち着かない。

　なんでかっていうと、姫乃がオレに何かを言いたそうにしてるのだ。

　すぐに「どうかしたのか？」とでも訊きけばよかったんだろうけど、まさかこんなに長時間言い出せないでいるとは思わないだろ？

　学校を出てからだから、かれこれ十五分くらい。

　もうすぐ家についちゃうんだけど。

　……ひょっとして、これはあれだろうか。何かを言いたいんじゃなくて、トイレに行きたいだけだったりするんだろうか。

　なんて思い始めたところで。

「あ、あの、ね……」

　と、ようやく姫乃が口を開いた。

　オレは思わず身構える。

「ど、どうした……？」

　答える声にも、どことなくぎこちなさが漏れる。

　いったい何を言われるのだろう。「好きです」か？　まさか、あり得ないな。「お前を殺す」か？　あり得なくない。けど身に覚えはない。「魔法の実験台になってほしい」……これだ！　めちゃくちゃありそう！

　しかし、姫ひめ乃のが口にした言葉は、

「……あ、ありがと」

「──へ？」

　オレは、意外すぎるその発言に耳を疑う。

　姫乃がオレに礼を言った？　聞き間違いか？

　しかし、姫乃は顔を地面に向けたまま、

「だ、だからっ！　ありがとっ、って、言ってるの……！　お昼の、あれ……私、もう少しでクラスのみんなに……だから、……助かったわ……」

　そう、つっかえながらも一気にまくし立てた。

　言葉不足だけど、言いたいことは分かった。

　昼休み、朱あか音ねに対して素を出しかけたのを止めたことに礼を言ってるのだ。

　オレとしては、魔法を使われたらマズい、くらいのつもりだったんだけどな。

「ああ……うん、まあ、大したことじゃないよ」

　なので、そんな曖あい昧まいな返事をしておく。

　けど……こうしてわざわざ礼を言ってくるってことは、それだけ姫乃にとっては「完かん璧ぺきお嬢様」として振る舞うことが大事なことなんだろう。

　どうしてそこまで？　と思わなくもない。

　そんな疑問があったからだろう。

　オレの口からはほとんど意識しないまま、

「別にあのまま会長と喧けん嘩かしても、良かったと思うけどな」

　そんな言葉が出てきた。

　もちろん、魔法を使わなければ、だけどな。

「だ、駄目よ！　ぜったい駄目！」

　すると姫乃は、驚くほど激しく否定してきた。

　まるで、そうしなければ、自分の大切な何かが失われてしまうとでもいうように。

「なんでだ？　まあ確かに最初はみんなビックリするだろうけどさ……オレから見ると、こっちのほうが自然だって思っちゃうんだよ」

「そんなっ！　そんな、こと……」

「そんなことあるよ。なんていうか、ああいうときのお前と会長って、姉妹みたいに見える。仲良しってわけじゃないけど、本音をぶつけられる相手、みたいなさ。不本意かもしんないけど、兄弟いないオレからしたら、ちょっと羨うらやましいくらいだ」

「姉妹って……！　あんなのが妹とか……冗談じゃ…………っ」

　なんて言いつつ、姫ひめ乃のは満更でもなさそうな顔だ。

　どうでもいいけど、どう考えても妹はお前のほうだろ……。

「それに」とオレは続ける。「少なくともオレは、教室より、今の姫乃のほうがいいと思うし、話しやすい」

「っ!?」

　ボフン、と湯気を噴き出しそうなほどに顔を赤くする姫乃。

　ん？　なんだ？　そんなに照れるようなこと言ったか？

「あ、あああんたっ今姫乃って……呼び捨て……！」

　なんだそっちか。

「あ、ごめん。つい……。やっぱ執事がお嬢様を呼び捨てはマズいよな」

「……っ」

　ブンブンと。

　驚いたことに、姫乃は首を左右に激しく振ってきた。

　それから、ＵＦＯでも探してるのかっていうくらい、あさっての方向を見ながら、

「あ、あんたが、そのほうが呼びやすいっていうなら……べつに、いい……」



    

  
    
      



    

  
    
      

「…………」

　……えっと。

　どうしよう。なんか今姫ひめ乃のに、子供や小動物に感じるのとはちょっと別種の何かを、感じてしまった。

　夕ゆう陽ひに照らされてキラキラ輝く、ゆるふわウェーブの金髪。

　その下で、赤く染まった顔がこっちを向いて──。

「──お腹なかが空いたわ。今日の夕食はなに？」

　あっという間にいつもの表情に戻って、姫乃は言った。

　顔が赤いのは夕陽のせいだったみたいで、表情もどこか偉そうないつもの姫乃だった。

　どうやら今のは、黄たそ昏がれ時どきの幻だったらしい。

　オレは苦笑しつつ、夕飯の候補をいくつか口にする。



　　　　　●



「はぁ……」

　溜ため息いきをこぼしながら、オレは自分の部屋に戻った。

　夕飯でも、姫乃と朱あか音ねは一いつ触しよく即そく発はつな雰囲気だった。

　最初は姉妹喧げん嘩かみたいな、むしろほのぼのするくらいのやり取りなんだけど、油断して放っておくと、あっという間に魔法バトルに突入しそうになる。で、オレが慌てて止めに入る。その繰り返しだ。

　こんな生活が続けば、オレは疲労と心労で倒れてしまう。なんとかしなきゃ。

　が、有効な対策は思いつかない。

　ふたりを追い出すわけにもいかない。どちらも、家主である親父おやじに許可を取って住んでいるのだ。それに、追い出したところで、ふたりが「執事になれ」と迫ってくるのは変わらない気もする。

　じゃあいっそ、本契約とやらを結んで執事バトラーになってしまうか？

　しかし……姫乃と朱音どっちかと本契約を結んでも、結局もう一人に迫られるのは変わらない気がする……。「あいつとの契約は解除して私の執事になりなさい！」とか。

　それに……。

　オレは昨日見た、空き教室で蠢うごめいていた魔物の群れを思い出す。あんなものとはできるだけ関かかわらずにいたい。

　魔力を使われるたびに熱を帯びる魔法紋だって止めてほしい。「くっ……オレの右手が疼うずく……っ！」とか冗談言う余裕なんかないんだぜ。実際に疼いたら、気味が悪くてそれどころじゃないんだ。

　なんてことを考えてると、

「シツジくん、ちょっといいかしら」

　ノックの音と共に、そんな声が廊下からする。

　朱あか音ね会長の声だ。

「どうぞ……い、いや待て！」

　オレは嫌な予感がして、慌てて扉に駆かけ寄よりノブを押さえる。

「入る前に確認させろっ。なんの用だ？」

「あらあら、ずいぶん用心深いのね。そういうの、嫌いじゃないけど」

「そりゃ用心深くもなるさ。あんた、隙すきあれば魔法紋をくっつけて、本契約結ぼうとしてただろ」

「へえ、気づいてたの」

「当たり前だっ」

　今日の朝もそうだし、昼休みもそうだ。他にも何度か、会うたびに会長はオレの腕を取り、胸を押し付けてきた。アレは嬉し……じゃなくて、危険だ。本契約だろうと怪しげな入会手続きだろうと結んでいいような気分になってしまう。

「安心してちょうだい」

　と朱音は言う。

「執事のあなたに頼みたい仕事があるだけ」

「…………分かった」

　オレは警戒しつつも扉を開く。



　下着姿の朱音が立っていた。



　うひょお！　なんのご褒美ですか！　……じゃないっ。

「──騙だましたなぁ!!」

「人聞きの悪いことを言わないで。あなたに頼みたい仕事があるのは本当よ？」

　下着で頼みに来るってどんな仕事だよ！　かなり興味あるよ！

「ふふ。それじゃお邪魔するわね」

　するり、と部屋に入ってくる朱音。

　下着の色は黒。しかもガーターベルト付き。

　この人ほど黒い下着とガーターベルトが似合う女子高生をオレは他に知らない。

　セクシーすぎる。

　揺れ動く巨乳が、特殊な引力でも発しているかのように、オレの視線を吸い寄せる。

「実はね、これを着せて欲しいの」

　と朱あか音ねは手にしていたものをオレに押し付けてくる。

　パジャマだった。

　下着のセクシーさとは裏腹に、ティーシャツタイプの、ごく普通のパジャマだ。

「……こんなもん、自分で着れるだろ」

「ちょっとキツいのよ。着ちゃえば楽なのだけど」

　言いながら、背を反そって胸を強調してくる朱音会長。

　……あーまったくけしからんおっぱいですね！

「ね、いいでしょ？」

「……分かったよ」

　そうでもしないと出ていかなそうだし。

　……別に、黒下着に包まれたおっぱいをもっと見たいとかじゃないぞ！

　オレは渡されたパジャマを広げ、会長に向き直る。

「じゃあ腕上げて──」

「はぁい」

　──ムリムリムリムリやっぱムリ！

　だって腕の動きに合わせて胸がたゆんって揺れるんだぜ！　あと知らなかったけど、腋わきから横乳にかけてのラインってめちゃくちゃエロいのな。いいもの見たわ！

　じゃなくて！

「あら、着せてくれないの？」

　朱音が急かしてくるけど、オレは首を横に振る。

　このままでは理性が壊滅してしまう。

「……そう、分かったわ」

　朱音会長は溜ため息いきをつく。諦あきらめてくれたか──

「着せるのではなくて、脱がせたいのね、シツジくんは」

「なんでそうなるっ!?」

　確かにそれは否定できませんけど！

「本契約を結んでくれたら、下着の着替えも執事の仕事として手伝ってもらうわ」

「そういうことかよっ」

　今さらながら、オレは会長の策略にハマったことに気づいた。

　ギリギリまでオレの欲望を刺激して、際どいところでサービス終了。

　くそっ、純情な男心を弄もてあそびやがって。

　そう思いながらも、オレの気持ちは揺れ動く。

　目の前で黒い布に包まれた魅惑の果実。

　これを直に拝めるなら、もう執事にくらいなったっていいんじゃないか……？

　……いやいやいや！

　残された理性を総動員して、オレは自分の身体を会長から引き離す。

　しかし会長はベッドの上を渡り、迫ってくる。巨乳が！　巨乳が！

　オレはなるべくそれを見ないようにしながら逃げる。

　……たぶん、それがいけなかったんだろう。

　足元に落ちていたかけ布団に足をとられて、オレはバランスを崩す。

「うわっ！」

　定番といえば定番だが、まさか現実にこんなことが起こるものだとは思わなかった。

　オレは会長を巻き込むようにしてベッドに倒れこんで、思わず伸ばした手が、むにゅりと柔らかい感触のするものをつかんでいた。

　何か、なんて言うまでもないだろう。

　でもあえて言わせて！

　おっぱい！　巨乳！　朱あか音ね会長のあの魅惑的な双丘の片方に、オレはこの手で触れてしまった！

　が……しかし。

「──ひゃぁ!?」

　直後、響いた声に、オレはびっくりして、その感触をろくに味わいもしないうちに手を引っ込めてしまった。



    

  
    
      



    

  
    
      

　えっと……今の、会長の声？

　見れば、朱あか音ね会長はオレの下で、ベッドに仰あお向むけに横たわり、顔を真っ赤にしていた。

　え、何その反応？　意外すぎる。

　一瞬、オレと会長の間に、妙な沈黙が流れる。

「──あらあら、シツジくんたら、ケダモノなのね。いいのよ？　あなたがわたしの執事になってくれるのなら、したいことをしても、ね？」

　会長はすぐにいつもの余裕を取り戻し、そんなことを言ってきた。

　けど、声が若干こわばってる。

　もしかして、会長って実はけっこう…………。

　ちょっと気になったけど、かといってこの状況というか体勢はマズい。

　なので、

「い、いや、今のはわざとじゃなくて──」

　なんて言いながら起き上がろうとする。

　と、そこへ。

　まるでタイミングを見計らったかのように。



「ねえシツジ、お願いがあるんだけど。今度体育の授業でやるダンスの練習を手伝ってほしいの。大したことじゃないわ。手をつないでステップを踏むだけの簡単なお仕事──」



　お前もかよ！

　あからさまに罠わなすぎるだろ！　本契約結ぶ気満々じゃねえか！

　しかし、部屋に飛び込んできた姫ひめ乃のは、オレたちの状態を見て凍りつく。

　すぐに目をつり上げて声を荒らげた。

「──な、な、何やってんのよ！　この発情期シツジ！　ちょっと目を離したら自分の部屋に女引きこんで、そういうことするんだ！」

「会長が無理やり入ってきたんだよ！」

「あらぁ、シツジくんがドアを開けて招き入れてくれたじゃない？」

「あんたが下着姿だとは思わなかったからな！」

「それに大胆に押し倒してきて……」

「これは事故だろ！」

　姫乃が、ゴゴゴゴゴという効果音が聞こえてきそうな形相で睨にらんでくる。

「……はっきりさせましょう。シツジが脱がせたの？　朱音が脱いだの？」

「わたしが脱いだのよ」

　朱あか音ね会長は案外あっさりと自分の犯行を認める。

　彼女はオレに背を向け、姫ひめ乃のに向き直る。ぷるん、としたおしりが目に入ってオレは慌てて顔を逸そらす。巨乳相手じゃなきゃ、オレにもこの程度の自制心はあるんだぜ。

　姫乃が朱音に言う。

「いいかげんにしなさいよこの牛女。あんた身体で迫るしか能がないの？　痴女なの？」

「うふふ。自分にないものを相手が持っているからって、欠点みたいに言うのはみっともないわよ平原娘」

「ぐっ……あのね！　前から気になってたんだけど、その言い方やめてよね！　そんなに平らじゃないわよっ」

「あら、そうなの？　服の上からだとまったくの更地にしか見えないわよ？　ねえシツジくん？」

「え!?　いや、その……」

　オレに振らないで欲しい。えーとその、明言は控えさせてもらおう。

「このアホ毛シツジ！」

　おい、アホ毛は関係ないだろ。

「ふふ、悔しかったらあなたも同じ格好をしてみたらどう？」

「っ！　……はぁ？　するわけないでしょ、そんな破は廉れん恥ちな──」

「なんて言って、その大平原を晒さらすのが恥ずかしいのね。悪かったわ。お詫わびに今度豊胸手術の割引券をプレゼントしてあげる」

「いらないわよ！　いいわ、だったら見せてあげる──」

「わーやめろやめろ！」

　この流れで脱ぐか普通？　やっぱアホなのかこいつは？

　オレは姫乃を止めようとするが間に合わない。

　姫乃はあっという間に着ていたシャツとズボンを脱ぎ捨てる。

「──ほら、どう！」

　と下着姿で胸をはる姫乃。

　どう、と言われてもなぁ……。

　何度か見てるけど、残念なボリュームであることに変化はない。

　巨乳の女神である朱音会長と並ばれると、その差は歴然だ。

「うふふ。さあ、どうかしらシツジくん。この真っ平ら娘とわたし、どちらが魅力的？」

「だからオレに振らないでくれ！」

　くそ。この人、初めからこうして比較させるのが目的だったのか？　だとしたら大成功だ。下着姿になったことで、よりくっきりと明暗が分かれた感じ。

　オレは会長の質問に答えるなんて愚を犯したりはしなかった。なのに、

「このバカシツジ！」

　と姫ひめ乃のが睨にらんでくる。

　どうやら残念な気分が表情に出てしまったらしい。

　おかしいな、ポーカーフェイスを保っていたはずなのに。

　オレは頑張ってフォローする。

「い、いや待て姫乃。お前のそれはそれで悪くないって。ほら、細い手足や白い肌が人形みたいで可愛かわいいじゃないか！　あと、えっと……手におさまるくらいのサイズも、ちゃんと需要があると思う、ぞ……？」

　後半はちょっと自信がなかった。

　小さいほうがいい男子なんて実在するの？　ネタじゃないの？

　とにかくオレは頑張ったんだけど、姫乃にはいまいち伝わらなかった。

　彼女は顔をしかめ、

「なんかキモ……」

　こいつっ……人がせっかく気を遣ってやったのに！

「……っていうかなんで私バカシツジの前でこんな格好してるの!?　意味分からない！」

　いや、お前さっき自分で脱いでたじゃないかよ。

　朱あか音ねが得意げに言う。

「これでシツジくんがどっちを選ぶかは決まったようなものね」

「くっ……あんた、まさか最初からそれを狙ねらって……」

　いやいや、いくらオレでも下着姿見てどっちの執事になるか決めたりなんかしねえから……ホントだよ？

「もう我慢できないわ！」

　と姫乃が叫ぶ。

「もう出てってよ！　あんた、ここに住まなきゃいけない理由なんてないでしょう!?」

「イヤよ。わたしだってちゃんと許可を取っているもの」

「だったら実力行使よ！　窓からふっ飛ばしてあげるわ！」

　姫乃は腕を伸ばし、手のひらを朱音に向けた。魔法を使う構えだ。

「あらあら、理屈で勝てないからって力に訴えるなんて、体型だけじゃなくて頭の中身までお子様なのかしら？」

「その減らず口、恥ずかしい格好で路上に放ほうり出だされても叩たたいていられるかしらね？」

「冗談がキツいわ。あなたこそ、そのミニマムサイズの布切れを燃やされないように気をつけるのね」

　と朱音まで手を構える。

「ちょっと待てお前ら！」

　オレは慌てて二人を止めようとする。

　この間の二人の戦いを思い出す。焼け焦げた壁。水浸しの床。切り裂かれた天井。オレの部屋をあんな惨状にされては困る。あと頼むから服を着てくれ。

　しかし、止めようにも二人はすでに魔法の発動を始めてしまった。

　オレの右手のひらと、左の二の腕の魔法紋が輝きを放ち、熱を帯びている。

「ぐっ!?」

　…………おかしい。

　前回はここまで激しくなかった。今回は熱どころか、痛みまで感じる。酸素不足に陥ったみたいに頭がクラクラして、立っていられない。オレは床に膝ひざをついた。

　幻覚だろうか。二つの魔法紋から轟ごう々ごうと何かが流れ出ていくのが見える……これが魔力ってやつだろうか。

　魔力は、一部は姫ひめ乃のや朱あか音ねの魔法紋へ向かっていくが、そのほとんどは、ヤカンから噴き出る水蒸気みたいに空気中に拡散していく。

　気のせいか、それに従ってオレの意識はどんどん遠のいて……。

「吹き飛べ！」

「喰らいなさい！」

　二人の声が聞こえる。

　いい加減にしろ……お前、ら……。

　駄目だ……。

　視界が一気に狭くなって、暗くなる。

　オレは上半身すら支えていられず、床の上に倒れた。

「っ！　シツジくん!?」

「ちょっと！　どうしたの？　大丈夫!?」

　二人が駆かけ寄よってくるのが分かった。

　身体を揺さぶられる感触。

「ちょっとシツジ！　しっかりしなさい！」

「駄目よ姫乃、動かしたら。それより、先生に電話を──」

「わ、わかったわ──」

　二人は一時休戦といった感じだ。

　よかった……家、壊されなくて…………。

　二人の不安げな顔が覗のぞきこんでくるのが見えたのを最後に。

　オレの視界は真っ暗に閉ざされた。



    

  
    
      


４　お嬢様の事情



　オレが倒れたおかげで、姫ひめ乃のと朱あか音ねの魔法バトルが休戦になった次の日。

　放課後、オレは姫乃に連れられて学校の保健室に向かっていた。

「会わせたい人がいるの」

　とのこと。

　なんでもその人は、この高校の養護教諭であると同時に、この地域で活動する退魔師プリーストをサポートする魔法使いでもあるらしい。

　ちなみに彼女（女性らしい）は姫乃と朱音の魔法使いとしての師匠にもあたり、二人は「先生」と呼んでいる。

　昨日、朱音が姫乃に「先生に電話を」と言ってたのも、その人のこと。

　彼女の指示でオレはベッドに寝かせられ、一晩眠ったことで、普通に登校できるくらいには回復できたのだ。

　オレが倒れたせいか、姫乃と朱音は今日はおとなしかった。

　今朝も、それから学校でも、無む茶ちやな要求をしてきたり執事バトラーになれと迫ってきたりしない。二人ともその辺の常識はあるようで助かった。

　昨日のアレは、どう考えても魔法紋が原因だ。

　身体から魔力が急激に抜けていった。そのせいであんなふうになったんだ。

　その「先生」も、それを診みたいからオレをこうして呼びつけたんだろう。

　そのせいか、今日の姫乃はなんだかテンションが低い。おまけに、階段のところで、

「大丈夫？　手貸そうか？」

　なんて言ってくる気の遣いよう。

　勘弁してくれ。そんなに具合悪そうに見えるのか？

　それとも、ひょっとしてオレ余命三ヶ月とかだったりするの？

「いや、大丈夫だ」

　オレは苦笑して、普通に階段を下りる。

　姫乃は安あん堵どするように息をはいて、そのあとについてきた。





「失礼します」

　ノックとともにそう言って、オレと姫乃は保健室に入る。

　清潔感に溢あふれる真っ白い室内。消毒薬の臭においが鼻をくすぐる。中学も高校も、保健室は似たようなものらしい。ただ、こっちのほうがベッドの数が少し多かった。あと、なんか広くてものが多い。

　ところで、養護教諭といえばお姉さんである。

　美人、セクシー、巨乳、白衣、谷間、ストッキング……そんな単語が自然と頭に浮かぶ職種である。いやホントだって。オレの中学校の保健室の先生はそうだったもん。まあ、オレが入学した一週間後に産休を取って、そのまま退職しちゃって、あとから入ったのは筋肉ダルマみたいな男の先生だったけど……。

　しかも姫ひめ乃のや、それに朱あか音ねの師匠だというのだから、ますます期待は高まる。

　オレは高鳴る心臓と荒くなる呼吸を頑張って抑えながら保健室を見回す。

　まだ見ぬ女神の姿を探し求める。

「……ちょっと、大丈夫？　なんか呼吸荒いけど」

　姫乃が心配して言ってくれる。ちょっと罪悪感。

　ごめん、これは魔法とは関係なくオレの不治の病なんだ！

　心の中で謝りつつオレはサーチを続ける。

　と。

「待ってたよ」

　ちょっと舌足らずな感じの声が、ベッドを仕切るカーテンの陰から聞こえた。

　おおう、いいね！

　オレは即座に、頭の中で彼女の姿をイメージする。

　優しくて、ちょっとドジなところもある、ほんわか系お姉さんってところかっ？

「きみが仙せん堂どう志し津つ二じくん、だね」

「あ、はい。そうです。はじめまして」

「うん、はじめまして。ワタシはここの保健医で、鷲わし塚づかニノという」

　と名乗りながら、ニノさんが姿を見せる。

　──お姉さんじゃなかった。

　といっても、お姉さんと呼ぶにはちょっと歳上だった、という意味ではない。

　逆である。

　現れたのは幼女だった。

　身長はどう見積もってもオレの半分以下だ。オレを見上げる顔はあどけない表情で、マルっとした黒目はどんぐり眼と称するのがふさわしい感じ。

「──子供じゃねえか！」

　オレは思わず叫んだ。

　いや、お姉さんじゃなくてガッカリしたとかじゃないぜ？　したけど。

　だっておかしいだろ、養護教諭が幼女って。

「失礼なことを言うな。ワタシは二十四歳だ」

「ウソ!?」

　信じられない。

　身長や、ストンとした体型はどう見てもいいとこ十歳だ。明るい茶色の髪をツーサイドアップにまとめているのも、オーバーオールを着ているのも、子供としか思えない。

　ついでに言うと、その上から白衣を羽は織おっているんだけど、サイズが合っていなくて、思いきり裾すそを引きずってる。

「……本当に二十四？」

「ああ──戸籍上はな」

「どういうことだよ！」

「くくく、世の中に手に入れる手段が存在しないものなどないのだよ、少年」

　と舌足らずな口調で危ないことを言ってくる幼女。

　えっと、なんだろうこれ。ドッキリ？

　オレは困惑気味に姫ひめ乃のを見る。

　が、姫乃は真面目まじめな顔をしている。廊下から「ドッキリ大成功」のプラカードを持って朱あか音ねが現れるなんて展開もなさそうだ。

「えっと……ホントにこの子が姫乃たちの、師匠？」

「ええ。賢者ワイズマンとも呼ばれる、世界で五本の指に入る天才魔法使いよ」



    

  
    
      



    

  
    
      

「マジかよ……」

　信じられない思いでオレは幼女──ニノを見る。

　ニノは妙に大人びた表情で、唇を片方だけ吊つり上あげながら、

「くく、煽おだてても何も出ないぞ──ポテチ食うか？」

　とデスクの引き出しから菓子袋を引っ張り出す。

　褒ほめられて喜んでる！　しかも引き出しの中お菓子だらけだ！

　やっぱり子供だろこいつ！

　本当に大丈夫なんだろうか、この人……ていうかこの子。

　ニノはそのまま姫ひめ乃のにポテチを押し付けると、

「さて──診察をするから、姫乃、お前はポテチでも食いながら教室で待っていろ」

「あ、えっと……」

　言われた姫乃はちょっと戸惑いがちに、

「私も、いちゃいけませんか？」

「駄目」

　ニノはやはり大人びた表情で、あっさりと答える。

「他の人間の干渉がない状態で診みたいからね」

「分かりました……」

　姫乃は師匠の言葉におとなしく従い、ポテチ袋を抱えて出ていった。

　ぱたん、とドアが閉じられる。

　ニノはそのドアをしばらく見つめたあと、ポツリと言った。

「……どうやら姫乃は、随分ときみを気に入っているようだね、少年」

「へ？　まあ、そりゃ魔力の供給源として有用なんだろうから……」

　あと、お世話係、兼料理人、兼雑用としても。

　そう言うと、ニノは苦笑して、

「そういう意味じゃないんだけど……まあいい」

　とデスク前の椅い子すに座る。

　表情は妙に大人びてるくせに、足が床につかないあたりが子供だ。

「きみも座りたまえ」

「あ、うん」

　言われて、オレも向かいの椅子に腰を下ろす。

「えっと……診察って、何するんだ？」

　とオレは問う。

　姫乃は敬語だったが、オレは別にこの人の弟子ってわけでもないし、普通に子供と話すような感じでいいだろう。

　ニノも、気にしたふうもなく普通に答える。

「緊張することはないよ。ちょっとした健康診断といったところだ」

「健康診断って……血圧測ったりとか、聴診器当てたりとか？」

「──きみはワタシのような外見の女性にそういうことをされると嬉うれしいのか？」

　白い目をされた。

「嬉しくねえよ！　どっちかっていうと逆だ逆！」

　オレはお姉さんが好きなの！　幼女とかあり得ないから！

「逆──そういうことを子供にするのが好き……」

「そっちの逆じゃねえよ！」

「そっちじゃない……？　健康診断の逆……不健康……怪け我が……苦痛……ハードＳＭか」

「どんだけ飛ひ躍やくしてんだよ！　お前わざと言ってるだろ！」

「ふむ……診断終わり」

「──へ？」

　突然のニノの言葉に、オレはポカンとする。

　幼女はニヤリと笑みを浮かべ、白衣の裾すそに隠れた手でクルクルと周りを指さす。

「この部屋は、ワタシが構築した魔法回路精査のための術式で覆おおわれている。一分もあれば、人間の体内の魔力の状態も解析できるんだ」

　言いながら、彼女はオーバーオールのポケットから細長い紙切れを取り出す。御お札ふだみたいな感じで、表面にビッシリとよく分からない模様が描かれている。

「これは一回きりで使い捨ての、術式符マークスと呼ばれるものだが──こういう術式が壁や天井や床に書いてあるんだ」

「じゃあ今の会話は？」

「うん。わざときみが大声を出すようなことを言って、テンションを上げさせた。魔力というのは、人間の感情と深く結びついているものだからね。ああすると、魔力の流れがより分かりやすくなるのだよ。Ｘ線撮影のときのバリウムみたいなものだ」

「…………」

　普通だったら、とても信じられないところだ。

　けど、ニノの態度は疑いを持ちようがないほど自信たっぷりだった。子供の無根拠な自信じゃなくて、自分がどの程度の能力を持ってるのかハッキリ理解した上での自信──そんな雰囲気を、目の前の幼女は発していた。

　魔法使いの戦術の基本だと姫ひめ乃のが言ってた騙しフエイク。

　それを見せつけられた気分だ。

　っていうか……。

「あの、ちょっと疑問なんだけど」

「なんだい」

「お前がいたら、姫ひめ乃のと朱あか音ね会長、この学校にいなくてもよくない？」

　あのふたりは、この学校近辺に魔物が発生しやすいから入学したらしい。

　けど、ニノがこんな凄い魔法使いなら、一人でその仕事を請け負えるんじゃないか？

　そんな当然の疑問だったけど、ニノは笑いながら首を横に振った。

「いやいや、それは無理だ。ワタシは魔物退治なんかできないからね」

「え？」

「魔法使いにも色々と種類があるんだよ。ワタシは錬金術師アルケミスト、いわば研究職ってやつだ。攻撃魔法はほとんど使えない」

「へ……そう、なんだ」

「そうなのだよ、少年」

「でも……あのふたりの師匠なんだろ」

「師匠といっても、魔法理論の基礎と心構えを教えただけさ。まあ、基本は一番重要とも言えるけどね。攻撃魔法やら何やら、戦うための技術を教えたのは、ふたりの祖父だ」

「祖父……」

「現在の鷹たか宮みや家当主さ。とっくに百歳を超えたが、いっこうにくたばる気配がないね、あの老いぼれは」

　口では辛しん辣らつなことを言うが、ニノの表情はどこか楽しそうだった。

　親しい間柄なのかもしれない。

「あの爺じいさんは物分りが良くて好きだよ。息子と違って、本家だの分家だのとうるさいことは言わないし。よそ者のワタシにも便宜をはかってくれるしね」

「ふーん……」

　さすが、各方面に影響力を持つ名家、鷹宮家だ。

　色々とゴタゴタがあるらしい。

「息子って言うと、姫乃か朱音の父親ってことか」

　オレは何気なく言う。

　するとニノは怪け訝げんそうな顔をして、

「もちろん、朱音のほうだよ。次期当主の鷹宮清せい十じゆう郎ろうだ。ワタシはあいつは嫌いだね」

　ふん、とどこか子供らしく鼻を鳴らすニノ。

　オレは思わず苦笑する。

　朱音の父親か。まさか朱音が姫乃の胸をからかうみたいに、分家をからかったりするのだろうか……そんなわけないか。

「鷹宮の分家の人間ってのはどこにいるんだ？　やっぱりこの学校に通ってんのか」

　さらに何気なく問う。

　オレとしては、べつに探りを入れるような気持ちがあったわけじゃない。

　ただ、会話の流れでそう口にしただけだ。

　けど、ニノはますます怪け訝げんそうな顔になり、

「何を言ってるんだ、少年。分家というのは、姫ひめ乃ののことじゃないか」

「…………え？」

　なんだそれ。

　そんな話知らないぞ？

　オレの表情からそのことを悟ったらしい。ニノはしまったという顔をして、

「──余計なことを言ってしまったみたいだな。忘れてくれ」

「…………」

　忘れられるわけがない。

　けど、ニノの顔には「何も訊きくな」って言葉がアリアリと浮かんでて、オレは何も言えなかった。

「──本題に戻ろう」

　気まずい空気を断ち切るように、ニノはパンと手を叩たたいた。

「きみの診断結果だが──正直に言おう」

　とそう言って、彼女はその事実を告げた。



「このままだときみは、あと数ヶ月で死ぬことになる」



「え？　…………え？」

　なんだって？　死……？

　ニノはオレの動揺に構わず説明を続けてくる。

「きみの魔力量は本当に多い。普通の人間の千倍といったところだろう。あまりに多いために、転写された魔法紋からどんどん溢あふれ出てしまっているのが現状だ。普通なら、主人である魔法使いの意思なしに、勝手に魔力が魔法紋から出ることはないんだけどね」

「…………」

　オレは、昨日の夜、気絶する直前に見た光景を思い出す。

　ふたつの魔法紋から流れ出ていく魔力。あれはやっぱり幻覚じゃなかったんだ。

「多量の魔力を持って育ったきみの身体は、その状態で最適化されている。多少の増減は問題ないが、今のように常に魔法紋から溢れ出していては、いずれ身体はバランスを崩すことになる」

　昨日の、貧血のような感覚。

「魔力は『もう一つの空気』とも言われる。空気がなければ人は死んでしまう。同様に、魔力がなくても人は死ぬんだ。今のきみは、穴の開いた宇宙船にいるようなものだ。早く穴を塞ふさがなければ、息ができなくなるよ」

「穴を塞ぐ……つまり、魔法紋を消すってことか？」

「それか、執事バトラーとしての本契約を結んでしまうか、だね。正式に執事となれば、主人の魔法紋との間に強固なつながりができるから、魔力の無駄な流出は制御される」

「…………」

「ああ、そうだ。一応フォローしておくけど」とニノは、いつの間にか引き出しから取り出したポッキーを口にくわえながら言う。

「きみの魔力が溢あふれ出したのは魔法紋がきっかけだが、そうでなくてもいずれ同じことが起こっていたぞ。その魔力量だと、身体が耐たえ切れなくなっていたはずだ。だから姫ひめ乃のと朱あか音ねを恨うらんだりはしないでやってくれよ。むしろ、おかげでワタシの診察を受けられたのだから、幸運だったわけだ」

「そうか……」

　オレはうなずくけど、とてもラッキーとは思えなかった。

「そう辛しん気き臭くさい顔をするなよ、少年。心配しなくても、アフターケアはワタシがしっかりと請け負ってあげるよ」

「え？」

「ワタシのお勧めは、姫乃と朱音に事情を話して魔法紋を消してもらう──つまり、執事としての仮契約も解除してもらうことだ。そのあとは、ワタシがきみの身体をチェックして、魔力を完全に調整する術式を組み立てる。そうだな……一年後くらいには、きみは魔法使いの世界ときっぱり縁を切ることができるだろう」

「それってつまり、姫乃たちとも縁を切れってことか？」

「一般人が魔法使いと関かかわっても、いいことなどないからね。きみが、どんな目に遭あってでもどちらかの執事としてついていくと決心しているのなら話は別だけど」

「……どんな目にも、って」

　そんな決心、あるはずがない。

　魔物退治なんかごめんだと、ずっと思っているのだ。

「めったにないことだが、魔物との戦いで死者が出ることもある。事実、五年前に災害規模の魔物が発生したときがそうだった。もっともあのときに亡くなったのは執事ではなく魔法使いだが……」

「…………」

　やっぱりそうなのか。

　それほど危険な仕事なのか、魔物退治っていうのは。

　と、そこでオレは気づく。

　姫ひめ乃のはオレに、魔物について教えてくれたけど、それを倒す退魔師プリーストとその執事が、どんな危険に晒さらされるかは話していない。

　おとといも、ちょっとした害虫駆除みたいなノリで魔物を滅してみせた。

　言い忘れただけなのか？

　それとも……わざとだったのか？

「まだ時間はある。きみの身体が本格的に変調をきたすのは、早くても一ヶ月後といったところだ。それまでに態度を決めてほしい。ま、身を引いてくれるとワタシとしてはありがたいけどね」

「……そう思うなら、適当に理由をでっち上げて、オレが執事バトラーに向いてない体質だとか言えば早かったんじゃないか？　オレはそれを信じるしかないし、あのふたりだって師匠の言うことなら信用するだろ？」

「ふむ……」

　ポッキーを食べ終えたニノは、次はとんがりコーンを取り出した。

　だるだるの白衣の裾すそをまくって小さい手を出し、指に一本一本コーンを乗せていく。

「ところがきみは執事として──つまり、魔力供給源としてはこの上なく優秀だ。むしろワタシが研究対象にしたいくらいだよ。なぜそれほどの魔力を保有する個体が生まれたのか……くく、実に興味深い」

　褒ほめられているのかなんなのか微妙なところだな……。

「いや……だとしても、そんなの言わなきゃ分らないだろ？　フェイクは魔法使いの得意技だって聞いたぜ？」

「いやいや、少年」

　と首を振るニノ。

「戦術で騙すのフエイクと信頼を裏切るのは、全く別の行為だよ。前者は取り返しがつくけど、後者は取り返しがつかないんだ」

　幼女がとんがりコーンを三つ重ねた人差し指を突きつけて言ってくるようなセリフじゃなかった。



　そのあと、ニノがケータイで姫乃を呼んだ。

　魔法で通信、みたいな便利なものはないらしい。

　オレが頼んでおいたので、ニノはオレの体調不良の本当の理由は告げず、「慣れない魔力消費による貧血みたいなもの。しばらくしたら体調も安定するだろうから、それまでシツジの魔力は使用禁止」と話してくれた。

　姫乃は、

「そう、ですか……」

　とどこかホッとしたような様子で答えていた。

　心配してくれていたのだろうか？

　……魔法使いの執事になるのが危険だってことを黙ってたくせに？

　どうしても、その考えがオレの頭を離れなかった。
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　家へ向かう下り坂。

　昨日以上に気まずい沈黙が、オレと姫ひめ乃のの間には流れていた。

　そう感じるのは、オレ自身が姫乃に言えないことがあるせいかもしれない。

　姫乃はオレに隠しごとをしてる。

　鷹たか宮みやの分家について。

　魔法使いの執事という仕事の危険について。

　もしかしたら姫乃自身は、どっちも言うまでもないって思ってるのかもしれない。

　けど、ニノからその話の片へん鱗りんを聞いてしまった今じゃ、オレにはそれは不信感を生むものでしかない。

　オレは、少し前を歩く姫乃の、揺れる金髪を眺める。

　昨日、ここを歩いてたときの気まずさは、姫乃のお礼の言葉で消え去った。

　今日は、オレが沈黙を破れば、さらに気まずさが増すことは間違いない。

　でも、かといってこのまま放置しておくわけにもいかない。

　別に、オレに姫乃の──鷹宮家の事情を知る義理はないし、権利だってない。

　魔物退治が危険だってことだって、本当ならどうだっていいんだ。

　オレは、魔法使いの執事バトラーになる気なんてないんだから。

　このままじゃ死ぬっていうなら、さっさと仮契約を解除して、姫乃と朱あか音ねには家を出ていってもらえばいい。

　それで、ニノの言うとおり、魔法使いの世界ときっぱり縁を切れば、一件落着だ。

　けど──オレはなぜかそれで済ましたくなかった。

　姫乃に問いただして、隠してること、黙ってることをちゃんと話して欲しかった。

　なんでだろう？

　腹を立ててるのかもしれない。

　昨日はちょっとだけ近づいたような気がしたお嬢様に、また突き放されたみたいな気分になってしまって。

「なあ……」

「ねえ……」

　と、ほとんど家の前まできたとき、オレがようやく声をかけたのと同時。

　姫ひめ乃のもこちらをちょっと振り返り気味に、言ってきた。

「な、なんだ。どうした？」

「あんたこそ、何よ」

「……い、いや、オレのほうは大したことじゃないから。先に言えよ」

「はぁ？　あんたが先に話しかけてきたんだから、あんたが先でしょう？」

「そんなことねえよ。姫乃のほうが先だった」

「あんたのほうが先よ！」

　ああ、もう、何やってんだ。

　オレたちはよく分からない張り合いをしつつ、家の玄関をくぐる。

　あとから考えてみると、姫乃もオレと同じように、話しづらいことを話そうとしてたから、自分から先に言うのが嫌だったんだろうな。



　で、玄関をくぐると、意外な匂いが漂ただよってきて、オレたちの言い合いは中断された。

「……これは？」

「肉じゃが、だな……」

　キッチンのほうから、食欲をそそる匂いが漂ってくる。

　一体誰だれが？

　オレと姫乃は顔を見合わせつつ、キッチンへ向かった。

「おかえりなさい、シツジくん。遅かったのね」

　朱あか音ね会長がエプロンを付けて料理をしていた。

　裸エプロンで。

「ちょっと待てええええ！」

　こっちに向かって来ようとする彼女を慌てて止め、オレは廊下まで一気に後退する。

　ヤバいヤバいヤバい。破壊力高すぎ。

　だってアレですよ、白いフリル付きエプロンしか着てないんですよこの人。

　肩や胸の谷間は丸見えだし、太もも露あらわだし。ちょっと横向きになるだけで、ふにっと軽く押さえつけられた横乳がこんにちわですよ。

　しかも胸が大きいせいか、適正サイズのはずのエプロンがちょっと短くなっちゃって、下のラインがぎりっぎりなんだよ。ちょっと動いただけで見えそう。何がって？　言えるかんなもん！

　長時間直視しているといろんな意味で石になってしまいそうなので目を逸そらすオレに、朱音はお玉片手に言ってくる。

「あらん、どうしたのシツジくん？　せっかくあなたのためにこんな格好で待っていたんだから、ちゃんと見てほしいわ」

「見た！　似合う！　服着ろ！」

「もうっ、適当ね。もっとちゃんと、舐なめるように見てほしいわ。むしろ舐めて欲しいくらいだわ」

　ウッソまじで!?　裸エプロン巨乳ペロペロとか最高だぜ！　って本能が叫ぶけど負けるな理性。

「ほらほらどう？　後ろはこんな感じなのよ」

　と背中を向けてくる朱あか音ね。

　後ろなら胸が見えないから大丈夫……と油断したのが間違っていた。

「ぐはっ！」

　また新たな破壊力がオレを襲う。

　エプロンをとめる紐しかない背中側は、正面以上に露出が高い。形よく反そった背骨のライン。キュッとすぼまったウエスト。そしてプリっとしたおしり……強烈な刺激でオレの理性を破壊しようとしてくる。もう壊滅寸前ですよ！

「いい加減にしろこの視姦シツジ！」

　すぱこん、と頭を叩たたかれて、オレは我に返る。

　見れば、スリッパを握りつぶすように持った姫ひめ乃のが、朱音を睨にらみつけている。

「どういうつもりよこの牛痴女」

「うふふ、どこかの平原娘と違って、わたしは料理もできるってことをシツジくんにアピールしようと思ったのよ」

「なんで執事がいるのに料理を作る必要があるのよ。あとなんで裸なの？　脳みそが常夏なの？」

「毎日三人分の食事を作るなんて大変じゃない。シツジくんだって、炊事も掃除も何もしない駄胸娘より、おいしい料理を作れるセクシーな女の子のほうが喜ぶわ」

「駄胸言うな！　あと自分でセクシーとか自信過剰にもほどがあるわよ！」

「でも事実でしょう？　ねえシツジくん？」

　うぉーい！　だからオレに振るなっての！

「……ん、まあ」

　としかしオレは曖あい昧まいに頷うなずく。

「や、でも別にオレ、家事が嫌いなわけじゃないし、無理にしなくても……」

「分かったわよ！」

　と叫ぶ姫乃は、オレの話を全然聞いてない。

「待ってなさい！　私も料理を作るわ！　この牛女の料理とどっちがおいしいか比べようじゃない！」

　言うが早いか、キッチンを出て、自分の部屋へ駆けていく。

「ちゃんと裸エプロンを着るのよ」

「望むところよ！」

　いや望むなよ。

「あいつ、また乗せられやがって……」

　昨日下着対決で一本取られたばかりだってのに。

　ほんとアイツは、朱あか音ね相手だと沸点が異様に低くなって、アホ全開になるな。

　しかし姫ひめ乃のはもう部屋に行ってしまった。止めようとすれば、着替えを覗のぞいてしまってまた怒りを買うのがオチだ。

　いっそ部屋に引きこもってようか。

「ふふ」

　そんなことを考えていると、朱音の笑う声が聞こえた。

　彼女はすでにキッチンに戻っていたので、迫られる危険はない。オレは廊下の壁に背をあずけて、そちらを見ないようにしながら言った。

「なんだよ」

「楽しみね。姫乃の裸エプロン」

「はっ……そんなはずねえだろ。あんな幼児体型の──」

　と言いかけてオレは慌てて口を閉ざす。万が一本人に聞こえたら殺される。

　朱音が言ってくる。

「あらあら、そうなの？　こんなにアプローチしてるのに全然わたしに靡なびいてくれないから、ひょっとして隠れロリコンなのかと心配してたんだけど」

「違うっての。オレは──」

「胸が大きいのが好き？　わたしみたいに？」

「……う」

　そんなの面と向かって言えるか！　イエスだけど！

「ふふ」

　朱音はオレの返事を待たずに続けてくる。

　答えがどっちかなんて、この人はとっくに知っているのだ。

「ねえ。そろそろ本気で検討してくれないかしら？　わたしの正式な執事バトラーになること」

「…………」

「この前言った待遇は嘘うそじゃないわよ。家事なんてする必要はないし、希望の報酬を支払うわ。お望みなら、この身体も……ふふ」

「そんなっ……！」

　どきん、と心臓が跳はね上がる。

　それはすごく魅力的な提案だ。

　むしろ、巨乳のためなら家事なんていくらでもするし、報酬なんてなくたっていい。

　けど、

「そんなこと……簡単に言うことじゃないだろっ。そんな交換条件みたいにされたって、嬉うれしくないぜオレは」

「あらあら、チキンなのね」

「誠実だと言ってくれ」

　そりゃ目の前にドン！　と大きなおっぱいを二つ差し出されたら理性を失いかけるオレだけど、それとは話が別だ。

「ふふ、そう。純情なのね」

　あくまで誠実とは言ってくれないらしい。

「でも──べつに簡単に言っているわけではないわよ」

「え？」

「あなたになら、本当に差し出してもいいと思っているのよ。あとで後悔するようなものを交換条件にするほど、わたしは愚おろか者じゃないわ」

「…………」

　それはもっともな言葉に思えたが、しかし。

「……それって、別に本気じゃなくてもいいんだよな」

「あら、どういうこと？」

「そうやってオレをその気にさせて、本契約を結んだあと『やっぱり嘘うそでした』ってやる可能性もあるんじゃないのか」

　っていうか、その可能性のほうが高い気がする。

　昨日、オレがうっかり胸を触ってしまったときの会長のリアクションを思い出す。

　この人は多分、交換条件みたいな形で身体を差し出したりなんて、しないだろ。

「あら……」

　と朱あか音ねは意外そうな声を発する。

「なかなか鋭いのね、シツジくんは。ますます気に入ったわ」

「なっ……やめろ、放せっ」

　いつの間にか背後に忍び寄ってきた朱音会長が、グイグイ肩に胸を押し付けてくる。忘れてはいけない。彼女は今裸にエプロン一枚なのだ。いつもよりクッキリハッキリした弾力と体温が感じられて……！

　と、そこへ。

「おまたせ──ってまたこの牛痴女！」

　部屋から現れた姫乃が、目をつり上げてこちらへやって来る。

　それを見てオレは思わず叫び声を上げる。

「お前っ、その格好！」

「なによ、牛女の言うとおり裸エプロンにしてきたのよ」

　うん、確かに裸エプロンである。

　まず、着替えてる途中で朱あか音ねにハメられていると気づけと言いたいが、ツッコみどころはそこだけじゃなかった。

　なんていうか、ヒヨコだった。

　クリーム色の生地の真ん中に、黄色いヒヨコの絵がプリントされているエプロン。

　それを姫ひめ乃のは、身体に直接身につけていた。

　朱音が着ているフリル付きのそれと違って、子供子供したそのエプロンは、裸エプロンという存在が醸し出すはずの色気を、根こそぎ奪っていた。

「くっ……」

　にも拘かかわらず、そこには妙なエロスが漂ただよっている。

　本当ならこのエプロンはこんなことに使っちゃいけないのに……っていう禁断の香りが強烈にオレを襲う。

　それに。多分このエプロン、姫乃がもっと小さい時に使ってたものなんだろう。サイズが合ってなくて、あまりエプロンとして有用とは思えない。具体的には、両胸のサイドとか太ももの付け根とかがかなり際どい。

　いくら姫乃の発育が残念だからってこれはマズい。刺激が強い。

　見えそうで見えないギリギリ感が、色気を強引に吐き出させる。

　裸エプロンすげえな！

「ちょっと、なによそ見してるのよ。ちゃんと見ないと、どっちが似合ってるか判断できないでしょう」

「いや、頑張って見ないようにしてんだよ！」

「どうしてよっ」

「自分の格好を落ち着いて見てみろ！　そうすりゃ分かる！」

「はぁ？　────」

　と怪け訝げんそうな顔で自分の身体を見下ろす姫乃。

　その顔が塗と料りようを流し込んだみたいに赤く染まっていき、

「──きゃあああああ！」

　わ、ばかっ、勢い良くしゃがむな！

　エプロンのすそがめくれ上がって、とんでもない場所が丸見えになるだろうがっ！

「ば、ばば、ばか！　何が裸エプロンよこのフェチシツジ！」

「オレがやらせたわけじゃねえだろ?!」

　何回このやりとりやらせるんだよ。

　姫ひめ乃のはオレから飛び退くように立ち上がると、部屋へ向かって駆けていく。

　が、途中で脚をもつれさせて、べしゃ！　と派手な音を立てて倒れた。

　真っ白な背中と小さなおしりが丸見えだよ……。

「お、おい、大丈夫か？」

「こっちくるなばかー！」

　絶叫するごとく声を上げ、姫乃はうつぶせの体勢のまますごい勢いで自分の部屋に逃げ込んでいった。

「…………はぁ」

　オレはため息をついた。

　そして、キッチンでニヤニヤしている朱あか音ね会長に言う。

「あんたも着替えてきたらどうだ？」

「あら、わたしは恥ずかしくないからこのままで構わないわ」

「頼むから着替えてください！」

　土下座する勢いでお願いすると「しょうがないわねえ、うふふ」とか言いながら彼女も自室に引っ込んでいった。

「はあああぁぁ……」



    

  
    
      



    

  
    
      

　オレはさらに長いため息をついた。





　で、三十分後。

　豚肉とじゃがいもと人にん参じんと玉ねぎが、謎なぞの炭化物に等価交換された。

　あと鍋なべの底にブルーホールみたいな大穴が形成された。

「……ふたりとも、料理が得意なわけじゃなかったのか」

　オレがため息混じりに言うと、姫ひめ乃のが気まずそうに目を逸そらしながら言う。

「そ、そんなこと一言も言ってないでしょう？　料理はやっぱり執事がするべきよ！」

「…………」

　ジト目を、今度は朱あか音ねに移す。

　朱音の方はまるで悪びれた様子もなく、平然として、

「こんなこともあろうかと、一流レストランのシェフを呼んでおいたわ」

「今すぐキャンセルしろ！」

　よその人にまで迷惑をかけないでくれ。

　そんなわけで、結局その日の晩御飯もオレが作った。

　はぁ……今度新しい鍋買ってこなきゃな……。
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　夕食を終え、風ふ呂ろも無事に済んで、オレは部屋に戻ってきた。

　ぐったりした気分でベッドに横たわる。

　結局、姫乃に訊ききたいことは訊けなかった。

　朱音が一緒だったのもあるけど、やっぱり一度タイミングを見失ってしまったからってのが大きい。

　ニノは、姫乃が鷹たか宮みや家の分家の人間だと言っていた。

　そして、次期当主である鷹宮清せい十じゆう郎ろう──朱音の父親が、本家と分家を差別するような人だということも。

　そこで思い出すのは、オレが一晩だけいた、あの屋敷だ。

　めちゃくちゃ立派なのに、ろくに手入れがされてなくて汚れ放題の屋敷。

　姫乃以外には、住人も使用人も見かけなかったあの屋敷。

　ひょっとして姫乃は、あそこに一人で住んでたんじゃないか？

「…………」

　こうしていると、想像がどんどん勝手に膨ふくらんでくる。

　駄目だな。やっぱり、早く姫ひめ乃のに問いただして、実際のところを確かめないと。

　よし、と意を決してオレはベッドから起き上がる。

　と。

　コンコン、と狙ねらったようなタイミングでノックの音。

　また朱あか音ねか!?　と身構えるけど、聞こえてきたのは別の声だった。

「……私よ。入っていい？」

「姫乃か……ああ、どうぞ」

　オレはホッとしながら答える。

　しかし……入ってきた姫乃を見た途端、想定外の鼓動の高鳴りがオレを襲った。

　な、なんだ？

　べつに、昨日の朱音みたいに下着姿なわけじゃない（そもそも、姫乃の下着姿じゃオレは大して興奮しなかった）。

　パジャマ姿だった。薄いピンク色の、前ボタンの、ごく普通のパジャマ。べつにエロティックでもなんでもない。ボタンも全部きちんと留められている。

　なのになんで、こんなに緊張するんだ？

「……ちょっと、なにボウッとしてるのよ、アホ面シツジ」

「わっ！　な、なんでもないっ」

　いつの間にか至近距離に顔を寄せられて、オレは慌てて身を引く。

　そしてそのままベッドから滑り落ちて床に頭を打ち付けた。

「いてて……」

「何やってるの？」

　姫乃が呆れ顔で見下ろしてくる。

　仕方ねえだろ。

　顔が近づいた瞬間、風ふ呂ろあがりのホワっとした熱気と立ち上る水気と鼻をくすぐる石せつ鹸けんの匂いがいっぺんに襲いかかってきたのだ。

　しかも、上半身を傾けて覗のぞき込むようにするもんだから、パジャマの襟元から、その、色々と見えそうになった。

　コイツ、羞しゆう恥ち心しんと警戒心は人並みにあるくせに、防御力がそれに伴ってないんだよ。

　もうちょっと考えてから動いてほしい。

「な、なんでもねえよ」

　とオレは、さも「床に座りたかったんだ」という顔をしてその場にあぐらをかく。

　姫乃は怪け訝げんそうな顔でベッドに座った。

「で？　なんの用だ？」

「うん……その、話しておきたいことが、あって」

　と言いながら姫ひめ乃のは、なかなか続きを言おうとしない。

「…………」

　沈黙が気まずい。

　なんでオレ、姫乃に対してこんなに意識してるんだ。

　この間まで、子供か小動物に対するような感じだったのに。

「……あのね」

「お、おう！」

　不自然に大きな声を上げてしまう。

　くっそ、距離感がつかめねえ。

「…………」

　そして姫乃はまた口を閉ざす。おーい、勘弁してくれ！

「だあああ！　なんだよ！　話があるなら早くしてくれよっ」

「な、何よっ。そんな怒んなくても、いいじゃない……」

　姫乃は「うう……」と落ち込むように視線を落とす。

　ショボンって感じで肩を落とす仕草が、いつになく庇ひ護ご欲をかきたてる雰囲気。

　……おかしい。

　姫乃ってこんな女の子だっけ？

「……ちょっと、色々あるから、どこから話したらいいか、迷ってんのよ……っ」

「……」

　その言葉で、なんとなく悟った。

　どうしてか分からないけど、今までオレに隠してたことを、姫乃は話そうとしてる。

「……ひょっとして、分家の話、とか？」

「！　な、なんで知ってるのよ、それ……？」

「ニノに聞いたんだ」

「ああ……そっか」

「あ、ニノはオレがもうそのことを知ってると思って、うっかり言っちゃったんだ。わざとじゃないからな」

　一応フォローしておく。

　オレのせいで師匠と弟子の関係が微妙になったりしたら気まずすぎる。

　姫乃は「ふっ」と笑みを漏らして、

「そうよね……当然話してるって思うわよね。いつまでも黙ってた私が悪い」

　自じ嘲ちようするようにそう言った。

「……他には？　先生は何か言ってなかった？」

「えっと……魔物退治が危険だってこととか。五年前には実際死人が出たって聞いた」

　さっき尋ねようとしてできなかったことを、オレはここぞとばかりに口にする。

　ちょっとズルいな、と思いつつも止められなかった。

　姫ひめ乃のは脚をぶらぶらさせながら「そっか……」と呟いた。

「そこまで聞いたなら、話が早いわね……」

　とどこかホッとしたような声で言う。

　姫乃のほうも、話す機会をずっとうかがっていたんだろうか。

　お風ふ呂ろ上りのお嬢様は、オレの方を見て「あのね」と前置きしてから言った。



「その、五年前に魔物と戦って死んだっていうのは、私の両親なの」



　その言葉を聞いて。

　ゾクリ、と背中が粟あわ立だった。

　まるで、見てはいけないものを見てしまったみたいに、胸がザワザワと苦しくなる。

　姫乃はけれど、穏やかな声と表情で、話を続ける。

「めったに現れない、すごい大きな魔物だったらしいわ。普通は、そこまでになる前に発見されて倒されるんだけど、その魔物はそれが間に合わないくらい一気に成長したの」

「……それ、この町の話か？」

「ええ。ただ、表向きはたしか『台風で古いビルが倒壊した』ってことで処理されたわ」

　言われてみれば、そんなニュースを見たような記憶がある。

「私の両親が指揮をとって、何人かの魔法使いがその討とう伐ばつに加わったわ。魔物自体は簡単に倒せた。みんな優秀な魔法使いだし、私のお父さんとお母さんは共に当代最強と言われた退魔師プリーストだったから。ただ……」

「？」

「その、魔物がいたビルが崩れたんだけど、逃げ遅れた人が何人かいたの。もちろん避難誘導はしてたんだけど、間に合わなくて。それで、お父さんとお母さんはその人たちを助けるために崩れるビルに戻って……それで……何人かは助けられたけど、間に合わなかった人もいた。そして、お父さんたちも…………」

　ぐず、っと鼻をすする音に視線を向ければ、姫乃は目の周りを赤くしていた。

　けど、涙を浮かべることはなく、話を続ける。

「そのあとね。お父さんの弟……朱あか音ねの父親の鷹たか宮みや清せい十じゆう郎ろうが、言い出したの。犠牲者が出たのは、作戦を指揮したお父さんのせいだって。自分の力を過信して、一般人の安全を蔑ないがしろにしたんだって、責め立てたの」

　清十郎の名を出すときだけ、姫乃の目には一瞬鋭い光が宿った。

「そんなはずないのよ。お父さんは、それにお母さんも、そんな人じゃなかった。一緒に魔物を討とう伐ばつした人たちも、作戦にミスはなかった、あれは不可抗力だったって主張してくれた。でも清せい十じゆう郎ろうは……まだ葬式も終わらないうちに、そのゴタゴタを利用して、責任をお父さんとお母さんに押し付けて、ふたりを分家扱いにしたの」

「そんな……なんのために？」

「次期当主の座を自分のものにするためよ。本当なら、お父さんが鷹たか宮みや家の次期当主だったの。そのお父さんが死んだら、本来ならその座は私に回ってくるのよ。それを奪うために、生き残った私を分家扱いにして、敷地の外れにある離れに追いやったの」

「あ……」

　姫ひめ乃の以外に誰だれもいない、ろくに手入れもされていない屋敷。

　あの想像は当たってたのか。

「私はね、別に当主なんてどうでもいいのよ。あんなカビの生えた家の主の座なんかいくらでもくれてやるわ。でも、あいつが──清十郎がお父さんとお母さんを、そんなことのために貶おとしめたのは絶対に許せない。ふたりとも、優しくて、誰からも好かれる素晴らしい人だった、のに……」

　その言葉が、オレには教室での姫乃のことのように聞こえた。

　そうか……。

　姫乃が学校で素の自分を出さない理由。

　それはきっと……演じているのが単なる「完かん璧ぺきお嬢様」なんかじゃなくて、「大好きな両親の娘」だったからなんだ。

「──だから私が、見返してやりたいの。お父さんたち以上の退魔師になって。あいつらを。鷹宮家のヤツらを」

「……そうか」

　それで姫乃は、オレを執事バトラーにしようとしたのか。

　ニノ曰いわく、一般人の千倍は魔力を持っているというオレがいれば、姫乃はその目標に一気に近づけるんだろう。

「ふぅ……」と姫乃は力を抜くように息をはいた。

「ごめんなさい」

　そしていきなり謝ってくるのだ。

「な、なにがだ？」

「私はどうしても、あんたを執事にしたかった。優秀な退魔師になるために。だから、魔法使いの執事になるのが、魔物退治をするのが危険だってことを黙ってた」

「…………」

「あんたのメリットなんて考えもしなかったし、朱あか音ねに取られたらどうしようって思ったら焦っちゃって、自分でもよく分かんないことやってた。迷惑、だったよね」

　まあ、迷惑ではあったさ。

　いきなり誘ゆう拐かいされるわ、突然同居してくるわ、執事服着せられるわ。

　しまいには数ヶ月後に死ぬとまで言われた。

　けど……。

「ごめんね」

　と姫ひめ乃のはまた謝った。

「最初にあんたを連れ去ったときはね、嫌われたっていいって思ってたの。あんたがどう思おうと、無理やり執事にしてやろうって。だから、学校みたいな態度はとらなかった。朱あか音ねみたいなことするのも得意じゃないしね」

　得意じゃないっていうか、物理的に不可能……とちょっと思ったけど、口にはしない。

　オレだって空気くらい読むんだぜ。

「でもあんたは、それが自然だって言ってくれた。話しやすいって、言ってくれた。嬉うれしかった。けど……だから、話さなきゃって思ったの。鷹たか宮みや家のこと。魔物退治のこと。そして、ちゃんと頼もうって」

「姫乃……？」

　彼女はベッドから立ち上がると、驚いたことに、頭を下げた。

　お嬢様がダンスの前にするような一礼じゃない。

　深々と腰を折り曲げて、姫乃は……。

「お願い。私にはあんたの力が必要なの。だから──」



　──私の執事になってください。



「…………」

　その言葉にオレが答えを返す暇もなく。

　部屋の扉がノックされた。

　そして返事を待たずに開けられる。

　姫乃は慌てて上半身を起こす。

　見ればそこには朱音と、

「先生……」

「ニノ？」

　オーバーオールの上にだるだるの白衣を羽は織おった幼女がいた。

　妙に真剣な表情だ。

　いや、真剣と言うより、深刻？

　隣の朱音も、いつになく真面目まじめな顔をしている。

「……どうかしたのか？」

「ああ」

　オレの問いに頷うなずくと、ニノは姫ひめ乃のに目を向けて言った。

「さっき鷹たか宮みや家から連絡があってな」



「お前たちの祖父……鷹宮家当主が亡くなった」



    

  
    
      


５　悲しみのあとに



　まるでこの家で死者が出たみたいに、仙せん堂どう家は静寂に包まれた。

　姫乃と朱あか音ねは、今は自室で葬装に着替えている。

　もうすぐ鷹宮家から迎えの車がきて、通夜の会場に向かうらしい。

　オレも行ったほうがいいのだろうかと問うと、ニノは、

「いや、関係者以外は入れてもらえないだろうね。何しろ鷹宮家当主だ。魔法使いだけじゃなくて、政財界からも重要人物が山ほど集まる。この機に乗じて良からぬことを企たくらむ者がいないとも限らない」

「そうか……」

　そんなふうに言うニノは、すでに喪服に着替えていた。

　黒いスーツに身を包んだ幼女の姿は、なんだか現実感がなかった。

　玄関のチャイムが鳴る。

　出ると、スーツを着てサングラスをかけた男が立っていた。

「鷹宮家の者です。お迎えに上がりました」

　オレが呼ぶより早く、姫乃と朱音が部屋から出てきた。姫乃は制服姿で、腕に腕章型の喪章を付けている。朱あか音ねはワンピースタイプの喪服だった。

「じゃあ、行ってくるよ、少年」

　言葉数の少ない二人に代わってニノが言い、玄関を出る。

　姫ひめ乃のと朱音も続き、オレは小さく「行ってらっしゃい」と告げて扉を閉じようとした。

　が。

「……申し訳ありません」

　と運転手がひどく言いづらそうに言ってきた。

「お迎えに上がるよう申し付けられたのは、鷹たか宮みや朱音様と鷲わし塚づかニノ様だけでして……」

「っ！」

　びくり、と姫乃が肩を震わせて立ち止まる。

　ニノが声を上げる。

「はぁ？　この子は鷹宮姫乃。朱音と同じく、亡くなったアイツの孫娘だよ」

「は、はっ。それはもちろん承知しております……が」

　凄むように言うニノに、運転手は怯おびえるように答える。

「その……喪主の清せい十じゆう郎ろう様から、くれぐれもお連れしないようにと仰せつかっておりまして……」

「っ……」

　これには耳を疑った。

　清十郎──朱音の父親。亡くなった鷹宮家当主の息子。

　今や、彼が鷹宮家の現当主になったと言っていいんだろう。

　その当主が、姫乃を連れてくるなと言った。

　オレはさっきニノに聞いたことを思い出す。

『関係者以外は入れてもらえないだろうね』

　つまり姫乃は、鷹宮家の関係者ですらないと宣告されたことになる。

「そんなバカな話があるかよ！」

　思わずオレは玄関を飛び出し、運転手の男に掴つかみかかる。

「亡くなったのは姫乃の祖父だろ!?　その葬式にも出させてもらえないなんて、そんなのおかしいだろ！」

「やめて、シツジ」

　うしろから、姫乃がかすれた声で言ってくる。

　しかしオレは憤りを止められない。

「でもっ……！」

「いいのっ。放してあげて。松まつ田だが困ってる」

「…………」

　オレは彼から手を放した。

「……お嬢様」

　松まつ田だ、という名前らしい運転手が、囁ささやくように言って姫ひめ乃のを見る。

　姫乃はくるりと玄関の方に向き直って、背を向けた。

「駄目よ。私のことをそんなふうに呼んだら、叔お父じ様に叱しかられてしまうわよ」

「その、私は…………」

「いいの。あなたも気にしないで。当主の命令なんだから仕方ないわ」

「…………申し訳ありません」

　運転手は深々と頭を下げると、逃げるように車の方へと歩いていった。

　オレもニノも、朱あか音ねですら気まずそうな表情で立ち尽くしていた。

　姫乃は背を向けたまま言う。

「二人とも、早く行ってきて。お祖じ父いちゃんによろしく」

「姫乃……」

　それでもまだ立ち去りづらそうにしている朱音に、ニノが声をかける。

「──行こう、朱音」

「……はい」

　二人はそして、門の外に停とまっている車に乗り込んだ。

　松田がドアを閉じ、自分も運転席に座る。

　エンジンの音が響き、黒塗りの高級車は走り去っていった。

　オレは、背を向けて立ち尽くしたままの姫乃に呼びかける。

「お、おい……大丈夫か？」

　大丈夫なはずがない。

　分かってるのに、オレはそんなことしか言えなかった。

　姫乃は──力なく肩を落としているように見える彼女は、袖そででゴシゴシと目の辺りを拭ぬぐってから、振り向いた。

　その顔は──笑っていた。

「──何が？」

　苦笑いみたいに口元をつり上げて。「しょうがないなぁ」と言うように眉まゆ根ねを真ん中に寄せて。

「べつに……こんなことだろうと思ったわよ。あの清せい十じゆう郎ろうがやりそうなことだわ」

　そう、何でもないことのように言って「はん」と鼻を鳴らすのだった。

「姫乃……」

「いいのよ。葬式がなんだって言うのよ。あんなもん出たって出なくたってどうでもいいじゃない。習慣に囚とらわれて、ほんとバカみたいよね」

「いや、でも……」

「いいって言ってるでしょ！」

　突然声を上げると、姫ひめ乃のは気まずそうに背を向けた。

「……ごめん」

　おい、やめてくれ。どうしてここでお前が謝るんだよ。

「……さっさと入りましょう。ちょっと寒いわ」

　四月も後半に入って、今日はわりと温かい。

　けど、そんなことをわざわざ指摘できるはずもない。

　オレは言われるままについていくしかなかった。



「一人にして」

　いつになく弱々しい声でそう言って、姫乃は自分の部屋に入り。

　そのまま一晩中出てこなかった。



　　　　　●



　次の日。

　オレは執事服に着替えて部屋を出た。もうこの服装に慣れつつある。複雑な気分だ。

　一階に下りて、姫乃の部屋の前に立つ。

「…………」

　ちょっと躊ちゆう躇ちよ。

　けど、意を決してノックをし、呼びかける。

「……姫乃？」

　返事はない。

　まだ寝てるのか？

「姫乃、朝だぞ？」

「……分かってる」

　ささやくような声が返ってきた。一晩中カラオケで歌ってたみたいにかすれている。

　もちろん、ストレス解消に熱唱し続けてた──なんてわけがない。

「声、ひどいな……ひょっとして泣──」

「うっさい！」

　とたん、姫乃は怒り出す。

　けど、その声はどこか苦しげで弱々しく、まるで迫力がない。

「おせっかいシツジ！　ほっといて！　なんでも……ないんだ、からっ」

　ゲホゲホと咳せき込こむ声。

「姫ひめ乃のっ」

「……大丈夫。今日は、休むから。一人で行ってきて。あんた、放課後には先生の診断も受けるんでしょ？」

　ニノからは、念のため毎日保健室に顔を出すように言われていた。

　魔力の状況が急変しないとも限らないから、とのことだ。

「でも……」

「それに」と姫乃はオレを遮さえぎって言う。「お祖じ父いちゃん──鷹たか宮みや家の当主が亡くなったことはニュースにもなるから、クラスのみんなも知ってるでしょ。私が普通に登校したら、変に思われるじゃない」

「…………」

　なんてことだ。

　姫乃はまだ、お嬢様でいようとしてる。

　分家にされて、一人で離れに住まわされて、葬式に来ることも拒否されて──それでもコイツは、クラスメイトに対しては「鷹宮家のお嬢様」であり続けようってのか。

　そんなの、ただの意地っ張りじゃないのか。

　……両親のためか。

　姫乃にとっては、自分が「鷹宮家のお嬢様」でいることが、その親であるふたりの正しさを主張する、唯一の手段なんだろう。

　そう思ったら、無理に連れ出すようなことはできなかった。

「分かった──お昼はチャーハンでも作って冷蔵庫に入れておくから、温めて食べろよ」

「……うん」

　姫乃の、どこかホッとしたような返事を聞いて、オレはその場を去った。



　そのあと朱あか音ねから「今日は欠席します」とメールが来た。

　飾り気のない文面を意外に感じつつ、オレは久しぶりに一人で学校へ向かった。
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　教室では、どことなく気まずい雰囲気の中に置かれることになった。

　オレは一人なのに執事服で登校してしまったんだけど（だって制服がねえんだよぉ！）それをからかってくるヤツはいなかった。どっちかっていうと、ツッコんでくれたほうがありがたかったんだけどな……。

　鷹宮家の当主──姫乃の祖父が亡くなったことは、みんな知ってるようだった。

　魔法使いの名門だってことはもちろん誰だれも知らないけど、超巨大企業を擁ようするあの鷹たか宮みや家、となれば世間も注目するってことなんだろう。

　みんなオレに姫ひめ乃のの様子を訊きいてきた。

　オレは姫乃が言ってたのに合わせて、葬式に出ていると言っておいた。

　中にはオレに対して「ご愁傷様です」なんて言ってくるヤツもいた。

　まあ、執事といえば半分身内みたいなものなのかもな。

　しかも姫乃は、オレの家で一緒に生活してる。

　家族と言ってもいいのかもしれない。

　そんなことを思いながら、オレは「ありがと」と答えておいた。





　放課後。

　診察を受けに保健室に行くと、ニノはちゃんと待っていた。

「おう、来たな少年」

　相変わらず、オーバーオールにだるだるの白衣という不思議な服装。

　舌足らずな口調で「座れ座れ」と言ってきた。

　オレは言われるままに対面の椅い子すに座る。

　ニノは、いつもどおりと言った感じだ。

　お菓子（今日はカールだ）をボリボリ食べながら、何かの書類を書き込んでいた。

「……疲れたりしてないのか？　通夜だったんだろ」

　通夜といえば、線香の火が消えないように一晩中起きてなきゃいけない、という程度の知識しかオレにはない。

　ニノは「くくく」と不敵な感じで笑うと、

「世の中にはね、通夜にも起きている必要のない人間が二種類いるんだよ」

「へ？」

「死んだ本人と子供だ」

「ただのナゾナゾじゃねーか……」

「あはは。ま、そういうわけだ。ワタシは日付が変わる前に眠ってしまったよ。そのまま朝までぐっすりだ」

「あ、そ……」

　戸籍上二十四歳の天才魔法使いは、肉体的には見た目どおり子供らしい。

「……けど、いいのか。学校に来てて。告別式とかにも出なくてよかったのか？」

　オレの診察のために……っていうなら、申し訳ない話だ。

　けどニノは首を振って、

「いいんだよ。そっちは、要人をわんさか呼んで、鷹たか宮みや家の影響力をアピールするセレモニーみたいなもんだ。体面やら世間体で、やらざるを得ないだけだよ」

　と苦笑する。

「一人ひとりが、自分の心の中で思いを整理できればそれでいいんだ。儀式が必要なのはそのため。儀式は生者のためのものだよ」

「…………」

　思いを整理する、か。

　姫ひめ乃のは、儀式なしにそれができるだろうか……。

「──よし、診察終わり」

　とニノが唐突に言った。

　相変わらず手早い。

「体内の魔力は微減していってるけど、急激な変化はなし。言われたとおり、姫乃も朱あか音ねもきみの魔力を使ってはいないようだね」

「……すげえな。そこまで分かるのか」

「天才だからね」

　とニノは事もなげに言う。

「明日また来たまえ。あと、土日には、二人の様子を見がてらワタシがきみの家に行くことにしよう。ふしだらなことをしていないかどうか、確認するのも兼ねてね」

「してねえよ、そんなこと！」

「本当に？」

「う、あ、ああ……」

　少なくとも、オレから積極的にしたことはない……はずだよ？

「……くく、冗談だ」

「…………」

　なんていうか、幼女相手に、完全に手玉に取られていた。

　ニノは新たなお菓子（今度はプリッツだ）を開けて食べながら、

「ま、放っておくわけにもいかないからな……」

　と呟くように言った。

「？　何がだ」

　オレが問うと、ニノは苦笑しつつ、

「なに……姫乃はあんな扱いだし、朱音は葬式の段取りを父親に任されて忙しそうだったからね。ふたりとも、思いを整理することができないだろう」

「ああ……」

　家族が亡くなると、葬式の手配やら色々な手続きやらで悲しむ暇もない、って話は聞いたことがある。ゴタゴタが終わって一段落してから、ようやく実感が湧わいて悲しむことができる、とか。

　ニノは言う。

「姫ひめ乃のも朱あか音ねも、すごく強い。幼い頃から魔法使いとしての修行をしてきたし、鷹たか宮みや家っていうしがらみの多い場所で、人間の醜みにくさみたいなものをたくさん見せられている。だから、そう簡単に落ち込んだり逃げたりはしないだろう」

　でもね、と続ける。

「強くあり続けることって結構キツいんだよ。強いのって心の表面だけだから。たまに力を抜いて、内側の弱いところを表にさらけ出さないと、ボロボロになってしまう。そうしないと、強い部分まで壊れてしまうんだ。そしてアイツらは……特に姫乃は、自分の弱い部分を見せるのが苦手だ。そうじゃないかい、少年？」

「それは……」

　そう、なのかもしれない。

　オレは思い出す。

　クラスでは、いつまでも「完かん璧ぺきお嬢様」を続けて。

　オレや朱音の前ではずっと強気な態度をとって。

　涙を浮かべはしても、決して流しはしないで。

　泣いていたことを、あくまで隠そうとする。

「…………」

「あー……」

　と。

　オレが考え込んでいると、ニノが気まずそうな呻うめき声を上げた。

「どうした？」

「いや、余計なことを言ってしまったなと思って。すまん、今のは忘れてくれ」

　そう言って、ペロッと舌を出すニノ。

　その仕草だけは、ものすごく子供っぽかった。
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　保健室を出て、玄関に向かう。

　歩む足は重かった。

「…………」

　今朝の姫乃の態度を思い出す。

　かすれ声で「大丈夫だ」と言う彼女。

　こんなときでも、クラスでの「お嬢様姿」を気にする彼女。

　あれはやっぱり、ニノの言うとおり弱さの裏返しなんだろうか。

　だとしたらオレは、どうすればいい？

　あの強がりを尊重して、いつもどおり接するのか。

　それとも……。



「──待っていたわよ、シツジくん」



　唐突に声をかけられて、オレは顔を上げた。

　いつの間にか玄関前まで来ていた。

　そしてそこには、ブレザー姿の朱あか音ね会長が立っていたのだ。

「会長……？」

　オレは幽霊でも見たような気分で呟いた。

　実際、西日が差し込んでオレンジ色に染まった玄関で、一人佇たたずむ彼女の姿は、なんだか蜃しん気き楼ろうみたいに儚く感じた。

「どうしたんだ？　今日は休むって……」

「シツジくんに会いたくて、頑張って時間を空けてきたのよ」

　そんなことを言って、朱音はゆっくりとこちらに歩み寄ってきた。

　が……なんだか様子がおかしい。

　オレを誘惑するような言葉に、いつもみたいな色気がこもってない。どこか白々しい。

　それに、足取りがなんだか頼りない。

　そういやニノが、朱音は葬式の段取りを任されて忙しそうだった、と言ってたな。

　昨日は通夜で、一晩中起きてたんじゃないか？

「お、おい、大丈夫か？　疲れてるんじゃないのか？」

「ふふ、大丈夫よ。今日の午前中にちゃんと寝たから」

「そうなのか？」

　だったらなんでそんな疲れた顔をしてるんだ？

「…………」

　そこでオレは気づいた。

　朱音の顔は、疲労とは違ったもので覆おおわれていた。

　祖父が死んで悲しい、というのとも違う。

　なんていうか、これから起こる何かをつらいと感じてる……そんな表情に見えた。

「……何かあったのか？」

「ふふ、鋭いのね」

　いや、わりと誰だれでも分かる気がするぞ？

　今の朱あか音ねは、あまりにもいつもと違いすぎた。

「……何かあったんなら、話してくれないか？」

「…………」

　ピタリ、と足を止めて、朱音はオレを見てくる。

「いや……オレなんかが大したことできるとも思えないけどさ。話すだけで楽になるってことも、あるかもしれないだろ」

「……優しいのね」

　朱音は笑みを浮かべてそう言った。

　どこか無理してるみたいな笑み。

「ありがとう……でもいいのよ。わたしに、そんなふうに優しくされる資格はないから」

「え？」

「わたしはこれから、」



　──あなたのその優しさを、裏切ることになるんだから。



「っ!?」

　ごう、と朱音がかざした手のひらから炎が噴き出した。

　火炎放射器のように勢い良く噴き出したそれをオレが避よけられたのは、その直前に左腕に熱が走ったからだ。

　赤色に光を放つ魔法紋。

　朱音に魔力を供給するためのそれが輝いているということは……。

「どういうつもりだよ、朱音！」

「ごめんなさい。もう姫ひめ乃のとあなたと、三人で遊んではいられなくなったのよ。あなたはどんな手を使ってでもわたしの執事バトラーにする。そう──」

　朱音の金色の瞳ひとみが、まるで獲物を狙ねらう獅し子しのようにオレを見み据すえる。

「たとえ、まともに生きられないような身体になってもね」

「……っ！」

　ぞくり、と背筋に悪寒が走った。

　この人、マジだ……。

　オレは本能的な恐怖を感じて、とっさに逃げ出した。

　立ち位置から、玄関と廊下へは向かえなかった。階段を駆け上る。

「待ちなさいっ」

　背に朱音の声がぶつかる。

　炎が、拳けん銃じゆうの弾のように飛んできて、オレの服の裾すそを焦がす。

　そのたびに、左腕の魔法紋から熱と痛みが広がる。

　オレの魔力を使わないように、というニノの言葉も守る気がないようだ。

　いったい何があったんだ？

　しかし、立ち止まって事情を問いただすような余裕なんてない。

　振り返れば、走る朱あか音ねのおっぱいが衝撃的に揺れるさまを見られるだろうに。

　それすらできないなんて！　ちくしょう！

　勢いのまま階段を上りつめ、屋上の入口まで来てしまった。

　屋上へ通じる扉は、鍵かぎがかかっていて開けられない。追いつめられた！

「くそっ……」

「ふふ、諦あきらめなさい。おとなしく捕まれば、悪いようにはしないわ」

「…………」

　どうする？

　抵抗したって、オレが朱音に敵かなうとは思えない。単純な殴りあいなら負けないかもしれないけど（それも実は怪しいけど）、魔法を使われたらオレにはどうしようもない。

　ここは素直に捕まっておくべきだろうか……。

　そう思ったときだ。



「──しゃがみなさい、バカシツジ！」



　そんな声がオレの耳を打った。

　オレは反射的に、身を縮こまらせる。

　次の瞬間、まるで温泉の露ろ天てん風ぶ呂ろみたいに、大量の湯気が噴き上がってきた。

「うわっ」

　視界が真っ白に閉ざされる。

　そんな中で、突然オレは腕を掴つかまれ、引っ張り上げられた。

　ばぁん！　と音がして、大量の湯気と共にオレは外気に晒さらされる。

　そのままゴロゴロと転がって、オレは床に横たわった。

「ぐっ……痛え」

「いいから、早く起きなさい」

　呻うめくオレに、頭の上から無情な言葉がかけられる。

　オレは驚きつつ、起き上がってその言葉の主を見た。

「……姫ひめ乃の！　お前どうして？」

「ふんっ」

　と、お嬢様はゆるふわウェーブの金髪を風に揺らしながら鼻を鳴らす。

「魔法で水を蒸発させて、下の階から噴き上げたの。で、視界を奪った隙すきに扉を蹴けり開けて屋上に逃れたのよ」

　朝のかすれ声が嘘うそみたいに、いつもどおりの声で姫ひめ乃のは言う。

「そういうことじゃなくてっ」

　いや、それも確かに気になってたけどさ。

「なんで学校に来たんだ？　オレが朱あか音ねに襲われるって分かってたのか？」

「ふん、そんなの──」

　と、姫乃がまた鼻を鳴らして説明しようとしたとき。

「──危ないっ！」

「!?」

　姫乃に体当たりされ、オレはまたゴロゴロ転がる。

　そのすぐ横を、炎の渦が走り抜けていった。

「……まさかあなたが邪魔に入るとは思わなかったわ」

　朱音がそんなふうに言いながら、破壊された屋上の入口から姿を現した。

　制服姿の、ブラウスの胸元で、魔法紋が赤く光を放っている。

　姫乃は立ち上がると、俺を守るように朱音の前に立ちはだかった。

　くいっと口元を持ち上げて、嘲あざけるような笑みを浮かべ、

「ふん、随分と余裕がなさそうね、牛女。お父様におしりを叩たたかれてきたのかしら？」

「…………」

　姫乃の皮肉げな口調に、何も言い返さない朱音。

　姫乃は嘲ちよう笑しようを深めて続ける。

「どうせ叔お父じ様の言うことは想像つくわ。私が鷹たか宮みや家に対抗できないようにするためにシツジを連れ去ってこいとでも命じられたんでしょう？　その対策を立てる時間を与えないように、葬式を途中で抜け出してまで」

　……そういうことだったのか。

　まだ告別式があるはずなのに、朱音が学校に来た理由が分かった。

「って、ちょっと待て、姫乃。お前はそれを読んでたのか？」

「ええ、そうよ」

　姫乃はアッサリ答える。

「私の──お父さんとお母さんのときと同じよ。ワンパターンよね」

「…………」

　朱音の父──鷹宮清せい十じゆう郎ろうは、姫乃の両親の葬式のゴタゴタを利用して、姫乃を分家扱いにして自分が次期当主の座を手に入れた。

　それと同じようなことを、また姫ひめ乃のに対してするってのかよ……！

「──はぁん」

　と。

　朱あか音ねが口を開く。

「そう。読んでいた。それは偉いわね。よく出来ました。でも──」

　ザッと一歩を踏み出し、手をかざす。

「本気で戦って、あなたがわたしに勝てるのかしら！」

　再び放たれる、複数の炎の弾丸。

　今度は姫乃が離れているので、オレは自力で避よけなきゃいけない。

　なのに。

「ぐっ……！」

　左の二の腕の魔法紋が痛んで、身体が不安定になる。

　日曜日の夜と同じだ。体内の魔力が急速に溢あふれ出して、立ってさえいられなくなる。

　駄目だ、いくつか当たる……。

「ふん」

　──当たらなかった。

　姫乃が腕を振ると同時、軌道上に見えない壁が立ちはだかったかのように、炎弾は跳はね返って床や空に飛んだ。そして水をかけられたように「ジュッ」と音を発して消えた。

「なっ……風と水両系統を使った防御なんて！　あなた、そんな器用なこと出来なかったじゃない！」

「これだから栄養が全部胸に行ってる牛女は困るわ。私がなんの対策も立てずにあんたと戦うわけないでしょ」

　姫乃はブレザーのボタンを外して、その内側を広げた。

　そこには、びっしりと魔法の術式を書き付けた紙が、隙すき間まなくピンで留められていた。

　姫乃はオレに説明するように、

「術式符マークスって言ってね。扱いの難しい魔法でも、こうして準備しておけば、空気中の魔力を利用して、短時間で使うことができるのよ。もっとも──」

　姫乃はそのうちの一枚を破りとって捨てる。

　符は、まるで長い年月が経たって風化したように、ボロボロと崩れていった。

「──使い捨てなのが難点だけど」

　そういえば、とオレは思い出す。

　昨日ニノがそんなことを言って、御お札ふだみたいなものを見せてくれたっけ。

　しかし、使い捨てとはいっても、姫乃のブレザーの内側には何百枚という量の術式符が残っている。魔法の細かい調整が苦手だという姫乃の欠点を補って余りある。

　朱あか音ねが愕がく然ぜんとした声で言う。

「でも、いったいいつの間に……？　そんなに簡単に大量に作れるはず……」

「簡単じゃないわよ。一晩徹夜しちゃったもの」

「っ！」

　オレは息をのむ。

　昨夜、姫ひめ乃のは部屋から一歩も出てこなかった。

　今朝の声を聞いて、オレはコイツが一晩中泣いてたんだと思ったけど──いや、泣いてたのは事実なんだろうけど。

　泣きながら……悲しみながら姫乃は、叔お父じと朱音の行動を予測して、そのための対策を立てていたってのか。

　なんてヤツだよ。

「さて、」

　と姫乃は意識を朱音に向け直す。

「私は戦う前から本気よ。それでも、あんたは勝てるの？」

「くっ……」

　怯ひるむように一歩下がる朱音を、姫乃は獲物を狙ねらう鷹のような青い瞳ひとみで見み据すえて言う。

「私の執シツ事ジは、絶対に渡さないわ」
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　先に仕掛けたのは朱あか音ねの方だった。

「あああああああっ！」

　普段は上げそうもない叫び声を発しながら、炎弾を連撃する。

　しかし姫ひめ乃のは炎弾のことごとくを、さっきと同じ要領で消し去った。

　決め技とばかりに朱音が放った火柱も、滝のような水の壁で防いでしまう。

「そんなものなの？」

　姫乃が言い放つ。

　朱音は余裕のない表情で、荒い呼吸をするばかりだ。

「だったら──次は私の番よ！」

　一歩進み出て、そう告げる。

　宣言どおり、今度は姫乃が放った水の弾が、一直線に朱音へ向かって走る。

「っ……なめないでっ！」

　朱音は腕に鎧よろいのように炎をまとい、それで水弾を受け──ようとしたが。

　水弾は朱音の眼前で急に角度を変え、複雑な軌道をとって、

「がっ……!?」

　背後から朱音の身体にぶち当たった。

　受け身を取りながらも、水浸しになって床に転がる朱音。

　うおお、制服が濡ぬれてなんかエロいっ。肌を透けさせるブラウスや、太ももにぴったり張り付くスカートが、オレに一瞬シリアスな空気を忘れさせてしまう。

　いいぞ姫乃、もっと水浸しにしろ！　って言いたくなったけど自重したオレ偉い。

「……風で軌道を変えたのね……事前準備がなければ、水弾すら作れないくせに……」

「出来る努力はすべてやれ、って先生に教わったでしょう？」

　姫乃は、朱音に向かって手のひらを向ける。

　警官が追い詰めた犯人に拳けん銃じゆうを突きつけるみたいに。

「諦あきらめなさい。この状況であんたに勝ち目はないわ」

「…………」

　朱音は答えない。

　うつむいたまま、何かを考え込んでいるようにも見える。

　姫乃が我慢できずに叫んだ。

「朱音っ！」

「……先生は、諦めるなら死んでからにしろ、とも教えてくれたでしょう？」

　バッと。

　朱あか音ねは一気に後ろ跳びして姫ひめ乃のから距離を取った。

　そして、

「っ！　っがああああああああっ！」

　オレの腕に激痛が走った。

「シツジ!?」

　姫乃が駆かけ寄よってくる。

　返事をする余裕なんてない。

　ただ腕を押さえてうずくまるだけ。

　これまでとは比べ物にならない痛みだ。まるで二の腕から、身体からだ中じゆうの筋肉やら骨やら血管やらを引き抜かれていくような、そんな苦痛と不快感……。

　服が濡ぬれてエロいとか考える余裕すらなくなる。

　姫乃が叫んだ。

「朱音ぇ！」

「ふふ、あなたが追い詰めるからいけないのよ。わたしはどうしてもシツジくんを連れていかなければならないの。そう、何をしてでも……」

　気のせいだろうか。

　朱音の胸元の魔法紋から光が拡ひろがって、彼女の全身が赤く輝いているように見える。

　否──まるで、彼女が炎に包まれているように……。

「燃やし尽くせ！」

　朱音の怒声。

　直後、地獄の業火が屋上を走った。

　床のタイルをぶち割って、大蛇のような炎の渦が何十本も、屋上中を駆け巡ったのだ。

　姫乃やオレを狙ねらっているわけじゃない。

　すべて炎で覆おおってしまえばなんとかなるだろう。そんな、自じ暴ぼう自じ棄きにも思える攻撃だ。

「このバカ牛っ！」

　姫乃は声を上げ、両腕を振ってオレと自分の周りに水の壁を作り上げた。

　炎の蛇は上へ伸び上がり、空からも降ってくるが、水の壁は上の方でドーム状の天井を作りそれを防いだ。

　そうしてなんとか凌しのぎ切った直後。

　姫乃のブレザーの内側から、大量の紙くずがボロボロとこぼれ落ちた。

　風に乗って飛んでいくそれを見て、オレは嫌な予感に襲われる。

「おい……姫乃、まさか……」

「ええ──今の防御で、用意した術式符を使い尽くしちゃったわ」

「マジかよ……」

　オレは、少し離れたところで笑みを浮かべている朱あか音ねを見る。

　彼女の身体は未いまだにうっすらと赤い光で覆おおわれていて、まだまだ戦える様子だ。

　絶体絶命。

　そんな言葉が頭に浮かぶ。

「うふふ」

　朱音が笑ってくる。

　いつもと違って、まるで余裕のない笑みだ。

　崖っぷちに立たされているみたいな。誰だれかに後ろから急せき立たてられているみたいな。

　そんな表情だった。

　ごう、と朱音の周囲に幾本もの火柱が立つ。

　噴き上がった炎は、空で向きを変え、オレたちへと降り注いできた。

　朱音が叫ぶ。

「これで終わりよ！」

　……冗談じゃねえ。

　終わらせてたまるかよ。

「姫ひめ乃の！　オレの魔力を使え！」

「え、で、でも……」

　姫乃は躊躇ためらいを見せる。

　そんな彼女の左手を、オレは右手で無理やり握りしめた。

　水を操っていたからなのか、その手はどこかヒンヤリとしている。

「迷ってる場合じゃねえだろ！　今あいつをどうにかできるのはお前だけなんだよ！」

「っ──分かった！」

　姫乃の判断は早かった。

　直後、オレの右手にも痛みが走る。

　力が抜き取られ──いや、姫乃へと流れこんでいくのが分かった。

「……自分で言っといてなんだけど……術式符がなくても大丈夫なのか？」

「舐なめないで。空気中の魔力を使うのに細かい調整をするのが苦手なだけ。直接魔力をもらえば、ただ壊すだけの攻撃魔法で、私の右に出る者はそうはいないのよ！」

「へ？」

　次の瞬間。

　姫乃とオレのいる場所を中心に、大量の水が爆発した。

「うおおおっ!?」

　痛みも忘れてオレは叫ぶ。

　水は無数の竜巻のように噴き上がり、朱あか音ねが放った炎をことごとく消し飛ばしていく。

　うねり、しぶき、はじけながら、すべてが上空で一本の流れとなる。

　そして、滝のような勢いで、

「これ以上、私から何も奪わせない！」

　姫ひめ乃のの叫びと共に、朱音に向けて叩たたきつけるように降り注いだ。
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　やがて、水は蒸発するみたいに消えた。

　屋上の床は、隕いん石せきが衝突したみたいに凹へこんで、ひび割れている。

　その中心に、びしょ濡ぬれになった朱音会長が、気を失って倒れていた。

「…………」

　オレはそれを、痛みでボウッとなった頭で、唖然として眺めていた。

　……やっぱエロい。

　あんなバトルの後だというのに、そう思うのは止められない。

　逆に言えば、そのくらいの余裕は戻ってきたってことか。

　姫乃がよろよろと朱音のところまで歩いてく。

「……姫乃？」

「…………」

　オレが呼びかけるのにも答えず、姫乃は朱音の横にしゃがみ込むと、

「……このバカ牛」

　ポツリと呟いて、朱音の腕を取って肩に抱える。

　その呟きはなぜか、いつもの敵意に満ちた悪口とは違って聞こえた。

　まるで、そう。妹を心配する姉みたいな……。

「お、おい、どうするんだ？」

「校舎を出るの。結構壊しちゃったから、もしかしたら崩れるかもしれない」

「マジかよ……」

　確かに屋上はボロボロだった。フェンスは根こそぎ吹っ飛び、タイルもめくれ上がっている。下の階まで貫通してるっぽい大穴もいくつか開いていた。

「でも、その、運べるのか？　体重差けっこうあるだろ？」

「ふん。仕方ないでしょ。あんた、魔力消費したせいで、力入らないんじゃないの？」

　実はそのとおりだった。

　自分がなんとか歩くのが精一杯。とても人を運べるような状態じゃない。

「悪い……頼む」

「……ま、放置してくわけにもいかないし。行きましょう」

　そう言って、朱あか音ねを抱え（というか、引きずりながら）歩き出す姫ひめ乃の。

　その言葉をちょっと意外に感じながら、オレはついていく。

　と。

「おーい、無事かぁー？」

　遠くから、声がした。

　見れば、遠くグラウンドの真ん中で、ニノが白衣の袖そでをブンブン振っている。

「クッション用意してあるから飛び降りてこーい。早く校舎出ないと、危険だぞー！」

「分かりましたー！」

　姫乃が短く、そう答える。

　……やはり崩れそうらしい。

　オレたちは向きを変えて、屋上の縁の方へと向かう。

　その途中で、不意に姫乃が言ってきた。

「シツジ……朱音のこと、恨うらまないでやってね」

「え？」

「……こいつも、あんたを襲って無理やり連れ去るなんてしたくなかったと思う。父親に──清せい十じゆう郎ろうに言われたら、逆らえないから……だから、仕方なくやったんだと思うから」

「ああ──」

　そうなんだろうと、オレも思う。

　さっき玄関で会ったときも、オレを追っているときも、姫乃と戦っているときも。

　朱音はずっとどこかおかしかった。いつもの余裕ぶった態度がなかった。

　どこか、追い詰められてるみたいだった。

　きっと父親……新しく当主になった鷹たか宮みや清十郎に、強要されてたんだろう。

　だとしたら当然、恨むべきは朱音じゃない。

「──分かってる。恨んだりなんかしないよ」

　だからオレはそう答えた。

　すると姫乃は、

「そう……」

　と言ったあと、すごく小さな声で、



　──よかった。



　そう囁ささやいた。

　きっとオレに聞かせるつもりはなかったんだろうその一言が、偶然にも聞こえて。

　オレは思わず笑みを浮かべてしまった。

　──その直後。

「あ……ぐっ!!」

　突然、身体からだ中じゆうが軋きしむような痛みに襲われて、オレは膝ひざをつく。

「ちょっとシツジ……？　どうしたの？」

「い、いや、ちょっと疲れただけ──ぐあぁっ！」

　気楽に答えようとするけど、あまりの痛みに、自然と悲鳴が口から飛び出してしまう。

　まるで、身体中を内側から殴りつけられてるみたいだ。

　やっぱり、魔力を使いすぎたのか。

　そう思いながら、なんとか顔を上げると、

「…………あんた、まさか」

　蒼そう白はくな顔の姫ひめ乃のと目が合った。

　その目は、何かを悟った色をしていた。

　オレは慌てて、ごまかすように言う。

「大したことないって……言ってたろ。貧血みたいなもんだって……くっ」

「うそ……だってそんな痛そうに……それに、魔力がどんどん身体から抜けてってるじゃない！　そのままじゃ……」

　姫乃は顔を歪ゆがめ、怯おびえるように首を横に振る。

　くそっ、魔力はごまかしようがない。

　姫乃には分かってしまったんだ。

　魔力を消費したオレの身体がどうなるのか。

「そんな……私、私の、せいで……？」

　今まで言えずにいたことが、最悪のタイミングでバレてしまった。

「ひ、姫乃……」

　オレは、心配するなと言うように手を伸ばす。

　次の瞬間。



　床一面から一斉に真っ黒い何かが噴き出した。



　いや、何かじゃない。オレはこれを知っている。

　魔物イヴルだ。

　タイルがめくれ上がったり、大穴が開いたりしてボロボロの床。

　そこから、無数の「手」が、増水した濁だく流りゆうのように噴き出してきた。

「な、なんでいきなりっ？」

　膝ひざをついたまま困惑するオレに、魔物が絡み付いてくる。

　手だけじゃなかった。

　のっぺりした出来損ないの人形みたいな奴やつまで現れて、オレたちに襲いかかってくる。

　オレは痛みで頭が回らない上に、突然のことすぎて全然動けない。

　一方、姫ひめ乃のは早かった。

　直前まであんなに動揺してたのが嘘うそみたいに静かな声で、

「ごめん、シツジ」

「え？　──うわっ」

　姫乃が朱あか音ねを押し付け、オレごと突き飛ばした。

　オレと朱音は壊れたフェンスを乗り越え、屋上を飛び出してしまう。

「姫乃ぉ！」

　オレは彼女の名を呼ぶけど、どうすることもできない。

　オレと朱音の身体は落下していく。

　屋上に残った姫乃の姿が、縁に隠れて見えなくなる直前。



　姫乃の全身が、真っ黒な闇やみのような、無数の魔物に飲み込まれて消えた。



    

  
    
      


６　執事とお嬢様と魔法契約テストタメント



「わああああっ！」

「朱音！　少年！」

　姫乃に突き飛ばされて屋上から落下するオレたちに向かって、ニノが何かを放った。

　すると、地面に透明なトランポリンが出現したみたいに、オレと朱音の身体は空中で何度か弾はずみ、校舎前の玄関ポーチに投げ出された。

　どうやら、ニノが放ったのは術式符みたいだな。

　クッションを用意したというのはこれのことだったらしい。

「うぐっ……」

　軋きしむような痛みで、オレは思わず呻うめいた。

　魔力を大量に消費したせいで、身体はガタガタだ。

　けど、そんなことより……。

「……姫乃！」

　あいつはどうなった？

　オレはなんとか上半身を起こして、上を見る。

　しかし、ここからでは屋上にいる姫ひめ乃のの姿は見えなかった。

　ニノが駆かけ寄よってくる。

「大丈夫かい？」

「オレたちはなんとも……それより姫乃が……っ！」

「──分かってる。ワタシがもっと早く気づければ良かったんだが……」

　彼女はそう言って、悔しげに唇を噛かみ、

「とにかく……ここは危険だ。いったん避難しよう」
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　いつの間にか、すごい大事になっているようだった。

　外から見てみるとよく分かった。校舎は洪水と火事に同時に見まわれ、ついでに爆撃を受けたみたいにボロボロ。崩壊寸前といった雰囲気だった。紛争地域の写真で、あんな状態の建物を見たことがあるぞ。

　そして、そんな明あき原はら高校の敷地をぐるりと、警察の特殊車両によく似た車が取り囲んでいた。

　パッと見はそうとしか思えないし、さっきから走りまわったり野や次じ馬うまを追い払ったりしてる人たちも警察官にしか見えないんだけど、ニノによれば違うらしい。

「彼らは、広域に被害を出しそうな魔物イヴルが発生したときに出てくる退魔師だよ。ま、警察庁の附属機関扱いだから、あの格好も間違いってわけじゃない」

　よく分らないけど、魔法使いってのは思ったより大規模な組織を持ってるらしい。

　で、オレと朱あか音ねはニノに、その特殊車両の一つに連れてこられていた。

　ベッドに寝かされた朱音は、未いまだ目を覚まさない。

「大丈夫、気絶してるだけだ。姫乃も手加減したんだろうね」

　とニノ。

　あれで手加減してたのか、あいつは……。

　さらにニノは、オレの身体もチェックして言う。

「きみのほうも、ひとまず命に別状はない。ただし、しばらくおとなしくしていること。身体が死ぬほど重いだろう？　無理して動くと、何が起こるか分らないよ」

　怖えよ……。

　けど、ニノの言うとおりだった。

　身体が重い。まるでいきなり重力が二倍の星に来てしまったみたいな気分だ。

　それにすごくダルい。タチの悪い風邪をひいたときみたいな疲労感が全身を覆おおってる。ご丁寧に熱まで出て、オレの頭をボウッとさせてくる。

　できれば、朱あか音ねみたいに横になって、そのまま眠ってしまいたい。

　けど……そんなわけにもいかない。

「……姫ひめ乃のは」とオレはニノに問う。「どうなっちゃったんだ？」

「魔物に取り付かれたんだよ──あれを見て」

　とニノは、白衣の袖そでで隠れた手で、それを指さした。

　いくつか並んでいるモニタの一つ。

　そこには、上空からの校舎の様子が映っている。

　日が沈んで、だいぶ暗い。

　しかし、四方からライトに照らされていて、そこだけステージみたいに明るい。

　戦場跡みたいに床がメチャクチャになっている屋上。

　その真ん中に、巨大な黒い球体があった。

　ひたすらに暗く、ひたすらに闇やみ。何もかもを拒絶するような漆黒がそこにあった。

　ニノが言う。

「学校中の魔物が集まったって感じだね。姫乃と朱音の喧けん嘩かに引き寄せられたんだろう」

「どういうことだ？　魔物ってのは、魔力に呼び寄せられる性質でも持ってるのか？」

　街灯に集まってくる羽虫みたいに？

「それもあるけど、それより、魔物は人間の負の感情に引き寄せられる。負の感情を餌えさにして、より大きくなろうとする。だからあいつらは、姫乃に取り付いたんだよ」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　そりゃおかしいだろ」

　オレは思い返す。

　朱音と姫乃が言っていたことを。



　──あなたはどんな手を使ってでもわたしの執事バトラーにする。



　──私の執シツ事ジは、絶対に渡さないわ。



　そうだよ。

　あいつはそんなふうに言ってた。

「……姫乃は、朱音が父親に強いられてオレを襲うことを読んでいて、昨日からその対策を立ててたんだぞ。それで……」

　それで、あんなに堂々として、そして最終的に勝ったんだぞ。

　どこに、魔物が反応するような負の感情がある？

　しかしニノは、あっさりとその事実を告げた。



「だったら──それが、負の感情ゆえだったんだろうね」



「そんな……」

　オレはぐらりと世界が傾くような目眩めまいを感じた。

　嘘うそだろ。



　──これ以上、私から何も奪わせない！



　あいつは、姫ひめ乃のはそう言ってたんだぞ。

　あれは、強さの証あかしじゃないのか？

　クラスメイトには完かん璧ぺきなお嬢様姿を見せつけ、分家と蔑まれても折れず、悲しみにくれながらも戦いの場に出ることを選ぶ──あいつはそんなヤツだぞ？

「言っただろう」とニノ。「強いのは心の表面だけだって。内側にある弱い部分をときどき晒さらしてやらないと、壊れてしまうって」

「っ……！」

　オレは歯は噛がみする。

　分かってたことだ。

　あいつが、本当はそんなに強いやつってわけじゃないことくらい。

　それどころか、強がるのが得意ってわけですらないって、ことくらい。

　姫乃は、ただ、強がるしかなかったから、強がっていた。

　強いふりをしてた。

　本当はあいつは、簡単に涙を浮かべちゃうような女の子で……。

　完璧なお嬢様の演技も。

　魔法使いとしての強気な態度も。

　悲鳴のように叫んで戦った、あの強さも。

　全部が全部、負の感情から来ていたんだとしたら？

「うそだろ……」

　信じられないというように呟くオレを見るニノの視線が、憐あわれんでいるように感じた。

「……姫乃も、自分のそれが負の感情だなんて自覚はなかっただろうね。あるいは自覚しないようにしていたのかもしれない。でも、きっかけがあれば、簡単に気づくだろう」

　きっかけ……。

「……っ」

　オレはハッとする。

　魔物が現れて姫乃を襲う直前、何があった？

　オレが倒れかけて、それを見た姫ひめ乃のが……気づいてしまったんだ。

　魔力を使い過ぎたせいで、オレがどうなるのか。

　まさか、そのせいで……？

「でもっ！」

　オレは慌てて言う。まるでイタズラをごまかす子供の言い訳みたいに。

「あのとき、オレは自分から魔力を使えって言ったんだぞ？　それはべつに姫乃が気にするようなことじゃないだろっ」

「事実なんか関係ないさ。それは、ただのきっかけなんだから。でも……最悪のタイミングで気づいちゃったみたいだね、あいつは」

「そんな……」

　オレは立っていられなくなり、ベッドの縁に手をついた。

　簡単には受け入れられなかった。

　姫乃が負の感情で行動していたことを。

　しかも、自分がそれに気づかせてしまったことを。

　──受け入れられない？

　ふざけるな。

　自分を心の中で罵ののしる。

　分かってたじゃないか。

　浮かべた涙に気づいてただろうが。

　涙が、アイツの強さはただの強がりだってことを、ずっと教えてくれてたじゃないか。

　けどオレは……。

　それを受け入れられなかった。

　アイツに、手を差し伸べられなかった。

「どうやら、無理みたいだな……」

　ニノがそんなふうに呟くのを聞いて、オレはさっきのモニタを見る。

　校舎屋上の映像。

　姫乃を覆おおう真っ黒な球体。

「なんか……さっきより、大きくなってねえか？」

「臨界点を超えたんだ。さっきまでは、姫乃の負の感情が魔物を呼び寄せるだけだった。うまくいけばそのまま安定するから、そこを魔法で攻撃すればよかった。でも……」

「でも？」

「安定しなかったんだよ。負の感情が大きすぎて。集まった魔物と共鳴して、周囲の魔力をどんどん淀よどませていく……魔物を増やしていってる」

「そうすると……どうなるんだ？」

「そこまで大きくなると、もう安定することはない。自身が産んだ魔物と負の感情が共鳴し続けて、際限なく魔物を産み出し続ける……その重みに中心の身体が耐たえられなくなったとき、大爆発を起こす。この町くらいは吹き飛ぶだろうね」

「そんな……っ！」

「大丈夫だ……そうなる前に、退魔師の部隊が強制的に魔物を消滅させる」

「待てよ！　そんなことしたら姫ひめ乃のは……」

　どうなるんだよ、と言いかけてオレは口をつぐんだ。

　訊きくまでもなく、ニノの表情を見れば分かった。

　それに、ニノが今まで何もしていなかったことからも分かる。

　姫乃を助ける方法があるなら、ニノはとっくに行動を起こしてるはずじゃないか。

　つまり。

　つまり姫乃はもう……。

「……うそ、だ……ろ……？」

　足元の床が崩れ落ちていくような気分だった。

「なんとか……なんとかできないのかよ！」

　オレはニノに詰め寄る。だるだるの白衣をつかみ、大声で叫ぶ。

　けれど、天才だという幼女魔法使いは、弱々しく首を横に振るだけだった。

「──くそぉっ！」

　なんだか、小さい子供をいじめてるような気分になって、オレはニノの白衣を放す。

　実際、今のニノはただの子供のように無力に見えた。

　……オレも同じだ。

　何もできない。姫乃が魔物に取り付かれて、そして殺されようとしているのを、こうしてモニタ越しに見ていることしかできない、無力な……。



「……できるわよ」



　声が聞こえて、オレはベッドの方を見た。

　いつの間にか、朱あか音ねが目を覚ましていた。

「会長……大丈夫なのか？」

「ええ……それより、姫乃を──」

「やめろ、朱音！」

　何か言いかけた彼女を、ニノがピシャリと遮さえぎった。

「お前の考えていることは分かってる。確かに、それならあいつを助けられるかもしれない。けど、リスクが大きすぎるんだよ。それに教えただろう。魔法使いの問題は──」

「『──魔法使いだけで解決しろ』」

　今度は朱あか音ねがニノを遮さえぎった。

　ニノは苦い顔をして朱音を睨にらむ。

「分かってるわ、先生。でも……それでもわたしは……」

　朱音は、そう言ってオレを見てくる。

　オレは小さく頷うなずいた。

「教えてくれ朱音。どうやったら姫ひめ乃のを助けられる」

「少年！」

　ニノが叫ぶ。

「よせ、少年。助けられる確証なんて全然ない。分の悪すぎる賭かけだ。きみがもし、姫乃があんなふうになるきっかけを自分が作ってしまったと思ってるなら──」

「そんなんじゃねえって」

　オレは首を振る。

「オレはまだ、あいつの頼みごとに、返事をしてないんだ。だから──」



　──私の執事になってください。



「──だから、このままいなくなられちゃ困るんだよ」

　それに。

「諦あきらめるなら死んでからにしろ、ってのがあんたの教えなんだろ」

「少年……」

　思いもかけないところから自分の言葉を聞かされて、ポカンとするニノ。

　オレは朱音に言う。

「頼む、教えてくれ」

「ええ。難しいことじゃないわ。つまり──」



　──朱音の言うとおり、その方法自体はとても簡単なものだった。

　説明には一分もかからなかったくらいだし、オレも一発で理解できた。

　ただ、オレにそれが出来るのかと言われると、自信はない。

　一％の可能性に賭ける、なんてもんじゃない。

　初めから勝率ゼロかもしれない。ニノの言うとおり分の悪すぎる賭けだ。

　けど……。

　出来るヤツは多分、オレ以外にいない。

「……じゃあ、行ってくる」

　オレはそう言って、立ち上がる。

　よろり、と脚がふらつく。けど、こんなの大したことじゃない。今はそう思えた。

　ニノが言ってくる。

「どうしても行くのか？　失敗すればきみも死ぬことになるぞ。きみは一般人なんだ。無理してワタシたち魔法使いの不始末に関かかわることはない──」

　必死にオレを止めようとしてくれるニノを、だけどオレは手で押しとどめる。

「分かってる。でも、オレは行くよ。あいつは、オレと同じだって思うから」

「……どういうことだ？」

「オレも──ずっと一人だったんだよ。昔から自分だけが魔物を見れたせいでさ。周りのみんなに言うと気味悪がられたりするから、口にしないようにしてた。自分の目にはハッキリ見えているのに、見えないふり。魔物なんていないフリをしてずっと生活してた。そうすればみんなとうまくやってけるし、それでいいと思ってた」

「…………」

　もちろん、そんなの、姫ひめ乃のの孤独とは比べ物にならないかもしれない。

　オレには両親がいたし、「完かん璧ぺきお嬢様」みたいな演技をし続ける必要もなかった。

　けど、それでも。

「でも、姫乃が現れて、あいつにも『真っ黒い何か』が見えるって知って、オレはちょっと嬉うれしかった。肩の荷が下りた気がした。で、気づいたんだよ。ああオレ、ずっと無理してたんだって。自分でも気づかないくらいの、すごく小さな無理だけど」

　あいつも、ずっと無理をし続けているんだ。

　自分で気づかない、でも、とんでもなく疲れるようなやつを。

「あいつは、オレに手を差し伸べて、オレにそれを気づかせてくれた。だから、今度はオレの番なんだよ」

　まあ、アイツの場合、手じゃなくて足で踏んづけてきたんだけどな。

　とは口にしない。

　せっかくカッコつけたんだ。そのまま行かせろ。

「…………分かったよ」

　ニノは、諦あきらめるようにそう言った。

　溜ため息いきをついて、それから苦笑を浮かべる。

「──一時間だ。その間、姫乃への攻撃を止めるよう頼んでみる。だが、それ以上は無理だ。町を消滅させるわけにはいかないからな」

「充分だ──ありがとう、先生」

「なっ……ばっ、ワタシは！　きみの師匠になったつもりはないぞ！」

　照れくさそうに、バタバタと白衣の袖そでを振り回す姿は、子供らしくてけっこう可愛かわいい。

「シツジくん……」

　朱あか音ねが言ってくる。

「ごめんなさい……あなたにあんなことをしておいて、こんなことを頼むなんて図ずう々ずうしいと自分でも思う……でも……お願い。姫ひめ乃のを、助けてあげて」

「……」

「あの子に……姫乃には、いなくなってほしくないの」

　それを聞いて。

　オレはホントにふたりが姉妹みたいだと思った。

　いつも悪口を言い合って、同じものを取り合って、喧けん嘩かばかりしてる。

　でも……それでもお互いのことをよく分かってて。

　相手のいないところじゃ、相手のことを気にかけてる。

　そんなふたりの関係が──ちょっと羨うらやましいとさえ思う。

　朱音の金色の瞳ひとみにまっすぐ見つめられて、オレは大きく頷うなずいた。

　そして、ほどけかけていたリボンタイを締めなおして言う。

「もちろんだ──オレはあいつの執シツ事ジだからな」



　　　　　●



　校舎の中は思ったほどひどい状態じゃなかった。

　ただ、壁や天井があちこちひび割れていて、今にも崩れそうで怖い。

　オレは玄関をくぐると、階段を上っていく。

　走ったりはできない。身体は風邪をひいたみたいにダルいままだ。

　さっき姫乃が蹴け破やぶった扉をくぐって、屋上に出る。

「……っ」

　息をのむ。

　戦車戦でも行われてたんじゃないかというくらい、メチャクチャに破壊された屋上。

　その中央に、黒い球体が浮かんでいた。

　その表面は無軌道に蠢うごめいていて、よく見ればそれは、無数の魔物が犇ひしめいているのだと分かった。手のほかにも、脚が突き出ていたり、人の顔みたいなものが浮き出ている。口みたいな凹凸や目みたいな空洞が現れては消える。それが融け合ったり、離れたり、また混ざり合ったりしながら、ぐしゃぐしゃと動き回っている。

　まるで、大量の人間を、鍋なべで煮込んでいるような……悪夢のような光景。

「くっ……」

　熱を帯びているはずの身体に悪寒が走って、カタカタと脚が震え出す。

　悲鳴を上げて、背を向けて、全力で元きた道を逃げ出したくなる。

　でも……っ。

　オレは進む。

　魔物に向かって、一歩ずつ進んでいく。

　あそこに姫ひめ乃のがいる。

　たった一人で、暗くら闇やみの中に取り残され。

　自分の感情に押おし潰つぶされそうになっているアイツがいるんだ。

「まったく……」

　学校では完かん璧ぺきなお嬢様を演じ続けて。

　オレや朱あか音ねの前では強気な魔法使いでいようとして。

　自分の弱さを見せられない、不器用な──。

「世話のやけるお嬢様だぜ！」

　オレがそう声を上げたのに反応するように、

「おわっ!?」

　ぞわり、と魔物が蠢うごめいた。

　ラグビーボールみたいな形に歪ゆがんで、こっちに近づいてくる。

　表面では真っ黒な人体のパーツが、ズゾズゾ這はいずってる。

　うええ、気持ち悪い。

　けどオレは、なんとかその場に踏みとどまって呼びかける。

「姫乃！　聞こえるか？　迎えに来たぞ！」

　すると、魔物はさらに反応を示す。

　動揺するように身を凹へこませ、その表面がさざ波のように細かく震える。

『しつ……じ……？』

　どこからか、声がした。

　くぐもって聞き取りづらいけど、間違いない。姫乃の声だ。

　オレは慌てて答える。

「そうだ！　お前の執事だ！　お嬢様！」

　うそ、と呟く声が聞こえる。

「嘘うそじゃねえよ！　嘘だと思うなら出てきて、見てみろよ！」

『…………』

「うわっ！」

　魔物が、突然激しく変形した。

　蠢いていた表面が、急にまっ平らな壁みたいになって、ピタリと動かなくなった。

　なんだよ……オレのことなんか相手にしたくありませんって態度かよ。

『帰って……』

　真っ黒な壁の向こうから、姫ひめ乃のの声が聞こえる。

『私は……私の都合で、執事バトラーを手に入れようとして、そのせいで、あんたを傷つけたのよ……それなのに……助けてもらう資格なんて』

「バカ、そんなもんに資格なんかいるかよ」

　オレは壁に向かって歩き出す。

『来ないで！』

　姫乃の悲鳴のような声。

　それに応じるように、

「!?」

　壁から、雨水が染み出してくるように、いくつもの真っ黒な魔物が、這はい出てきた。

　無数の手が、宙を飛び、あるいは地面を這うようにして、オレに掴つかみかかってくる。

「ぐっ……！」

　痛え！

　顔、首、腕、脚、胴──あちこちに衝撃が走り、刺すような鋭い痛みまで感じる。

『やめて！』

　姫乃が叫ぶ。

『こないで……駄目なの。止められないの……こいつら、勝手に動いて、シツジのこと襲っちゃうの。私が、私の……』

　姫乃の言葉は続かない。

　分かってる。コイツは、言えないんだ。魔物がオレを襲う理由を。自分が魔物に取り込まれた理由を。

　それは、姫乃がずっと隠してきた自分の弱さだから。

　弱さを見せたくないって思ってずっと無理をし続けて、それがいつの間にか重荷に──負の感情になってて、それが魔物を呼び寄せてしまったから。

　だから。

『私がこうなったのは、私の責任なの！　だから自分で償わなきゃいけないの！　それが魔法使いとしての義務なのっ！』

　だからお前は、そんなことを言うんだ。

　自分一人でどうにかしようとして。

　誰だれにも頼らないで生きようとして。

　……でも。

「冗談じゃねえぞ！」

　オレは声を上げ、足を前に進める。

　襲ってくる魔物を手で打ち払う。

　全部は無理だ。いくつかはオレの身体にぶち当たって、痛みでオレを竦すくませる。

　けど、止まってたまるかよ。

「お前は！」オレは叫ぶ。「今までずっと一人で暮らしてきて、優秀な魔法使いになるために努力してきて、今度はまた一人で責任取ろうなんて、そんなのただの強がりじゃないかよ！　冗談じゃない！　お前はもう一人じゃないんだぞ！」

『一人よ！』

　姫ひめ乃のの叫び声が、闇やみの向こうからオレを突き放してくる。

『私はずっと一人だったの！　だから自分でやらなきゃいけないの！　全部、自分で……なんとか、しなきゃ……駄目なのぉっ！』

「っ！」

　見たこともない大きな魔物が飛び出してきた。

　雨で溶けかけた泥人形みたいなソイツの頭部には、異様に大きな口が開いていた。

　そこに並んだ乱らん杭ぐいの牙きばが、オレの脇わき腹ばらに喰らいつく。

「ぐ、あああああっ！」

　ものすごい痛みが走った。

　まるで肉をごっそりと喰くい千切られたみたいな。

　オレはムチャクチャに身体を振って、ソイツを振り落とす。

　血が出ているのか、内臓が飛び出ているのか、分からない。見たり触ったりはしない。惨状を知ってしまったら、足を止めてしまいそうだ。魔物が、物理的な傷を与えられはしないと信じたい。

『シツジ！　もうやめてよ！　来ないでよ！』

「いやだ！」

　オレは叫んだ。

　叫んで、それを起爆剤にして、走り出す。

　もう体力が持たない。

　一度勢いを失ったらそこで終わりだ。

「お前は言ったじゃないか！　オレに！　執事になってくれって！　自分には執事が必要なんだって！　あのときお前は、一人でいるのをやめようとしたんじゃないのかよ！」

『！』

　魔物たちが群がってくる。

　オレの身体まで飲み込もうというように、無数に取り付いてくる。

　オレはそれをむしりとって、振り払って、ようやくたどり着いた壁に拳こぶしをぶち当てる。

「あのときの返事をするぞ姫乃！」

　ぐんにゃりと形を変えた漆黒の壁が、オレの拳こぶしを包みこもうとする。

　オレはそれを反対の手で掴つかんで、こじ開ける。

「契約しろって言うならいくらでもしてやる！　オレは、お前の執事になる！」

　魔物の群れをかき分けて、奥へと進む。

　どこだ。

　どこにいるんだ、姫ひめ乃の。

　出てこいよ！

「お前はもう一人きりじゃない！　お前と一緒に戦って、お前と一緒に暮らして、お前のワガママを聞いてやる執オ事レがここにいるんだ！　だから──」

　戻ってこいよ！

　姫乃！



「もう強がるな！　弱くたっていいじゃねえか！　泣きたいときには好きなだけ泣いていいんだよ！」



「しつ……じ……っ」

　いた。

　魔物の群れの奥の奥に。

　漆黒の闇やみの先の先に。

　一人で卵の殻に閉じこもるようにうずくまった、

　オレの、お嬢様。

「姫乃……っ」

「シツジ……」

「ぐっ……」

「シツジ！」

　目前まで迫った二人が再び引き離されそうになる。

　魔物が、まるで海かい嘯しようのように、オレと姫乃の間になだれ込んでくる。

　くそっ。

　ここまで来て、諦あきらめられるわけないだろ。

「姫乃っ！」

　オレは叫んで、右手を伸ばす。

「シツジ……！」

　姫乃は、ほんの少しだけ迷うような表情を見せたけれど。

　自分の左手を伸ばしてくれた。

　ぶつかり合う手のひら。

　指と指が綺き麗れいに絡まり合う。

　驚くほどに柔らかい感触。

　オレは、最初に姫ひめ乃のと手を握り合ったときのことを思い出す。

　あのときは偶然だった。まるで奇跡みたいな。

　今度は、偶然でも奇跡でもない。

　ふたりが選んだ必然だ。

　触れ合ったオレと姫乃の契約の証あかしが、闇やみを切り裂いた。

　金色の光が、重なり合った魔法紋から放たれて、魔物を吹き飛ばしたのだ。

　オレと姫乃の周りに風が吹き、雨が降り注ぐ。

　オレの魔力と、姫乃の魔法によって生まれたそれは、屋上中の魔物を一掃していく。

　魔力の淀よどみを。

　心のわだかまりを洗い流すように。

「うっ……」

　姫乃がオレの顔を見上げ、くしゃりと顔を歪ゆがめる。

　そしてオレの胸元に顔を埋めると、



「うわあああああああああん────！」



　と声を上げて泣いた。

　まるで子供のように。

　五年前から溜めていた涙を、今すべて流し尽くそうとするかのように。

　オレは姫乃を抱きしめる。

「悪かった……遅くなって……」

　そう謝るオレに、姫乃はふるふると首を横に振ってくれた。

「あり……がとっ……来てくれて……！」

　そして、そんなふうに言って、また泣くのだった。

　二人の手は握ったまま。

　そこにオレは熱を感じる。

　これまでのような痛みを伴う熱さじゃない。

　姫乃の心に直接触れているような、温かい熱だ。

　オレは理解した。

　契約は結ばれた。

　オレは正式に、姫乃の執事バトラーになったんだ。



    

  
    
      


エピローグ



　その直後、オレはブッ倒れて気絶した。

　魔力を消費しすぎたのと、魔物に攻撃を受けたのとで、ヤバいことになってたらしい。

　だから、姫ひめ乃のを助け出したあとのことは何も憶おぼえてなくて、これは後で聞いた話だ。



　その騒ぎは表向きは、学校の地下に埋まっていた不発弾を処理する際に誤って爆発させてしまったもの、と公表された。

　ヤジウマや避難途中の生徒の中には、真っ黒い怪物みたいなもの（魔物だ）を目撃した人もいたそうだけど、同じ場所にいても見てる者と見てない者がいたりしたので（魔力量の差ってことなんだろう）、精神的ショックによる幻覚として処理されたそうだ。

　姫乃と朱あか音ねのバトルのせいで、火や水が飛び交ってるのを目撃した人もいた。こっちは火災や水道管の破裂ってことになったらしい。

　なんにしろ、明あき原はら高校のあちこちに以前から発生していた魔物たちは、姫乃によって一ヶ所に集められ、殲せん滅めつさせられたってわけだ。結果オーライかもしれない。

　……校舎はボロボロになったけど。

　数日の臨時休校とゴールデンウィークの間に修理するということになったらしい。



　で、オレは目を覚ましたとき、自宅の自分のベッドに寝かされていた。

「お、起きたね、少年」

　机に向かって何やら書き物をしていたニノが、クルリとこちらに向いた。

　相変わらず、オーバーオールにだるだるの白衣姿。

　ただ──ちょっと疲れてるように見えた。

「……えっと」

　オレはボウッとする頭で呟く。何があったのかとっさに思い出せなかった。

　ニノが苦笑して、

「無理もない。あれから三十時間くらい眠り込んでたからね。むしろ、魔法使いの訓練も受けていないきみが魔物にあれだけ襲われて、長時間寝たくらいで回復してしまうのが驚きだ。つくづく興味深い」

「あ……」

　魔物に襲われて、というところで、オレは気絶する前のことを思い出した。

「そうだ、姫乃は──！」

「安心したまえ。無事だよ。姫乃も、町も、みんなね」

「…………よかった」

「きみのおかげだ」

「そんな……」

「否定することはない。これは事実だよ。あのとき、一人の犠牲者も出さずに事態を収拾させられたのは、世界中できみしかいなかっただろう。つまり、姫ひめ乃のの執事バトラーになれたのはね」

「…………」

　そうか、オレは成功したのか。

　姫乃の執事になることができたのか。

　オレは安あん堵どの息を吐いた。



『難しいことじゃないわ。つまり──』



　あのとき。警察車両に偽装した車の中で。

　朱あか音ねが教えてくれた「姫乃を助ける方法」をオレは思い出す。



『──本契約テスタメントを結んで姫乃の執事バトラーになるのよ。そうすれば、姫乃はあなたの魔力を使って強力な魔法を使えるから、あれだけ大量に取り付いた魔物を一掃することだってできる。それに……』



『それに、姫乃の負の感情をどうにかしなければ、魔物の増殖は止められない。それには執事バトラーが──互いをパートナーとして認め合う存在が必要なの。姫乃がどうしてあんなふうになってしまったか、あなたなら分かるでしょう？』



　もちろんオレには分かっていた。

　だから、あの場で戸惑うはずがなかった。

　だからあのときオレは。

　姫乃がずっと強がって隠していたものを受け入れて。

　姫乃にそんなオレを受け入れさせて。

　お互いに認め合うことができた。

「……きみは」とニノが言う。「すごいな。こんな短い時間で姫乃のことを理解して、本音をさらけ出させてしまった。ワタシには、五年かけてもできなかったのに」

「……そんな大したことはやってないよ」

　とオレは苦笑して答える。

　姫ひめ乃ののところへ向かう前にニノに言ったとおりだ。

　オレとあいつはちょっとだけ似ていて。

　あいつがオレに手を差し伸べてくれたから。

　オレも同じことをしてやっただけ。

　それだけだ。

「ところで──」

　と、ニノが書類仕事に戻りながら言ってくる。

「きみはこれから大変だぞ。色々な魔法使いから狙ねらわれることになるだろうな」

「…………は？」

　いきなりなんの話だ？

　ニノは溜ため息いきを吐いた。机の端はしに置いてあった袋からポテチをつまんでポリポリ食べながら……っておい、人んちの床に食べカスこぼすなよ。

「きみは自分がものすごく稀け有うな存在だという自覚が足りないな。……いいかい？　きみは魔力供給源として非常に優秀だ。史上類を見ないほどにね。しかも、先日の騒ぎのせいで、きみの存在は日本中、いや世界中の魔法使いの知るところとなった。そうなれば、皆がきみを執事バトラーとして、あるいは研究材料として欲するのは当然だろう」

「うそ、だろ……」

「嘘うそなものか。現に、清せい十じゆう郎ろう──鷹たか宮みや家当主は、娘の朱あか音ねにきみを引き続き狙うよう命じたぞ。まあ、他の魔法使いの牽けん制せいもあって、先日のような強攻策は取らないようだが」

　それはありがたい話だけど。

　それより……。

「待てよ。オレは姫乃の執事になったんだぞ。他の魔法使いの執事なんてなれないんじゃないのか？」

　実験材料はともかく。

「なれないと誰だれか言ったかい？」

「…………」

　……言ってない。

　確かに誰も、一人の執事は一人の魔法使いにしか仕えられない、なんて条件を口にしてはいなかった。

「で、でも！　そういうもんじゃないのかよっ」

「普通は魔力の量がきみほど多くないから、必然的に一人の魔法使いの執事にしかなれないだけだよ。技術上はそんな制限はない」

「そんなぁ……」

　魔物退治をさせられる覚悟はしてたけど、世界中の魔法使いに狙われるとか、そんな雇用条件は聞いてないぞ！

　ニノは愕がく然ぜんとするオレを見て「くくく」と笑い、

「まあ、観念するんだね、少年。きみはもう、魔法使いの世界に足を踏み入れてしまったんだから」

「…………はぁ」

　オレは溜ため息いきをついた。



　　　　　●



『──シツジ』

　そんな声が、寝ているオレの頭に響いた。

　姫ひめ乃のの声だ。

　いつもとはちょっと違う、なんだか優しさが感じられる声。

　オレは返事をしようとするけど、声が出ない。

　そんなオレに、姫乃は続けて言ってくる。

『ありがとう──助けてくれて。それに……』

　それに？

『本当の私を、見つけてくれて』





「…………っ！」

　急に目が覚めた。

　なんか、妙な夢を見てた気がするぞ？

　すぐ近くから、姫乃に呼びかけられていたような……。

「──って、え？」

　目の前に姫乃の顔があった。

「あ……う……」

　姫乃はすごく気まずそうな顔で、呻うめき声を上げる。

　どういう状況なんだよ、これ？

　どうやら、あれからまたオレは眠り込んでたみたいだ。

　ここはオレの部屋で、窓からは朝の陽光が降り注いでいる。

　オレはベッドで寝ていて……そしてなぜか姫乃がその上にいる。

「姫乃……？」

「や、こ、これは違うの。べつになんかしようとしてたんじゃなくて、なんていうか……なんでもないのよっ！」

　何言ってんだ。

　なんでいきなり、顔が赤くなるほど怒ってるんだよ。

「……まあ、なんでもいいけど。とにかく早くどいてくれ──」

　と、そこでオレはとんでもないことに気づいてしまった。

　人生始まって以来の大発見だ。なんと……。

　……小さい胸が巨乳に勝るポイントを発見してしまった！

　それは……胸が小さいと、ブラチラが映える！

　ベッドに寝ているオレの上に、覆おおいかぶさるように姫ひめ乃のがいたら、当然こういうことになるわけだ。ちなみに色はピンクだぜ。

「？　どうしたのシツジ？」

「……いや、その、お前な」

　気づけよ！

　だからお前はそういう防御が足りなすぎるんだって！

　ちょっと前のオレなら、何も気にせず指摘するなり、姫乃をどかせるなりしただろう。

　けど、この前裸エプロンを見たせいか？　その……ちょっと見る目が変わった。

　巨乳でもなんでもないのに、こいつの外見を、なんか意識するようになってしまった。



    

  
    
      



    

  
    
      

「何よ急に黙っちゃって…………っっ!?」

　ようやく気づいたらしい。

　姫ひめ乃のはガバッと起き上がる。

　あわわわわ、と震える唇から、妙な声を発する。

　守るように自分の身体を両手で押さえる……おい、なんでオレが襲ったみたいなリアクションするんだよ。

「こ、こここここのノゾキシツジっ！　あんた、何考えて──」

「お前が勝手に乗っかってたんだろうが！」

「うるさい、言い訳するな──シツジのくせに生意気よ！」

　姫乃は顔を真まっ赤かに染めながら、枕まくらをつかんでバフバフとオレに振りおろしてくる。

「おい、やめっ、ぶふっ！」

　べつに痛くはないんだけど、オレは腕を振って止めようとする。

　魔物に取り込まれて消えそうな声出してたくせに、すっかり元気になってやがる。

　と、そこへ。

「あらあら、騒がしいわね」

　朱あか音ね会長が部屋にやってきた。

　彼女も普段どおりのようだ。

　ライオンをイメージさせるストレートのレッドヘア。

　キラキラと輝く金色の両目が、自信たっぷりな強い視線を向けてくる。

「起きたのね、シツジくん。調子はどう？」

「もうなんともないみたいだ」

「それは良かった──これで心置きなく勧誘できるわね」

「へ？」

「さ、わたしの執事になってちょうだい」

　と腕を絡めてくる朱音。

　そんなところも普段どおりかよ！

　目覚めにこの柔らかい感触は危険過ぎる……。

「このエロシツジ！」

「ぶわっ！」

　ものすごい至近距離から、姫乃に風の魔法で吹っ飛ばされた。

　オレは壁にぶつかり、そのままズルズルと床に落ちる。

「お前……病み上がりの人間に、なんてことするんだ……」

「こいつは私の執事なんだから、勝手なことしないでよ、この牛女！」

　おい、聞けよ。

「うふふ、でも先生が言ってたでしょう。シツジくんはまだ魔力を余らせてるって。だからわたしも──」

「そんなの私が認めないわ！」

「シツジくんはあなたの所有物じゃないのよ」

　オレを間に挟はさんで、さっそく喧けん嘩かを始めるふたり。

　顔を合わせると、結局こうなるのか、こいつらは……。

「──ふたりとも落ち着け！　部屋を出ろ！　オレに着替える時間をよこせ！」

　そう言ってふたりを追い出そうとしたところへ。

「おい少年。腹が減ったぞ。朝飯はまだか」

　そんなことを言いながら、今度はニノが入ってきた。

　相変わらずのオーバーオールとだるだるの白衣姿の幼女に、オレは目を点にする。

「ニノ……？　えっと……オレの看病を続けててくれたのか？」

「ん？　いや」とニノは首を振る。

「きみの体調は万全だ。もう心配いらないよ」

　そうか、それは良かった。……けど。

「じゃあなんでここにいるんだ？」

「くくく。世の中、男の家に女がいるのは、行き場を失った場合と決まっているぞ」

「いや、意味が分かんねえよ」

「具体的には、校舎が改装中で保健室に寝泊まりできないのでここに来た」

「お前あそこに住んでたの!?」

　なんかものが多い保健室だとは思ってたけど……。

「っていうかなに。それって、お前もここに住むってこと？」

「そうイヤそうに言うなよ少年。きみの身体はとても興味深い。どうやらこの地域に魔物が多いのも、きみの魔力と関係があることが今回の件で分かったんだ。ぜひ間近で観察させてもらいたい」

「今サラッとすげえ重要なこと言った！　殺人事件が原因って話じゃなかったか？」

「あれは間違いだ。無関係ではないだろうがね。普通、その程度で魔物が大量発生することはないから、おかしいとは思っていたんだ」

　おいおい、冗談じゃないぞ。

「そんなわけで、よろしく頼むよ。人体実験……もとい、定期的な診察も必要だしね」

「物騒な単語が聞こえたぞ！　だいたい、この家もう部屋余ってないからな！」

「大丈夫だ。地下に新しく実験室を作った」

「また実験って言った！　っていうかなんだよ地下って！」

　人の家を勝手に怪しげな魔術工房とかにしないでほしい。

　……気のせいかな。また体調が悪くなってきた気がするぞ。

　ニノが言ってくる。

「とにかく、腹が減ったぞ。いろいろ話はあるが、まずは朝飯を作ってくれ」

　すると朱あか音ねが、「そういえばそうね。わたしもお腹なかが空いたわ」

　そして姫ひめ乃のも、「早く用意してよ、シツジ」

「はぁ…………分かったよ、まったく」

　オレは溜ため息いき混じりにそう答える。

　まったくこいつらは……まあいいか。

　言いたいことは色々あったけど、とりあえずオレはそれを飲み込んでおく。

　正直、オレも腹が減ってたし。

　これからのことを考えるのは、この空腹を満たしてからでも遅くはないだろう。

　オレは三人を部屋から追い出して、



　今日も、執事服に着替えるのだった。



    

  
    
      


あとがき



　さっそくですが、今回あとがきが本文のすぐ隣から始まってます。あとがきから先に読む派の方はネタバレに気をつけて！

　ふぅ……これで今回のあとがきの目的の五割は達成されたぜ。残り五割が謝辞で、あとはまあ、ただの雑談だよ。



　あらためまして。

　はじめての方はじめまして。お久しぶりの方お久しぶりです、三み門かど鉄てつ狼ろうです。

　前シリーズからけっこう時間が経ってしまいましたが、無事、新しい本を出すことができました！

　実はこのままラノベ業界から消え去っちゃうんじゃないかって思ってました。そうならなくてよかった！　たぶん今、デビュー作が出たときよりテンション高いぞ。



　本作は、おっきいおっぱいが大好きな執事くんが、小さいおっぱいの女の子と仲良くなるお話です。

　……おかしいな。今回はエロコメじゃないはずなんだけど。

　えーと、本作は、主人公が執事にされるお話です。

　ご主人様はクラスメイトでお嬢様。さらに魔法使い。当然、魔法使いの執事は普通の執事じゃありません。

　主人公の執事くんは本当は、おっきいおっぱいが大好きなのに、小さいおっぱいのお嬢様に振り回されます。おい、羨ましいな。なんでそんな状況で文句ばっかり言ってるんだよこの主人公は。ちょっと代われよ。

　主人公は巨乳好きだそうですが、三み門かどは大きいのも小さいのも中くらいのも好きです。でもどっちかって言うと、小さいほうが好きかもしれないです。執事くんも早く小さいの好きになればいいのに。

　あれ、結局おっぱいの話ばっかりしてるな……。



　気を取り直して、ここからは謝辞の時間！

　担当編集の神かみ長なが様。すごい回数の改稿にお付き合いくださって、ありがとうございましたっ！　最初に話し合ってたのとまったく違うものになりましたが、こんな物語になって本当に良かったと思ってます。ここまで辿り着くためにいただいたアドバイスやご提案、一つ一つに感謝してます。今後ともよろしくお願いします！

　イラストレーターの鷹たか乃のゆき様。素晴らしいイラストをありがとうございます！　ラフ画の時点で、三門の脳内イメージとぴったり同じなのに、可愛かわいさカッコ良さは想像以上、という謎なぞの現象が起きてました。すてきなデザインにしてもらって、執事くんたちは本当に幸せものです。２巻以降もよろしくお願いします！

　他にも編集部の皆様、装丁や校正を担当して下さった方々、営業の皆様、書店の方々─数え切れない人のお陰でこの本を届けることができました。まとめてで恐縮ですが、感謝を！

　そしてそして、読者の皆様！

　前シリーズからずっと待っていてくれたあなたも、初めて三門の本を買ってくれたあなたも、とにかく、この本を選んでくれたすべての皆様、本当にありがとうございます！

　この物語を読んで、なにか「よかった」と思えることがあったなら嬉しいです。



　それでは今回はこの辺で。

　次回は朱あか音ねのお話になる予定です。

　またお会いできましたら幸い！　ではでは！



三門鉄てつ狼ろう



    

  
    
      

　著者

　三門鉄狼（みかど・てつろう）

　　北海道札幌市に生息するサッカオオカミ。

　　絶滅危惧種なので優しくしてください。



　イラスト

　鷹乃ゆき（たかの・ゆき）

　　埼玉県出身のイラストレーター。

　　代表作は「Ｄ．Ｃ．Ⅲ」「Princess Party」原画など。

　　好きなものはパスタです！

　　最近はジェノベーゼパスタにはまってまして、

　　外食の時は毎回注文してしまいます。そう、食べる専門です。
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